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増田寛也 (総務大臣)年頭所感平成20年春夏秋冬

位B 緑の再生と利活用
「環境の時代Jのみどり資源と地域づくり 宮林茂幸 (東京農業大学教綬)

戦後の緑化運動 一「緑の砂漠」に立ち向かう

森林ボランティア団体はここ10年で7倍に

2 

8 
木俣知大 ((社)国土緑化推進機織情報・普及部)

天満和久

セラピ一実行委員会事務局

石井正治

小出仁志

中村文明

根井大輔

(株)口ーソン

城下一弘

10大阪府 自然保護と緑化推進を両輪に

12静岡県三島市 多彩な施策で市民パワーを引き出す

14東京都世田谷区 土地買い取りは無理でも工夫すれば

17山梨県小菅村 ボランティアに支えられ多摩川源流林が復活へ

20森林セラピ一 環境と健康が調和した地域づくりツール

22長野県上松町 森林浴発祥の地の地域振興軸に

36長野県飯田市 里山を様々な「学習の場」として確保

38ローソン オーナーからアルバイトまで参加して

40キリンビール 2工場が同時に大臣表彰の栄誉

鳥取といえば、やはり砂E

本誌編集部

孝 (京都府立大学人間環境学部教綬)下村[屋上緑化]の役割と課題を考える32 

実 (1岐皐県立森林文化アカテミー学長)

川島幸美津

砂Eの後背地にある多総ケ;也。!i'J!.fiとは打っ
て変わって人の気配もしない幻想的広池だ

熊崎

44岐車市 「まちなかJ居住推進と活性化に大きな弾み

46埼玉県 専門アドバイザーを登録、独自の診断基準も

[新しい林業]の担い手創出を目指して42 

弓子大森

-rliiEEIii圏直置.
浦富海岸はリアス式。香美町の香住|こかけ

ては奇岩や洞窟が連続する

中村時広 (松山市長)

首長の夢 城111公園の整備について
市内全域博物館の中に大セントラルパークが

全園地域リーダー養成塾

こだわりある「まちづくり」に触れ

31 

戸井田基樹

地域活性化センターの助成事業

NPO法人グリーンバレーを主体にアーテイスト招き、副次効果は大

地域づくり団体探訪

大辺路富田坂クラブ

48 

和歌山県白浜町50 

センタ一通信52 

47 

23緑の再生と利活用

29大漁感謝祭 (鳥取県岩美町)

30手前みそですが…・北海道網走市

-・・・・圃彊ilIa!圃・・・・・
鳥取市にある摩尼寺。麓の山菜料理を食べて

帰らす、 305段の急階段を登ると古利の風情
を味わえる

(財)地域活性化セン安一地域づくり編集

(鳥
取
県
岩
美
町
)

鳥
取
県
岩
美
町
は
、
鳥
取
砂
E
と
兵
庫
県
に
挟

ま
れ
た
町
だ
。
岩
美
町
浦
富
か
ら
、
兵
庫
県
香
美

町
に
か
け
て
の
海
岸
は
奇
岩
の
連
続
。
そ
こ
は
ま

た
、
日
本
海
の
漁
業
基
地
で
も
あ
る
。

毎
年
十
一
月
の
第
四
土
曜
日
は
、
岩
美
町
と
田

後
漁
協
が
定
め
た
「
大
漁
感
謝
祭
」
。
今
年
は
つ

い
に
十
回
目
。
僅
か
す
つ
で
は
あ
れ
知
名
度
は
広

が
っ
て
い
る
よ
う
で
、
今
年
は
兵
庫
、
岡
山
県
は

も
ち
ろ
ん
、
徳
島
県
や
大
阪
府
か
ら
来
た
客
も
い

て
、
ズ
ワ
イ
ガ
二

(オ
ス
)
を
買
い
求
め
て
い
た
。

長
い
行
列
が
で
き
た
の
は
、
無
料
で
振
る
舞
わ

れ
た
力
二
汁
と、

モ
ズ
ク
粥
の
前
。

力
二
汁
は
、
前
日
の
夕
方
か
5
漁
協
婦
人
部
が

親
ガ
二

(
ズ
ワ
イ
ガ
二
の
メ
ス
)
を
真
つ
二
つ
に

切
り
、
用
意
し
た
。

一
千
人
分
が
瞬
く
聞
に
な
く

な
っ
た
。

モ
ズ
ク
粥
は
初
め
て
食
べ
た
。
絶
妙
の
塩
加
減

と
磯
の
香
り
、
こ
れ
は
芸
術
品
だ
っ
た
。

-
文
H
室
(
合
克
実

・
力
メ
ラ
H
小
形
又
男
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
総
務
大
臣
に
就
任
し
て
か
ら
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

私
は
、
福
田
内
閣
が
目
指
す
「
自
立
と
共
生
」
を
政
策
の
基
本
に
し
つ

つ
、
「
希
望
と
安
心
」
の
国
づ
く
り
に
向
け
、
総
務
大
臣
と
し
て
、
各
般

の
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

総
務
省
は
、
国
民
生
活
に
密
着
し
た
幅
広
い
行
政
分
野
を
担
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
こ
れ
か
ら
の
日
本
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
分
野
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
昨
年
四
月
ま
で
の
三
期
十
二
年
間
の
岩
手
県
知
事
と
し

て
の
地
方
で
の
経
験
を
生
か
し
、
新
た
な
視
点
で
改
革
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
方
分
権
、
地
方
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
地
方
の
自
由
度

を
拡
大
し
、
責
任
を
も
っ
て
行
政
を
実
施
で
き
る
「
地
方
が
主
役
の
国
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
昨
年
十

一
月
に
は
、
地
方

分
権
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
「
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
」
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
地
方
の
自
由
と
責
任
を
高
め
、
地
域
の
力
を
引
き
出
し
て
い

く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
地
方
に
対
す
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
大
幅
な
見

直
し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
見
直
し
の

「
共
通
基
準
」
(
メ
ル
ク
マ
ー
ル
)
を
も
と
に
、
徹
底
し
た
見
直
し
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
個
別
行
政
分
野
に
お
け
る
固
と
地
方
の
役

割
分
担
を
見
直
し
、
地
方
へ
の
権
限
移
譲
を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
の
地

方
支
分
部
局
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

地
方
行
革
に
つ
い
て
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
施
を
促
す
と

と
も
に
、
地
方
行
革
新
指
針
に
基
ワ
き
行
政
改
革
を

一
層
推
進
し
ま
す
。

地
方
公
務
員
の
定
員
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
五
年
間
で
国
の
行
政

機
関
の
五
・
七
%
の
定
員
純
減
と
同
程
度
の
定
員
純
減
の
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
給
与
に
つ
い
て
も
、

一
層
の
適
正
化
や
、
国
の
給
与
構

造
改
革
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
な
ど
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
方
財
政
に
つ
い
て
は
、
全
国
ど
の
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
て
も

一
定
水

準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
地
方
の
再
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生
に
向
け
て
自
主
的
・
主
体
的
に
活
性
化
施
策
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
地

方
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

一
般
財
源
総
額
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
円
滑
な
施

行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
改
革
や
公
立
病
院
改
革

の
取
り
組
み
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
域
聞
の
税
源
偏
在
の
是
正
に
早
急
に
対

応
す
る
た
め
、
消
費
税
を
含
む
税
体
系
の
抜
本
的
改
革
が
行
わ
れ
る
ま
で

の
聞
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
法
人
事
業
税
の

一
部
を
分
離
し
、
地
方
法
人

特
別
税
及
び
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
偏
在
性

の
小
さ
い
地
方
税
体
系
の
構
築
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
偏
在
是
正
策
に
よ
っ
て
生
じ
る
財
源
を
活
用
し
、
地
方
再

生
・
地
域
活
性
化
の
た
め
の
地
方
交
付
税
特
別
枠
を
創
設
し
、
市
町
村
に

配
慮
し
た
重
点
配
分
を
行
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
地
方
の
創
出
を

一
層
促
進
す
る
た
め
、
「
頑
張
る
地
方
応
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
等
の
財
政
支
援
に
加
え
て
、
新

た
に
先
進
市
町
村
や
民
間
の
人
材
派
遣
、
研
修
等
を
実
施
し
、
地
域
の
人

材
の
育
成
・
活
性
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
時
代
に

対
応
し
た
新
た
な
過
疎
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

個
性
的
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割

も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
使
い
や
す

く
利
便
性
を
実
感
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
、
利
用
者
の
視
点

に
立
っ
た
手
続
の
見
直
し
・
改
善
な
ど
を
進
め
、
申
請
・
届
出
な
ど
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
運
営
の
簡

素
化
・
効
率
化
・
合
理
化
を
図
る
た
め
、
業
務
・
シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
を

着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
電
子
政
府
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
、
適
時
適
切
に
評
価
を
行
い
つ
つ
、
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
御
支
援
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
環
境
の
時
代
」
だ
。
森
林
が
有
す
る
様
々
な
機
能
に
注
目
が
集
ま
る
。
「
日
本
は
国
土
の
三
分
の
ニ
が
森
林

と
は
幸
い
」
と
思
う
人
も
い
よ
う
が
、
人
口
を
勘
案
す
れ
ば
φ

貧
林
固
ψ

だ
。
し
か
も
、
林
業
が
経
営
的
に
成

り
立
た
な
く
な
り
、
手
が
入
ら
な
く
な
っ
た
森
林
は
荒
廃
の
一
途
だ
。
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
蒜
林
を
保
全
し
、

整
備
し
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

循
環
シ
ス
テ
ム
は
壊
れ
て
い
る

そ
も
そ
も
人
間
社
会
の
経
済
活
動
は
、
自
然
資
源
か
ら

生
活
に
必
要
な
資
材
を
供
給
す
る
採
集
的
自
給
に
始
ま

り
、
農
耕
技
術
が
芽
生
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
定
住
型
の

自
給
協
同
社
会
を
主
体
に
発
展
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
分
業
化
が
進
み
、
産
業
革
命
の
段
階
に
な
る

と
、
い
か
に
労
働
生
産
性
を
高
め
、
生
産
し
た
物
を
い
か

に
消
費
に
向
か
わ
せ
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
大

量
生
産
と
大
量
消
費
の
二
十
世
紀
型
産
業
構
造
に
な
る

と
、
市
場
競
争
に
勝
ち
抜
く
こ
と
が
課
題
と
な
り
投
資
効

率
を
高
め
る
こ
と
が
第

一
の
目
的
と
な
っ
た
。

こ
の
間
に
地
球
上
の
人
口
は
六
十
五
億
ま
で
増
加
し
、

資
本
主
義
で
あ
れ
社
会
主
義
で
あ
れ
、
競
争
原
理
が
加
速

さ
れ
、
自
然
資
源
の
収
奪
が
国
際
的
に
加
速
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

二
十
世
紀
の
終
盤
か
ら
は
局
地
的
な
自
然
破
壊
が
多
発

し
、
物
質
循
環
が
崩
れ
始
め
た
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
、

森
林
破
壊
と
異
常
気
象
、
地
球
温
暖
化
と
の
関
わ
り
が
明

ら
か
に
な
り
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
た
ち
は
、
廃
棄
物
処
理
、
空
気
と
水
の
浄
化
、
新
た

な
物
質
の
生
成
と
い
う
自
然
資
本
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
中

で
初
め
て
健
全
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
可
能
だ
。
人
類
の

持
続
的
な
生
活
は
、
生
産
し
、
消
費
し
、
廃
棄
す
る
と
い

う
循
環
活
動
の
中
で
初
め
て
担
保
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、
産
業
革
命
以
降
の
巨
大
な
生
産
力
は
わ
ず

か
四
百
年
の
聞
に
順
次
自
然
界
の
循
環
シ
ス
テ
ム
を
破
壊

し
て
き
た
。
既
に
限
界
に
来
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

さ
ら
な
る
破
壊
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

こ
こ
に
環
境
問
題
の
構
造
的
特
徴
が
あ
る
。
か
つ
て
の

生
産
力
を
よ
り
高
め
る
と
い
う
資
本
の
目
的
投
資
か
ら
、

自
然
資
本
の
循
環
シ
ス
テ
ム
を
壊
さ
な
い
こ
と
を
優
先
す

る
責
任
投
資
へ
、
す
な
わ
ち
「
環
境
資
本
主
義
」
へ
と
転

換
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

健
康
な
φ

み
ど
り
φ

を
受
け
わ
た
そ
う

み
ど
り
H
森
林
を
守
る
こ
と
は
、
物
質
循
環
機
能
を
適

誌記滅。

東
京
農
業
大
学
教
援

• 宮
林
茂
幸

正
に
保
全
し
、
再
生
す
る
こ
と
だ
。

わ
が
国
の
よ
う
に
南
北
に
細
長
く
、
急
峻
な
地
形
が
多

く
、
地
域
に
よ
っ
て
は
台
風
や
集
中
豪
雨
あ
る
い
は
豪
雪

な
ど
の
厳
し
い
自
然
条
件
が
あ
る
国
は
、
地
域
特
有
の
自

然
文
化
を
生
む
。
こ
こ
に
は
、
自
然
資
本
の
循
環
シ
ス
テ

ム
を
考
慮
し
た
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
土
台
が
備
わ
っ

て
い
る
と
い
え
る
。

十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
の
前
半
の
わ
が
国
の
国

土
に
は
、
人
口
の
急
増
と
産
業
資
本
の
急
速
な
発
達
、
あ

る
い
は
戦
時
調
達
に
よ
っ
て
、
木
が
伐
ら
れ
、
い
た
る
所

に
禿
山
が
あ
っ
た
。

台
風
や
集
中
豪
雨
の
度
に
大
き
な
山
地
災
害
や
水
害
に

見
舞
わ
れ
る
こ
と
か
ら
治
山
事
業
を
国
策
と
し
て
進
め
、

よ
う
や
く
森
林
面
積
を
国
土
の
三
分
の
こ
ま
で
に
回
復
さ

せ
た
。
現
在
の
わ
が
国
の
森
林
は
、
先
人
の
自
然
と
共
に

生
き
る
「
知
恵
」
や
「
技
」
な
ど
、
ま
さ
に
自
然
資
本
に

対
す
る
持
続
的
な
働
き
掛
け
が
息
づ
い
て
い
る
。

み
ど
り
H
森
林
を
守
る
こ
と
は
、
次
世
代
に
豊
か
な
国

士
、
健
康
な
み
ど
り
環
境
を
受
け
わ
た
す
こ
と
で
あ
り
、

自
然
と
共
生
す
る
日
本
の
森
林
文
化
も
受
け
わ
た
す
こ
と
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だ
。
そ
れ
は
国
民
に
と
っ
て
共
通
の
課
題
で
あ
る
と
と
も

に
責
任
で
も
あ
る
。

1
人
当
た
り
で
は
φ

貧
林
国
φ

わ
が
国
の
森
林
面
積
は
、
国
土
面
積
三
千
七
百
七
十
九

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
約
六
七
%
に
当
た
る
二
五一

二
万
ヘ
ク

わが国の森林の区分 (02年3月末現在、07年「林業白書Jより)

直

司ー

森林 2，512万ha それ以外 1，267万ha

‘ ‘ . 、
ー.司...:ー-
司、ー
1 ・・ーー
‘: ーー司
-白J ‘・.‘ 
- ‘ . 
:ι 、‘ 

人工林 1，036万ha 天然林 1，335万ha

伐採跡地、未立木地など 141万ha
i 

100 
(%) 

80 60 40 20 O 

国土面積に占める

森林の割合

人工林、天然林

などの割合

図1

区ヨ

タ
ー
ル

(図
1
参
照
)
。
国
土
面
積
に
占
め
る
森
林
の
割

合
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
(
六
五
・
八
%
)
や
ブ
ラ
ジ
ル

(
六
五

・
二
%
)
を
上
回
り
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
。

し
か
し
、
国
民

一
人
当
た
り
の
面
積
に
す
る
と
、

一
番

大
き
い
国
は
カ
ナ
ダ
の
八
・

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
次
い
で
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
三

・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
三

・

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
続
く
中
で
、
日
本
は

0
・
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
森
林
の
少
な
い

。貧
林
因
。
だ
。

そ
の
内
訳
は
、
個
人
や
会
社
な
ど
が
所
有
す
る
私
有
林

が
約
六
割
(
千
四
百
四
十
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
国
有
林

が
約
三
割
(
七
百
八
十
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
自
治
体
な

ど
が
所
有
す
る
公
有
林
が
約

一
割
(
二
百
八
十
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
)
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
森
林
資
源
の
特
徴
を
見
る
と
、
一
つ
は
森
林
面

積
が
こ
の
四
十
年
間
ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
に
あ
る
こ
と
だ
。

世
界
の
森
林
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、
南
米
な
ど
を
中

心
に
、
こ
の
五
年
間
に
約
七
百
三
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少

し
て
い
る
。
農
地
へ
の
転
用
や
、
過
剰
伐
採
あ
る
い
は
森

林
火
災
に
よ
る
。

二
つ
は
、
森
林
蓄
積
が
四
十
億
立
方
メ
ー
ト
ル
へ
と
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
六
六
年
の
約
二
倍
に
当
た
る
。
九

五
年
頃
を
境
に
、
人
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
人
工
林

の
蓄
積
が
、
天
然
林
の
蓄
積
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
。
植

え
た
木
が
豊
か
に
育
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

三
つ
は
、
人
工
林
の
面
積
を
林
齢
別
(
植
林
し
て
か
ら

の
年
齢
)
を
見
る
と
、

三
十
年
生
以
上
の
森
林
が
八
割
を

占
め
て
い
る
。
保
育
・
間
伐
を
必
要
と
す
る
森
林
だ
。
す

な
わ
ち
、
人
工
林
の
多
く
は
間
伐
を
施
す
最
後
の
段
階
に

さ
し
か
か
っ
て
お
り
、
近
い
将
来
、
伐
採

(収
穫
)
が
可

能
な
高
齢
級
の
森
林
に
成
熟
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。

四
つ
は
、
自
然
林
の
中
に
は
、
薪
炭
生
産
の
後
、
放
置

さ
れ
た
森
林
が
多
い
。
そ
れ
ら
は
既
に
五
十
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
大
径
木
化
し
て
い
る
。
薮
化
が
進
む
広

葉
樹
林
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
だ
。

五
つ
は
、
こ
れ
ら
の
森
林
は
総
体
的
に
成
熟
し
、
豊
か

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
間
伐
や
除
伐
な
ど
適
正

な
管
理
が
必
要
だ
。
質
的
に
は
未
成
熟
な
森
林
が
多
い
と

い
え
、
地
域
の
特
色
や
ニ

1
ズ
に
応
じ
た
森
林
整
備
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

資
産
価
値
に
し
た
ら
市
兆
円

森
林
は
木
材
生
産
な
ど
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
生
産
の
ほ

か
、
私
達
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
諸
機
能
を
有
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
山
崩
れ
や
山
地
災
害
を
防
止
す
る
《
国
土
保

全
機
能
》
だ
。

健
全
な
森
林
内
は
、
多
様
な
樹
根
に
よ
っ
て
土
壌
が
保

持
さ
れ
、
落
葉
落
枝
や
潅
木
・
草
な
ど
が
地
表
を
覆
い
、

降
雨
に
よ
る
土
壌
浸
食
や
流
出
を
防
ぐ
働
き
が
あ
る
。
林

野
庁
の
資
料
で
は
、
森
林
の
土
砂
流
出
量
は
裸
地
の

一
五

O
分
の

一
の
だ
。

二
つ
は
、
洪
水
や
渇
水
を
緩
和
す
る

《
水
源
緬
養
機

能
》
と、

《
水
質
滑
化
機
能
》
だ
。

こ
れ
も
森
林
土
壌
の
特
質
に
あ
り
、
落
葉
落
枝
な
ど
の

有
機
物
の
供
給
や
、
土
壌
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
、
森

林
土
壌
は
ス
ポ
ン
ジ
状
に
な
っ
て
お
り
、
裸
地
の
三
倍
の

浸
透
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雨
水
が
森
林
土

壌
を
ゆ
っ
く
り
と
通
過
す
る
段
階
で
、
窒
素
な
ど
の
汚
染

物
質
を
浄
化
す
る
。

三
に
は
、

《
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
・
蓄
積
す
る
機
能
》

が
あ
る
。
樹
木
は
、
光
合
成
に
よ
っ
て
二
酸
化
炭
素
を
吸

泌総ゆ2008・1月号3 
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収
す
る
代
わ
り
に
、
酸
素
を
吐
き
出
し
、
残
っ
た
炭
素
分

を
自
ら
蓄
え
な
が
ら
成
長
す
る
。
ち
な
み
に
、
大
人
が

一

年
間
に
吐
き
出
す
二
酸
化
炭
素
量
は
、
炭
素
換
算
で
約
二

百
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
。
こ
れ
を
吸
収
し
、
蓄
え
る

樹
木
は
、

二
十
年
生
の
ス
ギ
丸
太
な
ら
約
二
十
三
本
に
相

当
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
森
林
や
木
材
は

ク二

酸
化
炭
素
の
缶
詰
。
だ
。

わ
が
国
は
京
都
議
定
書
で、

一
二
年
ま
で
に
九
O
年
ベ

ー
ス
で
六
%
の
二
酸
化
炭
素
削
減
を
約
束
し
て
い
る
。

京都議定書目標達成計画「温室効果ガスの排出抑制・吸収の量の目標」函2

保自分区

1990年度比

(纂議年総排出量比}

"'0.3% 

"'0.4% 
--白押ーーや網吋

全0.5竺J
+0.1% 

"'3.9% 

+0.6% 

"'1.6% 

"'6.0% 

2010年度排出畳

(百万t-COu

...2斗

1，056 

7 0 

2 0 

温室効果ガス

針

京.メカニズム

合

(07年「林業白書jより)

六
%
の
半
分
以
上
の
三

・
八
%
を
森
林
整
備
に
よ
っ
て
賄

う
と
し
て
お
り
、
「
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
」
「
美
し
い

森
林
づ
く
り
」
あ
る
い
は
「
木
づ
か
い
運
動
」
な
ど
が
政

策
提
言
さ
れ
て
い
る
(
図
2
参
照
)
。

四
に
は
、
憩
い
の
場
や
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の

《
教
育
文
化
的
機
能
》

が
あ
る
。
森
林
内
で
の
体
験
活

動
は
原
体
験
を
通
し
て
「
生
き
る
力
」
を
養
う
こ
と
に
繋

が
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
森
林
・
林
業
体
験
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

五
つ
は
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
森
林
浴
な
ど
を

通
し
て
の
《
癒
し
機
能
》
が
あ
る
。
森
林
内
で
は
ス
ト

レ
ス
が
解
消
さ
れ
、
健
康
的
な
気
分
に
な
る
こ
と
や
、
健

康
増
進
に
繋
が
る
こ
と
は
医
学
的
に
も
実
証
さ
れ
て
き
て

お
り
、
「
森
林
セ
ラ
ピ

l
」
と
し
て
近
年
注
目
を
浴
び
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
さ
に
「
森
林
は
天
然
の
ホ

ス
ピ
タ
ル
」
だ
(
却

1
n
ペ
l
ジ
参
照
)
。

日
本
学
術
会
議
は
、
こ
う
し
た
諸
機
能
を
貨
幣
計
算
し

て
年
間
約
七
十
兆
円
(
O一

年
十

一
月
)
と
試
算
し
て
い

る
。
こ
れ
は
政
府
予
算
の
約
九
割
に
及
ぶ
。
た
だ
し
、
こ

れ
ら
の
森
林
機
能
は
、
健
全
な
森
林
で
あ
っ
て
こ
そ
発
揮

さ
れ
る
。
人
工
林
の
面
積
が
い
か
に
豊
か
で
あ
っ
て
も
、

適
正
に
保
育
管
理
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

こ
れ
で
は
林
業
経
営
は
成
り
立
た
な
い

貴
重
な
共
通
財
産
で
あ
る
森
林
を
守
っ
て
き
た
の
は
林

業
で
あ
り
、
山
村
農
民
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の

林
業
・
山
村
・
林
産
業
は
、
グ
ロ

l
パ
リ
ゼ
l
シ
ヨ
ン
や
、

市
場
原
理
優
先
経
済
の
中
で
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。そ
の

一
つ
は
、
戦
後
造
成
し
て
き
た
森
林
資
源
が
成
熟

4 

化
し
つ
つ
あ
る
の
に
、
木
材
の
需
給
構
造
を
見
る
と
自
給

率
が
二

O
%
を
割
る
外
材
依
存
型
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

示
さ
れ
て
い
る
。
国
土
面
積
の
六
七
%
が
森
林
で
あ
り
な

が
ら
、
先
進
国
の
中
で
は
最
低
の
自
給
水
準
だ
。

二
つ
に
は
、
外
材
輸
入
が
丸
太
か
ら
製
品
へ
変
化
し
た

の
は
昔
の
こ
と
で
、
最
近
で
は
完
成
品
に
近
い
高
度
な
製

品
に
加
え
て
、
最
終
商
品
で
あ
る
住
宅
ま
で
輸
入
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
が
囲
内
の
製
材
業
を
は
じ
め
木
材
業
の
倒
産

を
拡
大
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

三
つ
に
は
、
八
0
年
代
後
半
か
ら
の
木
材
価
格
の
暴
落

だ
。
人
O
年
対
O
五
年
の
木
材
価
格
を
見
ょ
う
(
図
3
参

照
)
。

2008・1月号泊局電~~

一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
、
ス
ギ
丸
太
価
格
は
三
万
九

千
六
百
円
か
ら

一
万
二
千
四
百
円
へ
と
コ二

%
、
ヒ
ノ
キ

丸
太
価
格
は
七
万
六
千
四
百
円
か
ら
二
万
五
千
五
百
円
へ

と
三
三
%
下
落
す
る
な
ど
、
異
常
な
状
態
が
長
期
に
わ
た

っ
て
継
続
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
木
材
価
格
の
暴
落
は
、
農
林
家
所
得
を
直
撃

し
、
農
家
林
家
の
林
業
離
れ
を

一
層
促
進
さ
せ
る
。
林
家

の
伐
採
性
行
を
失
わ
せ
、
伐
採
跡
の
再
造
林
意
欲
も
減
退

さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

八
O
年
を

一
O
O
と
し
た
場
合
の
二
0
0
0年
の
林
業

を
取
り
巻
く
諸
国
子
の
変
化
を
見
る
と
、
卸
売
物
価
指
数

が
総
平
均
で

一
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
ス
ギ
の
山
元
立
木
価
格
は
五
五
ポ
イ
ン
ト
、
ス
ギ

丸
太
価
格
は
四
五
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
下
落
と
な
っ
て
い

る
。
他
方
、
苗
木
代
は
四
八
ポ
イ
ン
ト
、
伐
出
業
賃
金
の

各
職
種
計
は
四
七
ポ
イ
ン
ト
、
木
材
・
木
製
品
製
造
業
賃

金
は
実
に
九
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

ス
ギ

一
本
で
雇
用
で
き
る
伐
木
作
業
員
数
は
七
五
年
の
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了

四
人
か
ら
O
四
年
0
・
四
人
へ
と
大
き
く
減
少
す
る

な
ど
、
わ
が
国
の
林
業
は
既
に
産
業
と
し
て
成
立
し
に
く

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
か
つ
て
山
村
の
基
幹
的
産
業
だ
っ
た

農
林
業
は
、
脱
農
林
業
者
が
続
出
す
る
と
と
も
に
、
農
林

業
従
事
者
の
後
継
者
不
足
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
そ
の
結
果
、
山
村
は
社
会
減
を
自
然
減
が
上
回
る

「第
二
の
過
疎
化
」
状
況
と
な
り
、
限
界
集
落
が
続
出
し

伐出業賃金

製材・木製品価格指数

企業物価指数(総平均)

スギ中丸太価格

スギ山元立木価格

林業生産活動を取り巻く諸国子 (07年「林業白書jより)

(指数)
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て
い
る
。

そ
れ
は
、
農
山
村
の
山
地
化
(
耕
作
放
棄
地
や
森
林
の

管
理
放
棄
が
増
加
し
、
住
人
も
い
な
く
な
る
)
を
急
速
に

進
め
る
こ
と
と
な
り
、
他
方
で
森
林
の
国
土
保
全
機
能
や

み
ど
り
環
境
機
能
を
大
き
く
減
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

全
国
の
森
林
は
、
み
ど
り
豊
か
に
見
え
る
が
、
実
は
人

工
林
で
は
管
理
不
足
か
ら
質
的
に
荒
廃
が
進
み
つ
つ
あ

OECD加盟国の森林蓄積量に対する年間伐採量の比率 (07年「林業白書jより)図4
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り
、
脆
弱
な

。線
香
林
。
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
の
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
国
や
イ
ン

ド
の
好
況
か
ら
世
界
の
木
材
流
通
が
大
き
く
変
化
し
つ
つ

あ
る
こ
と
だ
。
世
界
の
木
材
需
要
の
二
五
%
を
占
め
て
い

た
日
本
は
、
国
際
社
会
か
ら
「
木
喰
い
虫
」
と
ま
で
呼
ば

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
カ
月
の
聞
に
輸
入
木
材

が
減
少
し
、
囲
内
で
は
品
不
足
の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
国
産
材
の
価
格
が
俄
か
に
上
昇
し
て
い

る
。
特
に
カ
ラ
マ
ツ
材
・
ス
ギ
材
の
上
昇
が
著
し
く
、
伐

採
ブ

l
ム
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、

二
リ一方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
三
千
1
四
千
円
程
度
の
上
昇
で
、
と
て
も

再
造
林
費
ま
で
賄
い
き
れ
な
い
。
従
っ
て
、
伐
採
跡
地
が

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た

事
態
が
続
く
と
禿
山
の
再
現
に
な
り
か
ね
な
い
。

育
林
か
ら
伐
採
の
林
業
ヘ

厳
し
い
環
境
に
あ
る
森
林
・
林
業
は
、
今
日
大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
。

そ
の

一
つ
の
課
題
は
、
戦
後
の
拡
大
造
林
政
策
に
よ
っ

て
植
林
さ
れ
て
き
た

一
千
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
森
林

が
成
熟
木
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に
利

用
す
る
か
だ
。

わ
が
国
の
林
業
は
育
林
生
産
(
植
林
、
下
草
刈
り
、
枝

打
ち
)
を
主
体
と
し
た
林
業
か
ら
、
伐
出
生
産

(除
伐
、

間
伐
、
主
伐
)
の
林
業
へ
と
転
換
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ

の
場
合
、
長
期
短
期
的
に
そ
れ
ら
の
森
林
資
源
を
ど
の
よ

う
に
利
用
し
て
い
く
か
が
問
題
だ
。
地
域
づ
く
り
や
国
づ

く
り
の
観
点
か
ら
森
林
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
、
ど
の

よ
う
に
利
用
す
る
か
に
つ
い
て
総
合
政
策
の
中
で
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

j誠減~2008・1月号
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二
つ
は
、
熱
帯
林
の
減
少
や
酸
性
雨
に
よ
る
森
林
破
壊

な
ど
環
境
問
題
が
地
球
規
模
で
人
類
共
通
の
諜
題
と
な
っ

て
い
る
中
で
、
次
世
代
に
残
す
森
林
は
、
み
ど
り
豊
か
な
国

土
環
境
と
し
て
ど
の
よ
う
な
森
林
を
整
備
す
る
の
か
と
い

う
視
点
か
ら
の
「
森
林
政
策
」
の
転
換
が
必
要
と
い
え
る
。

二
十

一
世
紀
は
、
水
の
問
題
が
再
現
す
る
。
そ
の
場
合
、

森
林
の
保
水
機
能
や
浄
化
機
能
を
よ
り
高
度
に
活
用
す
る

必
要
が
あ
る
。

併
せ
て
積
雪
が
極
端
に
減
り
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が

増
加
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
治
山
対
策
が
大
き
な
課
題
と

な
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
森
林
も
以
前
に
ま
し
て
必
要
性
が

問
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

三
つ
に
は
、
森
林
の
管
理
問
題
や
林
業
や
山
村
振
興
問

題
を
林
業
内
部
の
問
題
と
し
て
止
め
る
の
で
は
な
く
、
国

民
的
な
諜
題
と
し
て
位
置
付
け
る
「
森
林
政
策
」
へ
転
換
、

あ
る
い
は
健
康
や
教
育
問
題
を
踏
ま
え
た
「
森
林
文
化
政

策
」
な
ど
に
転
換
す
る
課
題
だ
。

今
日
、
国
民
の
森
林
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、
森
林
体
験

や
林
業
体
験
あ
る
い
は
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
多
く

の
人
々
が
森
林
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

(
8

1
9
ペ
ー
ジ
参
照
)
。

「
伐
ら
な
い
」
「
使
わ
な
い
」
が
悪
化
原
因

戦
後
の
造
林
政
策
は
、
荒
廃
し
た
国
土
の
復
旧
造
林
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
全
国
の
禿
山
を
治
山
事
業
に
よ
っ
て

植
林
し
、
み
ど
り
を
再
生
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
木
材
資
源
を
効
率
的
に
生
産
す
る
基
本
政
策

の
下
で
拡
大
造
林
へ
と
受
け
継
が
れ
、
当
初
は
農
林
家
の

自
営
的
な
造
林
活
動
に
支
え
ら
れ
て
展
開
し
て
き
た
。

み
ど
り
環
境
か
ら
す
る
と
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
自
然
生

態
を
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
あ
る
い
は
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
単

一
樹

種
に
転
換
す
る
も
の
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
自
然
環
境
を
広

葉
樹
林
か
ら
針
葉
樹
林
へ
人
為
的
に
変
更
す
る
も
の
だ
っ

た
と
い
え
る
。

七
0
年
代
の
後
半
に
な
る
と
、
外
材
輸
入
の
拡
大
に
伴

う
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
か
ら
農
家
や
林
家
に
よ
る
植
林

は
、
公
社
・
公
団
に
よ
る
機
関
造
林
事
業
の
時
代
へ
と
転

換
す
る
。
こ
う
し
て
営
々
と
植
林
さ
れ
た
戦
後
の
人
工
林

面
積
は
、
現
在
、
森
林
面
積
の
約
四

一
%
に
当
た
る
千
四

十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
工
林
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
三
十
年
生
以

上
の
森
林
が
約
七
O
%
を
占
め
伐
採
可
能
な
森
林
と
な
っ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
人
工
林
の
大
半
は
、
木

材
価
格
の
低
迷
か
ら
手
入
れ
不
足
の
ま
ま
、
脆
弱
な
森
林

と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
緑
化
事
業
の
展
開
を
整
理
す
る
と
、

①
城

や
神
社
仏
閣
な
ど
の
建
築
あ
る
い
は
都
市
開
発
な
ど
で
の

木
材
の
供
給
や
、
人
口
増
加
に
伴
う
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供

給
源
と
し
て
森
林
が
利
用
さ
れ
、
過
度
に
伐
採
し
て
禿
山

に
し
た
時
代
②
禿
山
が
原
因
で
災
害
が
頻
発
す
る
こ
と
か

ら
治
山
治
水
事
業
に
着
手
し
、
緑
化
事
業
(
森
林
造
成
)

を
積
極
的
に
進
め
た
時
代
③
オ
イ
ル
革
命
に
よ
る
薪
炭
か

ら
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
中
で
、
木
材
生
産
を
主
体

と
す
る
森
林
造
成
、
い
わ
ゆ
る
拡
大
造
林
政
策
に
よ
り
緑

化
を
進
め
た
時
代
④
造
成
し
た
人
工
林
を
中
心
に
木
材
価

格
の
低
迷
か
ら
放
置
し
、
み
ど
り
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い

る
現
代
ー
ー
と
な
る
。

現
代
は
「
木
を
伐
ら
な
い
」
、
あ
る
い
は
「
木
を
使
わ

な
い
こ
と
」
に
よ
り
、
み
ど
り
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
る

の
が
特
徴
だ
(
図
4
参
照
)
。
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「
国
民
の
財
産
」
と
し
て
考
え
よ
う

2008・1月号

今
日
の
わ
が
国
の
林
業
は
、
林
業
地
代
の
下
落
や
、
そ

れ
に
よ
る
伐
境
の
後
退
な
ど
、
経
営
の
危
機
に
瀕
し
て
い

る
。
造
林
利
回
り
が
、
あ
る
程
度
確
保
さ
れ
林
業
経
営
が

安
定
す
る
な
ら
ば
、
森
林
の
管
理
は
従
来
の
林
業
に
任
せ

る
こ
と
が
可
能
だ
。
し
か
し
現
実
に
は
、
も
は
や
不
可
能

に
近
い
。

そ
こ
で
「
森
林
は
国
民
の
財
産
」
と
い
う
基
本
認
識
に

立
っ
て
管
理
し
て
い
く
基
本
姿
勢
が
必
要
と
い
え
る
。

一
つ
は
、
森
林
の
造
成
や
管
理
に
つ
い
て
は
、
社
会
資

本
に
よ
っ
て
国
民
の
財
産
を
整
備
す
る
と
い
う
観
点
か
ら

公
的
資
金
で
賄
う
ご
と
が
で
き
な
い
か
。

一一

つ
は
、
そ
の
場
合
の
林
業
は
、
森
林
を
機
能
的
に
整

備
し
管
理
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
国
民
と
の
聞
で

契
約
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
林
業
と
は
森
林

管
理
す
な
わ
ち
、
み
ど
り
の
整
備
に
関
す
る
任
務
を
新
た

に
担
う
こ
と
に
な
る
。

三
つ
は
、
国
民
の
財
産
で
あ
る
以
上
、
新
た
な
林
業
は

水
土
保
全
や
二
酸
化
炭
素
の
削
減
あ
る
い
は
森
林
文
化
な

ど
の
多
様
な
機
能
を
高
度
に
発
揮
す
る
森
林
経
営
の
担
い

手
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

四
つ
は
、
こ
う
し
た
中
で
、
木
材
生
産
に
関
し
て
は
新

た
に
「
み
ど
り
資
源
政
策
」
と
し
て
森
林
計
画
を
再
整
備

し
、
そ
の
中
に
所
有
と
の
調
整
や
計
画
的
な
伐
採
を
盛
り

込
む
と
と
も
に
、
み
ど
り
資
源
と
し
て
の
森
林
の
持
続
的

な
管
理
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

五
つ
は
、
国
民
生
活
の
中
に
自
然
資
本
と
し
て
の
森
林

の
価
値
や
木
材
、
と
り
わ
け
国
産
材
の
価
値
を
組
み
込
ん

だ
「
森
林
文
化
」
「
木
づ
か
い
文
化
」
を
進
め
る
な
ど
の

泊迫電E也
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基
本
方
向
が
必
要
と
い
え
る
。

適
地
・
適
木
・
適
利
用
に
戻
り

森
林
を
持
続
的
に
保
全
す
る
た
め
に
は
、
適
正
な
管
理

が
欠
か
せ
な
い
。
森
林
を
社
会
資
本
と
し
て
位
置
付
け
る

と
は
い
え
、
木
材
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
資
源
生
産
を

適
正
に
持
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
森
林
の
管
理
は
持
続
さ

れ
る
。
国
民
経
済
に
対
し
て

一
定
の
生
産
物
を
供
給
す
る

必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
資
本
と
し
て
の
価
値
を

健
全
に
活
か
し
な
が
ら
、
資
源
生
産
を
持
続
的
に
行
う
と

い
う
循
環
型
の
管
理
が
必
要
と
な
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
国
産
材
、
と
り
わ
け
地
域
材
を
ど
う
活

用
す
る
か
、
地
域
材
生
産
と
地
域
材
加
工
そ
し
て
地
域
材

流
通
と
い
う
生
産
・
加
工

・
流
通
循
環
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
地
域
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。

具
体
的
に
は
、

一
つ
は
、
適
地

・
適
木
・
適
利
用
の
基

本
に
立
ち
返
り
、
地
域
社
会
で
地
域
材
を
利
用
す
る
木
の

文
化
を
創
造
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
地
域
材
を
使
う
「
木

づ
か
い
社
会
」
を
創
造
す
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
学
校
や

そ
の
他
公
的
施
設
な
ど
は
、
可
能
な
限
り
木
材
を
工
夫
し

て
利
用
す
る
と
と
も
に
、
市
民
レ
ベ
ル
で
も
「
木
の
あ
る

生
活
づ
く
り
」
や
「
木
を
使
っ
た
地
域
づ
く
り
」
を
進
め

る
な
ど
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
木
の
文
化
を
創
造
す
る

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

二
つ
に
は
、
木
材
自
給
が
大
前
提
と
な
る
。
対
外
貿
易

で
は
近
年
、
市
場
原
理
を
優
先
し
て
、
外
材
や
住
宅
輸
入

の
拡
大
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
地
球
規
模
の
森
林

保
全
や
健
全
な
住
環
境
あ
る
い
は
豊
か
な
み
ど
り
環
境
な

ど
の
持
続
的
な
発
展
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
国
が
新
た
な

林
業
を
健
全
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
重
要
な
課
題
と
な

る
。
そ
の
た
め
に
は
自
然
資
本
を
適
正
に
保
全
し
、
有
効

に
活
用
す
る
と
い
う
新
し
い
資
本
蓄
積
の
枠
組
み
の
中
に

森
林
を
置
き
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
林
業
を
位
置
付
け
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

整
備
方
向
を
明
確
に

健
全
で
、
豊
か
な
み
ど
り
環
境
を
持
続
的
に
守
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
森
林
を
、
ど
の
よ
う
に
次
世
代
に
残

す
か
と
い
う
森
林
整
備
の
基
本
計
画
が
課
題
と
な
っ
て
く

る
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
つ
は
「
国
民
に
と
っ
て
森
林
と

は
何
か
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
二
千
五

百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
を
健
全
に
保
全
す
る
具
体
的
な

管
理
経
営
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
つ
に
は
、
森
林
に
対
し
て
資
源
の
現
状
と
将
来
の
整

備
方
向
を
考
慮
し
た
森
林
診
断
を
提
案
し
た
い
。

具
体
的
に
は
、

一
つ
は
、
所
有
境
界
区
分
を
明
確
に
す

る
こ
と
だ
。
二

つ
は
、
将
来
の
森
林
整
備
の
基
本
を
、
所
有

者
の
意
向
も
考
慮
し
つ
つ
、

①
経
済
林
と
し
て
利
用
す
る

②
環
境
林
と
し
て
利
用
す
る
③
保
護
林
と
し
て
保
全
す
る

ー
ー
な
ど
森
林
整
備
の
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
。

三
つ
は
、
森
林
整
備
の
基
本
に
従
っ
て
森
林
診
断
を
実

施
し
て
、
森
林
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

専
門
家

の
診
断
に
よ
っ
て
施
業
計
画
を
立
て
、
そ
の
後
、
定
期
的

な
森
林
検
診
に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
だ
。

従
来
の
森
林
計
画
制
度
と
異
な
る
点
は
、
診
断
過
程
に

市
民
や
専
門
家
あ
る
い
は
企
業
の

C
S
R
な
ど
の
民
意
を

反
映
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
森
林
施
業
に
つ
い
て
は

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
森
林
体
験
学
習
な
ど
市
民
参
加
を

組
み
入
れ
る
こ
と
だ
。
現
在
、
山
梨
県
小
菅
村
の
多
摩
川

源
流
大
学
で
実
施
し
て
い
る
「
百
年
の
森
づ
く
り
」
は
そ

の
一
例
だ
(
口

l
m四
ペ
ー
ジ
参
照
)
。

地
域
づ
く
り
と
連
動
し
て

地
域
の
貴
重
な
み
ど
り
環
境
を
守
り
、
継
承
す
る
担
い

手
は
農
林
漁
業
に
従
事
す
る
農
民
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

農
林
漁
業
の
衰
退
が
進
む
の
と
同
様
に
、
地
域
の
森
林
や

河
川
な
ど
の
自
然
環
境
も
、
質
的
な
荒
廃
が
進
み
、
台
風

や
集
中
豪
雨
の
度
に
災
害
を
発
生
さ
せ
る
脆
弱
な
み
ど
り

と
な
っ
て
い
る
。

都
市
で
は
、

二
十
世
紀
ま
で
に
造
成
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
空
間
や
住
空
間
が
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
を
迎

え
て
い
る
と
と
も
に
、
新
た
な
都
市
整
備
計
画
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
に
残
さ
れ
て

い
た
み
ど
り
空
間
が
再
び
開
発
さ
れ
消
滅
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
都
市
の
み
ど
り
空
間
は
、
猛

暑
を
和
ら
げ
、
騒
音
を
緩
和
し
、
都
市
災
害
の
避
難
場
所

で
あ
る
と
と
も
に
、
日
常
の
ス
ト
レ
ス
を
癒
す
場
や
数
少

な
い
環
境
教
育
の
場
だ
。

山
村
地
域
の
み
ど
り
は
荒
廃
し
、
都
市
の
み
ど
り
は
減

少
す
る
が
、
両
者
と
も
人
間
生
活
に
欠
か
せ
な
い
共
通
の

み
ど
り
資
源
だ
。
こ
う
し
た
み
ど
り
を
適
正
に
保
全
し、

継
承
す
る
こ
と
は
、
先
人
達
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

現
代
社
会
の
義
務
で
あ
る
と
と
も
に
、
現
代
に
生
き
る

人
々
の
責
任
で
あ
る
と
い
え
る
。

従
っ
て
、
み
ど
り
H
森
林
問
題
は
、
民
間

・
企
業
・
行

政
・
学
界
が

一
体
と
な
っ
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

緊
急
の
課
題
だ
。
こ
の
議
論
で
大
切
な
こ
と
は
、
み
ど
り

の
役
割
や
価
値
と
、
地
域
づ
く
り
の
テ
l
マ
や
内
容
が
連

動
し
た
展
開
に
す
る
必
要
性
だ
。
そ
の
議
論
や
実
践
を
進

め
る
多
様
な
セ
ク
タ
ー
や
個
人
の
参
加
が
大
切
だ
。

地滅。2008・1月号7 
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戦
後
の
緑
化
運
動

ー
「
緑
の
砂
漠
」
に
立
ち
向
か
う
|

I!II 
幽 I~

.~ 

11・I
~ 

~ 

~~ 

•• • 

州
国
土
緑
化
推
進
機
構
情
報
・
普
及
部

-

木
俣
知
大

わ
が
国
は
国
土
の
三
分
の
ニ
を
森
林
が
占
め
る
た
め
、
豊
か
な
森
林
に
固
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し

一
昔
前
ま
で
は
全
国
に
禿
山
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
し
て
今
も
手
入
れ
が
遅
れ
て
荒
廃
し
た
「
緑
の
砂
漠
」
が
広
が

り
、
台
風
な
ど
の
度
に
洪
水
や
土
砂
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
そ
の
中
、
市
民
の
力
強
い
運
動
が
胎
動
し
て
い
る
。

転
換
点
は
「
国
民
参
加
の
」
と
い
う
提
言

日
本
の
森
林
は
、
戦
時
中
は
軍
需
用
材
、
戦
後
は
建
築

用
材
や
パ
ル
プ
用
材
、
さ
ら
に
薪
炭
供
給
の
た
め
に
乱
伐

さ
れ
続
け
、
戦
後
は
各
地
に
禿
山
が
目
立
っ
て
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
大
正
年
間
に
始
め
ら
れ
た
愛
林
運
動
を

母
体
と
し
て
、

一
九
五

O
年
に
衆
議
院
議
長
を
委
員
長
と

す
る
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
(
現
・
国
土
緑
化
推
進
機
構
)

が
設
置
さ
れ
、
同
年
に
は
天
皇

・
皇
后
両
陛
下
が
ご
臨
席

さ
れ
る
「
全
国
植
樹
祭
」
が
開
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
地
域
ご
と
に
緑
化
運
動
を
推
進
す
る
た
め
「
緑

の
羽
根
募
金
」
が
創
設
さ
れ
、
「
荒
れ
た
国
土
に
緑
の
晴

れ
着
を
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
国
土
緑
化
運
動

が
萌
芽
し
た
。

国
土
緑
化
運
動
は
当
初
、
全
国
植
樹
祭
、
緑
の
羽
根
募

金
、
そ
し
て
文
部
省
と
農
林
省
協
議
に
よ
る
山
林
資
源
愛

護
思
想
の
普
及
な
ど
を
目
的
と
し
た
学
校
植
林
運
動
が
中

軸
だ
っ
た
。

そ
し
て
六
九
年
に
は
「
緑
の
少
年
団
」
に
よ
る
森
林
愛

護
活
動
が
始
ま
り
、
七
七
年
か
ら
は
皇
太
子
殿
下

・
皇
太

子
妃
が
ご
臨
席
さ
れ
る
「
全
国
育
樹
祭
」
も
開
始
さ
れ
た
。

七
0
年
代
後
半
か
ら
は
自
治
会
、
婦
人
会、

P
T
A
な

ど
が
実
施
す
る
緑
化
活
動
へ
も
支
援
が
広
ま
っ
た
。

さ
ら
に
八
五
年
の
「
国
際
森
林
年
」
に
は
、
国
土
緑
化

推
進
委
員
会
が
設
置
し
た
「
二
十

一
世
紀
の
森
林
づ
く
り

委
員
会
」
が
、

二
十

一
世
紀
の
森
林
管
理
の
方
向
と
し
て

「
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
」
の
概
念
を
提
唱
し
た
。

こ
れ
は
、
行
政
や
林
業
家
・
森
林
所
有
者
を
中
心
と
し

た
森
林
管
理
か
ら
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
受
益
者
で
あ

る
幅
広
い
国
民
の
参
加
を
得
た
森
林
管
理
へ
の
転
換
を
意

図
し
て
お
り
、
国
民
全
体
で
森
林
を
守
り
育
て
て
い
く
方

向
性
を
明
示
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
提
言
を
契
機
に
、

国
土
緑
化
運
動
は
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
隆
盛
へ
と

踏
み
出
し
た
。

様
々
な
運
動
が
芽
を
吹
き

八
0
年
代
に
入
る
と
、
各
地
で
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
芽
生
え
た
が
、
そ
の
先
駆
け
は
六
0
年
代
に
始
ま
つ

て
い
た
。
①
山
火
事
跡
地
の
再
生
を
目
指
し
て
六
七
年
に

岩
手
県
田
野
畑
村
で
生
ま
れ
た
「
思
惟
の
森
の
会
」

②
富

山
県
大
山
町
で
下
草
刈
り
作
業
の
軽
減
の
た
め
計
画
さ
れ

た
除
草
剤
の
空
中
散
布
に
反
対
し
て
、
七
四
年
に
若
者
を

中
心
に
草
刈
り
作
業
を
行
っ
た
「
草
刈
り
十
字
軍
」
運
動

ー
ー
な
ど
だ
。
そ
の
背
景
に
は
、
林
業
活
動
の
低
迷
に
よ

る
森
林
荒
廃
や
、
自
然
保
護
運
動
の
活
発
化
が
あ
っ
た
。

「
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
」
の
提
唱
に
続
き
、
林
野

庁
に
よ
り
国
庫
補
助
事
業
「
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
事

業
」
が
、

ま
た

「
水
源
税
創
設
運
動
」
を
背
景
と
し
た

「
緑
と
水
の
森
林
基
金
」
が
相
次
い
で
創
設
さ
れ
、
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
基
盤
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

で
、
各
地
で
自
発
的
な
活
動
が
芽
生
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
頃
、
各
地
で
台
風
や
大
雪
に
よ
る
森
林
災
害
が
頻

発
し
た
こ
と
は
、
山
村
の
篤
林
家
や
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

と
、
都
市
住
民
が
手
を
携
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

そ
し
て
自
然
保
護
活
動
の
担
い
手
な
ど
に
よ
る
身
近
な

雑
木
林
の
保
全
・
管
理
活
動
や
、
国
際
協
力
を
行
う
N
G

O
な
ど
に
よ
る
途
上
国
で
の
国
際
緑
化
活
動
と
い
っ
た
既

存
の
市
民
運
動
を
母
体
と
し
た
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
各
地
で
生
ま
れ
た
。

さ
ら
に
「
森
は
海
の
恋
人
」
に
代
表
さ
れ
る
漁
業
関
係

者
に
よ
る

「
漁
民
の
森
づ
く
り
」
や
、
建
築
家
を
中
心
と

し
た
「
近
く
の
木
で
家
を
造
る
運
動
」
な
ど
も
始
ま
っ
た
。

成
熟
し
つ
つ
多
様
化
し

九
0
年
代
後
半
に
入
る
と
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
関
連
分
野
の
動
向
に
よ
り
、
活
動
が
多
角
的
に
促
進
さ

れ
、
運
動
と
し
て
の
広
が
り
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
(
九
五
年
)
や
ナ
ホ
ト
カ
号
海

難

・
流
出
油
災
害

(
九
七
年
)
を
契
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
重
要
性
に
対
す
る
社
会
的
認
識
が
広
が
っ
た
こ

8 2008・1月号~組減勉
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と
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
(
九
八
年
)
に
よ
る

公
益
活
動
の
担
い
手
と
し
て
の

N
P
0
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
定
着
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

地
球
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
(
九

一
年
)
や
地
球
温
暖
化
防

止
京
都
会
議
の
開
催
(
九
七
年
)
な
ど
で
、
地
球
環
境
保

全
の

一
環
と
し
て
の
森
づ
く
り
活
動
に
対
す
る
興
味
・
関

心
も
高
ま
っ
た
。

さ
ら
に
学
習
指
導
要
領
改
訂
(
九
八
年
)
に
よ
る
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
導
入
や
、
学
校
教
育
法
、
社
会

教
育
法
の
改
正
(
二
O
O
一
年
)
に
よ
り
、
自
発
的
・
横

断
的
な
学
習
活
動
や
体
験
活
動
の
場
と
し
て
の
森
林
環
境

の
活
用
へ
の
期
待
な
ど
も
影
響
し
た
。

森
林
・
林
業
分
野
で
も
、
九
五
年
に
「
緑
の
羽
根
募
金
」

が
「
緑
の
募
金
に
よ
る
森
林
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
と
し
て
法
制
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
九
八
年
か
ら
森春の風物詩ともいえる「緑の募金J。小さな寄附が、次世代に豊かな森林を

引き継ぐ

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
直
接
の
支
援
対
象
と
し
た
国
庫

補
助
事
業
が
創
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に

O
一
年
に
施
行
さ
れ

た
森
林
・
林
業
基
本
法
に
は
「
国
民
等
の
自
発
的
な
活
動

の
促
進
」
に
関
す
る
条
項
が
追
加
さ
れ
、
「
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
の
明
確
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
。

結
果
と
し
て
、
各
地
で
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
設

立
が
相
次
ぎ
、
活
動
テ
l
マ
も
例
え
ば
①
都
市
と
山
村
の

交
流
②
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
と
連
動
し
た
森
づ
く
り

③
伝
統
的
な
木
造
建
築
物
な
ど
文
化
遺
産
の
修
復
用
木
材

の
生
産
を
目
的
と
し
た
「
木
の
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り
」

ー
ー
な
ど
と
多
様
化
し
、
広
が
り
を
み
せ
た
。

そ
う
し
た
展
開
に
対
応
す
る
形
で
、
九
五
年
に
は
全
国

集
会
「
森
林
と
市
民
を
結
ぶ
全
国
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ

た
。
同
年
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
の
「
森
林
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(
現
・
森
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
)
、
九

七
年
に
は
市
民
の
視
点
か
ら
提
言
す
る
「
森
づ
く
り
政
策

市
民
研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
、
市
民
運
動
と
し
て
成
熟
し

な
が
ら
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

可
能
性
秘
め
る
超
セ
ク
タ
ー
集
団

二
0
0
0年
代
に
入
る
と
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
あ
る
い
は
学
校
林
を
活
用
し
た
森
林
環
境

教
育
の

一
環
と
し
て
の
森
づ
く
り
な
ど
と
し
て
、
新
た
な
主

体
に
よ
る
森
づ
く
り
も
活
発
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
。

ま
た
、
下
流
域
の
都
市
が
上
流
域
に
「
市
民
の
森
」
を

設
定
し
て
、
下
流
域
住
民
が
参
加
し
た
森
林
保
全
活
動
を

進
め
る
な
ど
、
行
政
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
流
域

一
体
と
な
っ

た
活
動
も
各
地
で
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

大
学
演
習
林
と
地
域
が
連
携
し
て
多
様
な
主
体
が
参
画

す
る
活
動
を
支
援
し
た
り
、
研
究
者
が
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と

一
体
と
な
り
流
域
の
森
林
調
査
を
行
っ
た
り
す

る
森
の
健
康
診
断
な
ど
、
学
術
セ
ク
タ
ー
が
他
セ
ク
タ
ー

と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
九
七
年
に
二
百
七
十

七
団
体
だ
っ
た
が
、

O
六
年
に
は
千
八
百
六
十
三
団
体
。

十
年
で
七
倍
と
い
う
飛
躍
的
な
広
が
り
を
み
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
治
体
財
政
も
、
森
林
・
林
業
業
界

も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
だ
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
や

生
物
多
様
性
保
全
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
環
境
問
題
が
顕

在
化
す
る
中
で
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が
改
め
て

注
目
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
法
定
外
目
的
税
と
し
て
の
森
林
環
境
税
は
、

O
三
年
に
高
知
県
で
初
め
て
導
入
さ
れ
、
今
や
二
十
六
県

が
森
林
環
境
税
を
導
入
す
る
か
、
導
入
を
決
め
て
い
る
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
会
員
た
ち
は
、
行
政
に
対

し
て
は
納
税
者
や
有
権
者
と
し
て
、
企
業
に
対
し
て
は
消

費
者
や
株
主
と
し
て
の
顔
を
併
せ
持
つ
。
「
持
続
可
能
な

森
林
管
理
」
を
実
現
す
る
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
世
論
形
成
や
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

l
運
動
の

展
開
な
ど
に
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

ま
た
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、
分
野
や
セ
ク
タ

ー
を
超
え
て
専
門
的
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
有
す
る
専
門
家
集
団
と
い
う
側
面
も
持
つ
。
従
っ

て
、
既
往
の
森
林
・
林
業
業
界
の
視
点
や
枠
組
み
に
囚
わ

れ
ず
に
、
森
林
・
木
材
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
社
会
的

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

今
や
産
官
学
民
の
多
様
な
セ
ク
タ
ー
が
「
国
民
参
加
の

森
林
づ
く
り
」
に
参
画
す
る
状
況
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、

各
セ
ク
タ
ー
が
ク
強
み
。
を
活
か
し
、
高
め
合
う
こ
と
で
、

豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
多
様
な
取
り
組
み
が

胎
動
し
、
全
国
各
地
で
特
色
あ
る
「
国
民
参
加
の
森
林
づ

く
り
」
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

泊政=主治2008・1月号9 
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大
阪
府
(
都
市
の
緑
化
)

I~ 

側
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会

天
満
和
久

• 

大
阪
府
は
緑
の
面
積
比
率
が
極
め
て
低
い
地
域
だ
。
し
か
し
、
能
勢
町
・
三
草
山
や
和
泉
葛
城
山
に
は
価
値
あ

る
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
。
市
街
化
地
域
の
緑
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
貴
重
な
自
然
を
守
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
「
側
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
」
だ
。

(
市
街
化
区
域
内
の
緑
は
叩
%

大
阪
府
は
、
西
側
が
大
阪
湾
に
面
し
て
大
き
く
開
け
た

形
で
平
野
が
広
が
り
、
そ
の
三
方
は
北
摂
、
金
剛
生
駒
、

和
泉
葛
城
の
三
つ
の
山
系
に
固
ま
れ
、
山
裾
に
は
里
山
や

丘
陵
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
淀
川
、
大
和
川
を
は
じ
め

中
小
河
川
が
平
野
部
を
通
っ
て
大
阪
湾
に
流
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
阪
府
は
全
国
的
に
見
て
も
、
森
林
面
積
が

絶
対
的
に
小
さ
い
。
平
野
部
も
宅
地
や
商
工
業
施
設
な
ど

へ
の
都
市
的
土
地
利
用
が
進
み
、
「
ま
と
ま
っ
た
緑
」
が

生
育
す
る
よ
う
な
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

平
面
的
な
緑
の
量
を
把
握
す
る
指
標
で
あ
る
緑
比
率

は
、
府
域
全
体
で
は
四
O
%
程
度
だ
。
府
域
の
ほ
ぼ
半
分

を
占
め
る
市
街
化
区
域
の
緑
比
率
は

一
O
%
程
度
で
、
東

京
都
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
現
状
だ
が
、
府
北
部
の
北
摂
地
域
に
は
、
今
日

も
炭
焼
き
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ク
ヌ
ギ
林
を
含
む
。
生
き

た
里
山
。
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
中
国
山
地
と
の
繋
が
り
が

あ
る
生
き
物
も
多
く
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
部
に
は

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
和
泉
葛
城
山
ブ
ナ

林
が
存
在
す
る
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
自
然
を
大
切
な
財
産
と
し
て
後
世

に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
重
要
な
使
命
だ
。
自

然
と
人
問
、
あ
る
い
は
自
然
と
都
市
と
の
共
生
・
共
存
を

重
要
な
課
題
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

(
様
々
な
立
場
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

州
大
阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
は

一
九
八
九
年
十

一

月
に
設
立
さ
れ
て
以
来
、
大
阪
府
に
残
さ
れ
て
い
る
貴
重

な
自
然
環
境
を
守
り
、
身
近
な
緑
を
増
や
す
た
め
、
ト
ラ

ス
ト
運
動
の
推
進
母
体
と
し
て
様
々
な
活
動
を
続
け
て
き

て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
、
行

政
機
関
な
ど
様
々
な
立
場
の
個
人
や
機
関
と
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
組
ん
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
和
泉
葛
城
山
の
ブ
ナ
林
を
守
る
活
動
は
、
当

協
会
が
特
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
だ
が
、
天
然

記
念
物
エ
リ
ア
周
辺
の
土
地
は
大
阪
府
が
取
得
し
た
。
ブ

10 

ナ
の
保
護
増
殖
は
、
大
阪
府
、
岸
和
田
市
、
貝
塚
市
と
共

に
事
業
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
北
摂
地
域
で
は
、
能
勢
町
に
あ
る
三
草
山
で
、
ゼ

フ
ィ
ル
ス
(
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
類
の
蝶
)
を
は
じ
め
、
多
様

な
蝶
類
が
生
息
す
る
里
山
環
境
を
守
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
特
に
こ
こ
は
ヒ
ロ
オ
ビ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
(
シ
ジ

ミ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
)
の
分
布
の
東
限
に
当
た
り
、
地
上
権

を
設
定
し
て
活
動
を
進
め
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
貴
重
な
動
植
物
の
保
護
増
殖
と
い
う
特
色
が

あ
り
、
そ
の
保
護
活
動
は
大
学
の
研
究
機
関
や
、
専
門
家

の
調
査
・
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
進
め
て
い
る
。
同
時
に
、

「
和
泉
葛
城
山
ブ
ナ
の
森
ト
ラ
ス
ト
基
金
」
と
「
三
草
山

ゼ
フ
ィ
ル
ス
の
森
ト
ラ
ス
ト
基
金
」
を
そ
れ
ぞ
れ
造
成
し

て
い
る
。

2008・1月号話鼠憾~

そ
の
他
に
も
、
ラ
ン
科
植
物
の
サ
ギ
ソ
ウ
や
食
虫
植
物

の
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
や
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

な
ど
昆
虫
類
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
希
少
な
野
生

動
植
物
の
保
護
や
多
様
な
生
態
系
の
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

こ
う
し
た
貴
重
な
動
植
物
を
育
む
自
然
環
境
を
保
全

す
る
と
と
も
に
、
身
近
な
緑
を
守
り
増
や
す
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
共
に
実
際
に
森
林
の
整
備
に
入
り
、
ま
た

緑
の
少
年
団
と

一
緒
に
自
然
に
触
れ
合
う
の
も
、
大
切

な
活
動
だ
。

(
募
金
は
有
効
に
活
用

当
協
会
で
は
、
森
林
の
整
備
、
市
街
地
の
緑
化
、
野
生

生
物
の
生
育
空
間
に
配
慮
し
た
緑
化
(
ピ
オ
ト
l
プ
)
を

実
施
す
る
団
体
に
対
し
て
必
要
経
費
を
助
成
す
る
制
度
を

創
設
し
、
活
動
を
支
援
し
て
い
る
。
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こ
れ
は
、
九
五
年
に
制
定
さ
れ
た
「
緑
の
募
金
に
よ
る

森
林
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
「
緑

の
募
金
」
を
財
源
と
し
た
事
業
だ
。
当
協
会
で
は
「
み
ど

り
づ
く
り
の
輪
活
動
支
援
事
業
」
と
銘
打
っ
て
実
施
し
て

い
る
。
二
O
O
O年
か
ら

O
六
年
ま
で
の
七
年
間
で
、

マ
森
林

の
整
備
五
十
二
件
マ
市
街
地
緑
化
二
十
六
件
マ
普
及
啓
発

活
動
五
件
マ
ピ
オ
ト

l
プ
づ
く
り
五
件
ー
ー
の
計
百
十
八

件
を
助
成
し
た
。

大
阪
で
は
、
学
校
や
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
や
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
の
他
、
緑
の
少
年
団
に
よ
る
「
緑
の
募
金
」
街
頭

募
金
が
盛
ん
だ
。
こ
う
し
た
募
金
団
体
に
募
金
額
の
四

O
%
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
学
校
や
街
角
で
の
緑
化
活
動

が
毎
年
約
九
百
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。

(
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

市
街
地
の
緑
は
、

二
酸
化
炭
素
量
の
減
少
や
ヒ

l
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
と
い
っ
た
環
境
面
、
都
市
景
観
に

よ
る
人
間
心
理
面
の
他
に
、
野
生
動
植
物
の
生
息
お
よ
び

移
動
空
間
と
し
て
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
し

て
も
重
要
だ
。

そ
れ
に
は
市
街
地
に
残
さ
れ
て
い
る
鎮
守
の
森
な
ど
社

寺
林
の
保
全
だ
け
で
は
な
く
、
緑
道
や
河
川
、
民
有
地
や

民
間
施
設
内
で
の
樹
林
も
含
め
た
緑
や
水
面
の
保
全
、
あ

る
い
は
新
た
な
緑
の
創
造
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
、
絶
対
面
積
の
点
で
限
界
が
あ
る
大
阪
府
だ
。

誰
も
が
緑
が
増
え
た
と
感
じ
る
よ
う
な
緑
化
は
、
緑
が
果

た
す
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
身
近
な
緑
を
増
や
し
育

て
る
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
な
が
ら
取
り
組
み

の
輸
を
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

~ー・、、、、h

(上)豊津第二小学校のビオ卜ープ (下)児童による河川堤防の壁画緑化

O
七
年
春
か
ら
大
都
市
の
ヒ

l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
に

対
す
る
取
り
組
み
と
し
て
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
始
め
た
。
ヘ
チ
マ
や
ゴ

l
ヤ
な
ど
蔓
植
物
の
種
子

を
配
布
し
て
、
窓
辺
で
育
て
て
も
ら
う
も
の
だ
。

窓
辺
で
蔓
植
物
を
育
て
れ
ば
、

二
酸
化
炭
素
の
吸
収
は

も
ち
ろ
ん
、
夏
の
強
い
日
差
し
が
遮
ら
れ
る
。
さ
ら
に
植

物
の
蒸
散
活
動
に
よ
り
、
い
く
ら
か
で
も
涼
し
く
過
ご
せ

る
。
そ
れ
に
よ
る
省
エ
ネ
効
果
を
狙
っ
た
も
の
だ
。
こ
の

よ
う
な
身
近
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
も
地
球
温
暖
化
防
止

へ
の
意
識
が
向
上
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

(
c
s
Rと
の
連
携
が
必
要

C
S
R
と
い
う
言
葉
を
聞
く
機
会
が
増
え
て
き
て
い

る。

一
般
的
に
は
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
と
表
現
さ
れ

て
い
る
が
、
企
業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
に
は
避
け
て
通

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

互
い
の
問
題
意
識
の
共
有
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た

形
で
の
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
し

て
環
境
保
全
に
向
け
た
連
携
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。最

近
、
木
材
関
係
の
企
業
か
ら
「
緑
の
募
金
」
を
い
た

だ
い
た
。
「
木
と
触
れ
合
う
こ
と
か
ら
緑
を
大
切
に
す
る

心
を
育
む
た
め
、
学
校
な
ど
の
教
育
の
場
で
木
を
活
用
し

た
教
育
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う

趣
旨
だ
っ
た
。

当
協
会
は
、
こ
の
募
金
を
活
用
し
て
「
学
校
に
森
林
と

木
の
香
り
を
整
備
事
業
」
を
創
設
し
た
。

今
後
の
市
街
地
緑
化
推
進
で
は
、
企
業
の

C
S
R活
動

と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

u誠誕民!)2008・1月号11 
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岡
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三
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島
市
ま
ち
づ
く
り
部
水
と
緑
の
係
長

石
井
正
治

• 

三
島
と
言
え
ば
「
昔
は
宿
場
町
、
今
は
伊
豆
の
玄
関
口
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
今
は
も
う
一
つ

「
協
働
の
ま
ち
・
三
島
」
で
あ
り
、
「
市
民
に
よ
る
緑
化
に
熱
心
な
市
」
で
も
あ
る
。

三
島
市
は
、
伊
豆
の
玄
関
口
と
し
て
位
置
し
、
古
く
は

東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
ま
た
、

富
士

山
の
伏
流
水
が
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
に
湧
き
出
る
こ
と
か

ら
「
水
の
都
」
と
も
い
わ
れ
、
近
年
は
水
辺
景
観
の
整
備

が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
「
街
中
が
せ
せ
ら
ぎ
」
の
街
と
し
て

県
内
外
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

市
の
東
側
に
は
、
面
積
の
約
四
割
を
占
め
る
箱
根
西
麓

の
森
林
が
広
が
り
、
駅
前
に
は
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
自
然

林
と
湧
水
池
を
有
す
る
市
立
公
園
「
楽
寿
国
」

が
あ
る
。

道
路
を
挟
ん
だ
反
対
側
に
は
、
樹
齢
百
五
十
年
を
超
す
ケ

ヤ
キ
が
溶
岩
流
の
上
に
密
生
し
、
そ
の
根
元
か
ら
水
が
湧

き
出
る
自
然
豊
か
な
「
白
滝
公
園
」
が
あ
る
な
ど
、
市
全

域
で
緑
に
恵
ま
れ
た
都
市
と
い
る
。

し
か
し
、
市
の
中
心
市
街
地
だ
け
を
見
る
と
、
戦
災
や

自
然
災
害
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
古
い
街
並
み
の
ま
ま
市

街
地
が
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
市
街
地
に
新
た
な

緑
化
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
の
が
困
難
な
状
態
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
中
心
市
街
で
の
緑
化
率
は
低
い
。
当

面
、
公
共
緑
化
が
望
め
な
い
こ
と
か
ら
、
個
人
の
緑
化
を

市
内
外
へ
広
げ
て
い
こ
う
と
、
早
く
か
ら
「
市
民
緑
化
」

に
着
目
し
て
い
た
。

三
島
市
が
、
取
り
組
ん
で
い
る
緑
化
推
進
施
策
を
幾
っ

か
紹
介
す
る
。

(
2
日
間
で
1
万
人
の
に
ぎ
わ
い

{
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
}

一
九
七
六
年
春
か
ら
開
催
さ
れ

て
お
り
、
緑
化
推
進
事
業
の
中
で
は
最
も
古
い
。

こ
れ
ま
で
に
、
春
秋
合
わ
せ
て
六
十
二
回
開
催
さ
れ
た
。

当
初
は
小
中
学
校
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在

で
は
学
校
の
部
の
ほ
か
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

事
業
所
、

花
づ
く
り
団
体
の
部
、
個
人
の
部
に
分
け
、
幅
広
く
実
施

し
て
い
る
。
参
加
者
も
年
々
増
え
て
い
る
。

中
で
も
、
団
体
や
個
人
の
参
加
が
多
く
な
り
、
力
作
も

増
え
審
査
を
難
し
く
し
て
い
る
。
地
域
住
民
の
交
流
の
場

と
な
る
学
校
や
街
並
み
を
華
や
か
に
彩
り
、
地
域
緑
化
の

リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
う
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

【
三
島
み
ど
り
ま
つ
り
一
市
民
緑
化
を
推
進
す
る
に
は
、

市
民
が
花
や
木
を
手
軽
に
入
手
で
き
、
緑
に
触
れ
る
機
会

を
多
く
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
、
誰
も
が
気
軽
に

楽
し
め
る
緑
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
し
た
。
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実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
市
内
外
の
花
井
生
産
者
、
植

木
業
者
、
園
芸
庖
に
戸
を
掛
け
、
七
七
年
三
月
に
第

一
回

目
を
開
催
し
た
。

当
時
の
植
木
市
の
多
く
は
、

一
般
家
庭
向
き
の
草
花
類

を
扱
う
底
が
少
な
く
、
マ
ツ
、
ウ
メ
、
マ
キ
と
い
っ
た
大

き
な
庭
木
類
が
中
心
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て

「み
ど
り
ま
つ
り
」
は
、
家
庭
で
気
軽

に
楽
し
め
る
緑
を
と
、
庭
木
類
の
ほ
か
に
草
花
、
盆
栽
、

観
葉
植
物
、
果
樹
の
苗
木
、
園
芸
資
材
と
い
っ
た
色
々
な

物
を

一
同
に
揃
え
た
。

ま
た
花
づ
く
り
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
を
対
象
に
し
た

花
づ
く
り
講
習
会
の
ほ
か
、
競
り
市
、
緑
の
相
談
所
を
開

設
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
企
画
の
植
木
市
だ
っ
た
。

毎
年
春
秋
二
回
、
こ
れ
ま
で
に
六
十
二
回、

三
十
年
間
も

続
け
て
い
る
。

当
初
は
、
来
場
者
も
少
な
く
寂
し
か
っ
た
が
、
誰
も
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り
に
徹
し
た
結
果
、
今
で
は
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
ブ

l
ム
も
手
伝
っ
て
、
来
場
者
数
は
二
日
間

で
一
万
人
を
超
え
、
「
静
岡
県
東
部
で

一
番
に
ぎ
や
か
な

イ
ベ
ン
ト
だ
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。

「初
め
て
種
を
蒔
い
て
み
た
」
と
い
う
来
場
者
も
い
て
、

一
歩

一
歩
だ
が
、
緑
と
花
の
ま
ち
づ
く
り
が
浸
透
し
つ
つ

あ
る
。

2008・1月号迫劫~i!)

{
生
垣
用
苗
木
の
無
償
交
付
、
み
ど
り
の
贈
り
物
}
市
民

緑
化
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
多
く
の
家
庭
に

植
樹
を
し
て
も
ら
お
う
と
、
東
海
沖
地
震
の
発
生
が
予
想

さ
れ
る
中
、
市
民
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
と
緑

化
推
進
を
結
び
付
け
、
七
九
年
か
ら
ブ
ロ

ッ
ク
塀
に
代
え

て
生
垣
づ
く
り
を
行
う
市
民
を
対
象
に
、
生
垣
用
苗
木
の

無
償
交
付
を
始
め
た
。



緑の再生と利活用特集

交
付
は
年
三
回
、
生
垣
に
適
し
た
九
つ
の
樹
種
の
中
か

ら
、
好
き
な
品
種
を
選
べ
る
。

八
三
年
か
ら
は
、
新
築
、
結
婚
、
出
産
、
入
学
を
記
念

し
て
庭
に
植
樹
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、
苗
木
の
無
償
交

付
を
始
め
た
。
現
在
ま
で
の
交
付
は
生
垣
用
苗
木
が
七
万

九
千
本
、
記
念
樹
が
三
千
四
百
本
。

(
街
路
樹
は
で
き
る
だ
け
自
然
に

行
政
が
手
掛
け
ら
れ
る
緑
化
事
業
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
の
上
、
行
政
主
導
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
緑
は
、
な
か
な

か
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
維
持
管
理
は
お
の
ず
と

行
政
側
と
な
り
、
予
算
の
限
界
に
よ
り
緑
化
が
進
ま
な
い

現
実
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
緑
化
活
動
を
し
て

く
れ
る
自
治
会
や
市
民

グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
て

い
る
。

公
共
の
空
き
地
や
民

有
地
に
花
壇
づ
く
り
を

す
る
場
合
、
花
苗
や
管

理
資
材
な
ど
を
支
給
す

る
と
と
も
に
技
術
指
導

も
行
い
地
域
緑
化
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
。
現

在
、
花
壇
は
大
小
含
め

て
市
内
に
四
十
三
カ
所

あ
る
。

街
路
樹
は
、
そ
の
都

市
の
景
観
を
大
き
く
左

右
す
る
こ
と
か
ら
、
公

共
緑
化
の
中
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
。
最
近
で
は
、
街

路
樹
づ
く
り
は
、
該
当
す
る
自
治
会
と
の
協
議
に
よ
り
決

定
し
、
そ
の
維
持
管
理
の
方
法
、
区
分
に
つ
い
て
も
話
し

合
っ
て
い
る
。

現
在
、
市
が
管
理
し
て
い
る
街
路
樹
は
三
十
八
路
線
、

高
木
、
低
木
合
わ
せ
て
三
十

一
樹
種
四
万
六
千
本
。
路
線

の
状
況
や
樹
種
に
も
よ
る
が
、
基
本
的
な
管
理
は
概
ね
、

年

一
、
二
回
の
菊
定
と
数
回
の
消
毒
や
除
草
だ
。

数
年
前
ま
で
は
、
ど
こ
の
街
路
樹
も

一
定
の
高
さ
で
頭

止
め
を
し
、
効
率
と
コ
ス
ト
優
先
の
単

一
的
な
管
理
を
行

っ
て
い
た
。
街
路
樹
が
本
来
持
つ
、
公
益
的
機
能
で
あ
る

緑
陰
の
提
供
、
都
市
景
観
の
形
成
、
防
火
、
防
音
、
大
気

汚
染
の
緩
和
と
い
っ
た
機
能
を
低
下
さ
せ
る
管
理
だ
っ
た

と
い
、
え
る
。

(上)1万を超える人出がある三島みどりまつり
(下)r花街道jにしようと植え付けに精を出すボランティアたち

樹
形
は
単

一
的
で
見
苦
し
い
状
態
と
な
り
、
景
観
を
大

き
く
損
ね
て
い
た
。
市
民
か
ら
も
「
勇
定
を
し
す
ぎ
る
と

秋
に
紅
葉
が
楽
し
め
な
い
」
「
夏
の
日
差
し
が
強
い
か
ら

枝
を
切
ら
な
い
で
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
管
理
方
法
を

再
検
討
し
た
。

現
在
は
、
で
き
る
限
り
菊
定
を
控
え
、
本
来
の
自
然
樹

形
に
近
付
け
る
よ
う
管
理
し
て
い
る
。

〈
不
要
木
バ
ン
ク
を
運
用

突
然
の
病
害
虫
の
発
生
や
、
交
通
事
故
、
自
然
災
害
に

よ
る
樹
木
の
倒
伏
、
枝
折
れ
な
ど
、
定
期
的
な
委
託
管
理

で
は
対
応
処
理
で
な
い
状
況
が
発
生
す
る
。
早
め
の
対
応

を
期
し
て
、
作
業
班
を
編
成
し
て
い
る
。

作
業
班
は
、
緊
急
作
業
の
ほ
か
、
育
苗
圃
で
花
苗
・
緑

化
木
の
生
産
、
緑
地
や
花
壇
の
管
理
作
業
も
併
せ
て
行
っ

て
い
る
。

民
間
で
は
、
毎
年
多
く
の
樹
木
が
不
要
木
と
し
て
切
り

捨
て
ら
れ
、
貴
重
な
緑
が
失
わ
れ
て
い
る
。
今
あ
る
緑
を

大
切
に
し
て
、
緑
を
少
し
で
も
残
す
た
め
の
試
み
と
し
て

「
不
要
木
パ
ン
ク
」
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
住
宅
の
建
て

替
え
や
、
新
た
な
土
地
利
用
で
邪
魔
に
な
る
樹
木
を
、
欲

し
い
人
に
仲
介
す
る
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
だ
。

現
在
百
八
十
三
本
の
樹
木
が
登
録
さ
れ
、
利
用
を
待
っ

て
い
る
。

緑
化
推
進
施
策
は
、
市
民
生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
る
の
と
同
時
に
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
も
つ

な
が
る
重
要
な
施
策
だ
。
地
球
規
模
で
環
境
破
壊
が
進
む

中
、
緑
化
の
意
義
を
も
う

一
度
見
直
し
、
行
政
だ
け
で
な

く
市
民
と

一
緒
に
な
っ
て
緑
を
増
や
し
、
緑
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

i誠誕民話B2008・1月号13 
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東
京
都
世
田
谷
区
(
都
市
緑
化
)

ル
や
、
東
京
都
の
レ
ッ
ド
デ
l
タ
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
る

ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
や
ヒ
ガ
シ
カ
ワ
ト
ン
ボ
、
キ
ン
ラ
ン
、

エ
ビ
ネ
な
ど
の
動
植
物
が
自
生
し
て
い
る
。
世
田
谷
区
で

は
、
「
緑
の
生
命
線
」
と
位
置
付
け
、
保
全
施
策
を
展
開

し
て
い
る
。

緑
の
再
生
と
利
活
用

特

集

3 

2008・1月号

い
取
り
は

旧
同
間
同
四
回
凶
同
凶
凶

土
地

描政重~'0

(
「
高
額
資
産
相
続
」
と
い
う
大
問
題

し
か
し
、
相
続
や
バ
ブ
ル
期
の
地
価
高
騰
、
そ
の
後
の

不
景
気
に
よ
る
企
業
の
土
地
売
却
な
ど
に
よ
り
、
民
有
地

の
緑
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
国
分
寺
崖
線
の
斜
面
林
も

土
木
技
術
の
発
達
に
よ
り
都
市
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
眺

望
が
良
く
、
成
城
や
二
子
玉
川
地
区
と
い
っ
た
人
気
エ
リ

ア
に
近
い
絶
好
地
と
い
う
わ
け
で
、
相
続
な
ど
が
発
生
す

る
た
び
に
緑
が
減
少
す
る
の
が
現
実
だ
。

世
田
谷
区
で
は
、
条
例
に
よ
り
緑
の
保
護
と
回
復
を
進

め
て
い
る
が
、
都
市
部
で
あ
る
た
め
、
土
地
利
用
や
税
制
、

特
に
相
続
税
の
問
題
な
ど
が
あ
り
、
行
政
の
み
の
力
で
保

全
す
る
の
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
行
政
と
市
民
と
企
業
が
協
働
し
、
み
ど

り
を
守
り
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
「
世
田
谷
の
ト
ラ
ス
ト
運

動
」
を
推
進
す
る
母
体
と
し
て
、

一
九
八
九
年
に
「
財
団

法
人
せ
た
が
や
ト
ラ
ス
ト
協

会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
し
て
二
O
O
六
年
四
月

に
、
せ
た
が
や
ト
ラ
ス
ト
協

会
と
、
側
世
田
谷
区
都
市
整

備
公
社
(
一
九
八

O
年
設
立
)

が
統
合
さ
れ
、
今
の
財
団
が

発
足
し
た
。
都
市
整
備
公
社

は
区
営
住
宅
や
駐
車
場
、
都

側
世
田
谷
ト
ラ
ス
ト
ま
ち
づ
く
り

ト
ラ
ス
ト
ま
ち
づ
く
り
課

小
出
仁
志

• 

都
市
の
緑
を
守
り
、
増
や
す
こ
と
は
、
地
球
環
境
問
題
解
決
へ
向
け
た
足
元
か
ら
の
取
り
組
み
だ
。
都
市
部
で

緑
化
で
き
る
面
積
は
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
気
象
緩
和
や
防
災
面
の
効
果
が
あ
る
。
そ
し
て
、
何
と
い

っ
て
も
、
日
々
の
暮
ら
し
に
憩
い
や
澗
い
を
与
え
て
く
れ
る
メ
ン
タ
ル
な
効
果
が
重
要
だ
。

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
湧
水
地
も
多
く
、
緑
と
と

も
に
豊
か
な
自
然
の
生
態
系
を
育
み
、

二
十
三
区
内
で
は

一一
カ
所
し
か
自
生
し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
る
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

(
都
区
内
で
は
緑
に
恵
ま
れ
た
地
だ
が

日
本
人
の
八

O
%
以
上
が
都
市
で
暮
ら
す
現
在
、
年
々

失
わ
れ
て
い
く
身
近
な
緑
を
守
り
育
む
こ
と
は
、
国
民

一

人
ひ
と
り
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
都
市
型
ト
ラ
ス
ト
運
動
」
と
言
わ
れ
る
「
世
田
谷
み
ど

り
の
ト
ラ
ス
ト
」
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

東
京
都
世
田
谷
区
は
約
五
十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

面
積
に
、
八
十
二
万
人
が
暮
ら
す
住
宅
都
市
で
、
環
境
が

良
い
街
と
評
さ
れ
て
い
る
。
農
地
や
屋
敷
林
、
社
寺
林
が

点
在
し
、
大
規
模
な
公
園
の
草
地
、
街
路
樹
の
多
い
街
並

み
、
成
城
地
区
や
深
沢
地
区
な
ど
緑
の
多
い
住
宅
地
な
ど

様
々
な
タ
イ
プ
の
緑
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
世
田
谷
区
の
南
西
部
に
は
、
大
昔
の
多
摩
川
が
氾

濫
し
て
で
き
た
「
国
分
寺
崖
線
」
と
呼
ば
れ
る
河
岸
段
丘

(
崖
)
が
立
川
市
か
ら
大
田
区
ま
で
続
い
て
い
る
。

斜
面
地
で
あ
る
た
め
、
開
発
が
遅
れ
、
現
在
も
樹
林
が

(06年世田谷区みどりの資
源調査より)
水面なども含め「みどり率」

としている。

樹木・竹林
16.58% 

仁コ
草地4.99%-農地2.26%-屋上の緑0.18%
仁コ
水面0.49%

亡コ
公圏内のその他の
部分1.06%

国分寺崖線に咲く可憐なキンラン

みどり率の内訳
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市
整
備
住
宅
な
ど
の
運
営
に
加
え
て
、
九
二
年
に
は
「
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
す
る
事
業
を
進
め
て
い
た
。

統
合
の
背
景
に
は
、

①
多
用
化
し
た
社
会
ニ

l
ズ
に
柔

軟
に
対
応
す
る
態
勢
作
り
②
活
動
を
支
援
す
る
財
源
確
保

の
必
要
性
が
生
じ
た
③
両
財
団
が
有
す
る
緑
や
住
ま
い
な

ど
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
性
を
統
合
し
、
蓄
積
さ
れ
た
ト
ラ

ス
ト
活
動
や
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
継
承
発
展
さ
せ
、
区

民
主
体
に
よ
る
良
好
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
|
こ
と

が
期
待
さ
れ
た
た
め
だ
。

世田谷区を走る国分寺崖線

世
田
谷
の
美
し
く
潤
い
の
あ
る
街
並
み
と
緑
な
ど
の
資

産
を
次
世
代
に
継
承
し
、
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
住
民
層

の
広
が
り
に
答
え
つ
つ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携

を
進
め
、
区
民
主
体
や
区
民
参
加
に
よ
る
取
り
組
み
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
環
境
共
生
や
地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
「
自
然
環
境
や
歴
史
的
・
文
化
的
環
境
を

保
全
し
た
美
し
い
風
景
の
あ
る
ま
ち
の
実
現
」
「
安
全
に

安
心
し
て
活
き
活
き
と
住
み
続
け
ら
れ
る
共
生
の
ま
ち
の

創
出
」
「
居
住
環
境
を
魅
力
的
に
守
り
育
む
活
動
と
コ
ミ

ゆ
財団法人

世田谷トラストまちづくり

トラスト運動を支える仕組み

問惨お金や土地・
建物などを
寄付する.

.劫会員になり
ー』 惨運動の織を

広げる.

区
民
・
企
業
・
団
体

田直田・-置1J置括主義i!8営ヂ
ボランティアとして
労力やアイテ.ィアを

一一炉提供する.

ユ
ニ
テ
ィ
の
形
成
」
を
柱
に
活
動
を
進
め
て
い
る
。

(
本
来
は
土
地
買
い
取
り
だ
が

緑
を
守
る
活
動
は
、
財
団
の
重
要
な
事
業
だ
。
ト
ラ
ス

ト
運
動
は
「
土
地
買
い
取
り
運
動
」
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

地
価
の
高
い
世
田
谷
区
で
は
難
し
い
。
こ
の
た
め
、
土
地

所
有
者
と
緑
を
守
る
「
市
民
緑
地
契
約
」
や
「
小
さ
な
森

契
約
」
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
現
在
約
三
千
八
百
人
の
賛
助

会
員
の
会
費
や

一
般
寄
付
、
さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
に
よ
り
、
緑
地
の
保
全
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

市

民

=

都
市
の
民
有
地
の
緑
地
保
全
を
目
的
と
す
る

緑

地

=

制
度
で
、

一
九
九
五
年
に
改
正
さ
れ
た
都
市
緑

地
保
全
法
で
緑
地
管
理
機
構
が
新
設
さ
れ
、
旧
ト
ラ
ス
ト

協
会
は
九
七
年
、
都
知
事
よ
り
全
国
初
の
認
定
を
受
け
た
。

こ
れ
に
よ
り
市
民
緑
地
契
約
を
結
び
、

一
般
公
開
さ
れ

る
民
有
地
の
緑
地
に
は
、
所
有
者
へ
の
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
減
免
、
日
常
の
維
持
管
理
、
さ
ら
に
二
十
年

間
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
相
続
時
の
緑
地
に
か
か
る

土
地
評
価
額
の
二
割
減
と
い
う
制
度
の
緑
地
保
全
が
可
能

と
な
っ
た
。
現
在
五
カ
所
を
指
定
し
、
公
開
し
て
い
る
。

小

さ

な

=

都
市
で
は
、
市
民
緑
地
の
条
件
と
な
る
三

森

制

度

=

百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
緑
地
を
所
有
す

る
者
は
少
な
い
。
こ
の
た
め
た
め
、
財
団
独
自
の
保
全
制

度
と
し
て
、

O
五
年
度
か
ら
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

庭
を
保
全
す
る
「
小
さ
な
森
制
度
」
を
創
設
し
た
。
具
体

的
な
内
容
は
、
契
約
を
結
ぶ
と
、
庭
の
管
理
作
業
の
支
援

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が
ら
行
う
と
と
も
に
、

年
間
七
日
以
上
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
実
施
す
る
と
い

泌鴎惑を砂2008・1月号15 
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う
も
の
で
、
現
在
四
カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。

(
花
づ
く
り
も
一
体
で

そ
の

r、 長
会 長
員 話
5 動、
千 喜
入 植
霊 式-、話 緑
... m 量'1

Lこ蓄
を
受
章
し
た

事
業財
展団
開で
には
よ
り園
;z:;; 

緑講
を習
増会
やや
す緑
活化
動相
~ 呈氷

進を
めど
て
い様
る々
。な

緑
を
守
り
、
増
や
す
と
と
も
に
、
緑
を
次
世
代
へ
継
承

す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
支
援
に
も
力
を
注

い
で
い
る
。

花

の

あ

る

ま

ち

=

地
域
の
緑
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ

く

り

運

動

=

の
形
成
を
目
指
し
、
公
道
に
面

す
る
三
軒
以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
、

三
年
間
春
と
秋
に
花
苗

や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
緑
化
資
材
を
提
供
す
る
。
現
在
七
十

二
グ
ル
ー
プ
が
登
録
し
、
街
な
か
に
潤
い
を
与
え
て
い
る
。

花

づ

く

り

=

世
田
谷
の
花
井
園
芸
文
化
の
継
承
を
目

教

室

=

的
に
設
立
さ
れ
た
瀬
田
農
業
公
園
(
通

称
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
)
で
、
区
民
に
花
づ
く
り
の
知
識
と

技
術
を
二
年
間
教
授
す
る

教
室
を
聞
き
、
修
了
後
は

地
域
の
花
づ
く
り
リ
ー
ダ

ー
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

教
室
修
了
者
の
有
志
に

よ
り
、
「
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン

ド
友
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、

現
在
百
人
以
上
の
メ
ン
バ

ー
が
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
の

花
壇
管
理
や
、
地
域
で
行

わ
れ
る
閤
芸
講
習
会
の
講

師
活
動
な
ど
、
緑
化
活
動

の
担
い
手
と
し
て
活
動
し

て
い
る
。
O
七
年
春
に
は
、

旧
ト
ラ
ス
ト
協
会
時
代
か
ら
、
市
民
緑
地
を
は
じ
め
、

世
田
谷
区
か
ら
管
理
受
託
す
る
緑
地
な
ど
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募
し
、
自
然
の
守
り
方
や
生
物
調

査
の
進
め
方
な
ど
の
講
習
を
行
い
、
環
境
保
全
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
養
成
し
て
き
た
。
現
在
、

二
十
団
体
五
百
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
地
域
で
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
進
め

る
団
体
と
も
連
携
を
と
り
つ
つ
、
緑
の
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
、
組
織
の
拡
大
に(上)花壇作りに取り組むボランティア (下)緑綬褒章の記念写真

16 

努
め
て
い
き
た
い
。

「
世
田
谷
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
」
を
推
進
す
る
に
は
、

人
で
も
多
く
の
区
民
の
協
力
・
参
加
が
不
可
欠
だ
。
こ
の

た
め
、
身
近
な
自
然
を
見
詰
め
直
す
自
然
観
察
会
や
、
施

設
を
活
用
し
た
カ
フ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
運
動
を

支
え
る
賛
助
会
員
を
募
る
活
動
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
。

O
八
年
度
に
会
員
五
千
人
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
財
団
と
し
て
、
新
た
な
特
色
あ
る
事
業
展
開

も
望
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
旧
ト
ラ
ス
ト
協
会
と
旧
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
集
結
さ

せ
た
創
発
事
業
を
進
め
て
い
る
。
O
六
年
度
に
は
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
養
成
を
目
指
す
「
世

田
谷
ト
ラ
ス
ト
ま
ち
づ
く
り
大
学
」
や
、
区
民
参
加
に
よ

る
生
物
調
査
「
街
の
生
き
も
の
見
つ
け
隊
」
事
業
な
ど
を

実
施
し
た
。

2008・1月号抱域電~~

(
緑
あ
ふ
れ
る
世
田
谷
に

世
田
谷
区
は

O
七
年
度
、
新
た
な
緑
の
基
本
計
画
と
緑

の
行
動
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
現
在
二

五

・
五
六
%
の
「
み
ど
り
率
」
を
、
区
政
百
周
年
に
当
た

る
三
二
年
に
は
三
三
%
ま
で
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。今

後
、
屋
上
緑
化
や
壁
面
緑
化
の
推
進
を
は
じ
め
、
学

校
芝
生
化
な
ど
、
様
々
な
手
法
に
よ
り
緑
を
増
や
す
施
策

が
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

財
団
と
し
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
世
田
谷
区
と
の
連
携

を
図
り
、
様
々
な
緑
地
保
全
や
緑
化
手
法
を
研
究
す
る
と

と
も
に
、
区
民
・
企
業
と
協
働
し
、
「
み
ど
り
」
を
増
や

す
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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緑
の
再
生
と
利
活
用

山
梨
県
小
菅
村
(
森
林
再
生
)

-・・・区司~・・・・・

一ー
・E ・~

--・…-Eヒ=盟
関11
一

・ l~

-・・ ・・・

多
摩
川
源
流
研
究
所
所
長

• 中
村
文
明

安
い
外
材
の
流
入
に
よ
り
、
林
業
家
が
経
営
的
制
約
を
受
け
、
放
置
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
森
林

の
荒
廃
。
最
も
ひ
ど
い
状
態
に
あ
る
の
は
源
流
域
の
山
々
だ
。
こ
の
ま
ま
「
負
の
遺
産
」
を
子
孫
に
残
し
て
良
い

の
か
、
多
く
の
源
流
に
住
む
人
々
や
、
流
域
の
市
民
が
心
を
痛
め
て
い
た
。
し
か
し
、
多
摩
川
源
流
・
小
官
村
で
、

流
域
の
宝
で
あ
る
森
林
資
源
の
保
全
と
循
環
を
目
指
し
た
森
林
再
生
・
源
流
再
生
へ
の
狼
煙
が
上
げ
ら
れ
た
。

(
平
均
傾
斜
制
度
、
森
林
面
積
鈎
%
の
郷

小
菅
村
は
山
梨
県
の
東
北
部
、
大
菩
薩
嶺
の
山
岳
地
帯

に
位
置
し
、
北
は
丹
波
山
村
、
西
は
甲
州
市
、
南
は
大
月

市
と
上
野
原
市
、
東
は
東
京
都
奥
多
摩
町
に
接
し
、
標
高

六
百
六
十
メ
ー
ト
ル
、
四
方
を
千
二
百
1
二
千
メ
ー
ト
ル

の
山
に
固
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
隣
接
市
町
村
へ
は
、

峠
越
え
を
強
い
ら
れ
る
。

村
の
総
面
積
は
五
十
二

・
六
五
平
方
キ
ロ
。
そ
の
九

四
%
は
森
林
で
、
う
ち
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
率

は
四
七
%
だ
。
農
耕
地
は

一
・
二
%
、
居
住
地
域
は

0
・

三
%。

地
形
も
平
均
勾
配
四
O
度
の
急
傾
斜
地
に
あ
る
。

村
の
人
口
は
、
戦
後
ま
も
な
い
頃
は
二
千
を
超
え
て
い

た
が
、

急
激
な
過
疎
化
と
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
は
九
百

二
十
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
高
齢
化
率
は
三
七
%
だ
。

そ
れ
で
も
村
は
、

「水
源
の
村
」
と
し
て
清
浄
な
水
を

下
流
へ
届
け
よ
う
と

一
九
八
二
年
に
下
水
道
事
業
に
着
手

一
九
九
四
度
末
に
は
、
下
水
道
普
及
率
は

一
O
O
%

と
な
っ
た
。

し

(
確
認
す
べ
き
「
源
流
」
の
価
値

小
菅
村
は
、
多
摩
源
流
と
い
う
地
勢
的
特
徴
を
踏
ま
え

て
、
八
七
年
に
「
源
流
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
」
を
開
始

し
た
。

多
摩
川
の
源
流
に
小
菅
村
が
あ
る
こ
と
を
広
く
流
域
の

市
民
に
周
知
す
る
た
め
に
、

「多
摩
源
流
ま
つ
り
」
を
開

催
し
た
。
さ
ら
に
、

二
十

一
世
紀
を
前
に
村
の
将
来
像
を

検
討
し
、
源
流
と
い
う
地
理
的
条
件
を
念
頭
に
、

二
O
O

O
年
三
月
に
「
憩
い
、
守
り
、

集
う
源
流
の
さ
と
こ
す

げ
」
を
テ
l
マ
に
「
源
流
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
源

流
で
の
生
活
を
謡
歌
で
き
る
村
」
を
小
菅
村
の
目
標
と
位

置
付
け
る
総
合
計
画
を
策
定
し
た
。

総
合
計
画
で
は
、
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

む
ら
づ
く
り
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
な
る
多
摩
川
源
流
研
究

所
の
設
立
が
提
言
さ
れ
た
。
同
研
究
所
は
康
瀬
文
夫
小
菅

村
長
の
決
断
に
よ
り
O一

年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。

源
流
研
究
所
は
、
く
ま
な
く
源
流
を
歩
き
続
け
た
結
果
、

多
摩
川
源
流
の
豊
か
な
自
然
・
文
化
や
、
広
大
な
東
京
都

の
水
源
林
の
存
在
に
着
目
し
、
源
流
に
は
金
銭
で
量
る
こ

と
の
で
き
な
い
貴
重
な
価
値
が
あ
り
、
よ
り
良
き
地
域
社

会
を
聞
く
明
日
へ
の
扉
や
可
能
性
が
あ
る
と
の
結
論
に
達

し
た
。
そ
こ
で
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
源
流
域
の
自
然
・

歴

史
・
文
化
な
ど
の
資
源
の
調
査
・
研
究
を
進
め
、
そ
の
成

果
を
会
報
「
源
流
の
四
季
」
を
通
し
て
発
信
し
た
。
さ
ら

に
①

「
源
流
体
験
教
室
」
の
開
催
な
ど
上
下
流
交
流
を
通

し
て
交
流
人
口
を
増
や
し
村
の
活
性
化
へ
貢
献
す
る
②
森

林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
全
国
源
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

事
業
な
ど
に
取
り
組
み
源
流
へ
の
理
解
者
を
広
げ
る
|
|

努
力
を
地
道
に
重
ね
た
。

こ
う
し
た
努
力
が

一
つ
一
つ
実
を
結
び
、

N
P
O
法
人

全
国
源
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
多
摩
川
源
流
大
学
の
設
立

(東
京
農
業
大
学
現
代
G
P
事
業
)
、
全
国
源
流
の
郷
協
議

会
の
結
成
な
ど
、

全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

源
流
域
で
は
過
疎
化
が
深
刻
化
し
、
山
村
に
住
む
人
々

だ
け
で
は
森
林
を
守
っ
て
い
け
な
い
時
代
を
迎
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
多
摩
川
源
流
域
に
広
が
る
山

や
川
、
森
な
ど
の
豊
か
な
自
然
は
、
流
域
社
会
共
有
の
財

産
で
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、
こ
の
共
有
財
産
を
源
流
に
生

活
す
る
人
々
と
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
流
域
市
民
が
、
連

携
・
協
働
で
守
る
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
そ
の
実
現
に
力
を
注
い
で
き
た
。

森
が
蘇
ら
な
け
れ
ば
、
源
流
の
郷
の
未
来
は
な
い
。
ま

諸説~1!ì17 2008・1月号
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た
、
元
気
な
源
流
の
郷
づ
く
り
が
、
元
気
な
森
を
蘇
生
さ

せ
る
ー
ー
と
。

(
専
門
家
に
よ
る
調
査
か
ら

小
菅
村
と
源
流
研
究
所
は
、

O
三
年
か
ら
ス
ギ
や
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
を
対
象
に
「
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事

業
す
な
わ
ち
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
間
伐
事
業
(
日

本
財
団
支
援
事
業
)
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
長
期
間
放
置

さ
れ
た
た
め
荒
れ
て
い
る
森
林
を
改
善
し
、
健
全
な
森
林

を
整
備
し
、
森
林
の
公
益
的
機
能
と
資
産
価
値
を
高
め
る

こ
と
が
目
的
だ
っ
た
。

森
林
再
生
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
特
に
重
視
し
た

の
は
林
相
調
査
と
科
学
的
な
処
方
筆
づ
く
り
だ
っ
た
。

源流に達するのは容易でない

ま
ず
、
村
の
民
有
林
の
実
態
と
今
後
の
森
林
整
備
の
目

標
を
明
確
に
す
る
た
め
、
東
京
農
業
大
学
の
専
門
家
が
森

林
診
断
白
書
を
作
成
し
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
現
状
を
科
学

的
に
判
断
す
る
調
査
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

具
体
的
に
は
人
工
林
内
の
数
カ
所
を
調
査
地
に
設
定

し、

一
定
の
円
内
に
入
る
立
木
全
て
を
測
定
す
る
円
形
標

準
地
法
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
際
の
一
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
の
立
木
本
数
が
推
定
で
き
、
調
査
に
基
づ
い
て

今
後
の
作
業
目
標
と
な
る
処
方
筆
が
作
成
さ
れ
た
。

ま
た
、
生
産
林
、
経
済
林
と
し
て
育
て
て
い
く
の
か
、

環
境
林
、
環
境
財
と
し
て
管
理
し
て
い
く
の
か
な
ど
、
各

民
有
林
ご
と
の
実
態
と
問
題
点
を
掴
み
、
森
林
の
将
来
像

を
検
討
し
た
。
こ
う
し
た
森
林
診
断
に
基
づ
く
森
林
再
生

18 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
事
例
と
評
価

2008・1月号

さ
れ
た
。

(
マ
ス
コ
ミ
に
熱
意
が
伝
わ
り

汗を流した後の記念写真

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に
し
て
募
集
す
る
か

苦
慮
し
た
。
多
摩
川
と
い
え
ば
、
東
京
を
流
れ
る
都
市
河

川
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
多
摩
川
の
源
流
部
は
山
梨
県
に

属
し
て
い
る
。
多
摩
川
の
中
・
下
流
に
は
四
百
二
十
五
万

人
の
流
域
市
民
が
生
活
し
て
い
る
が
、
県
境
は
情
報
の
壁

に
も
な
っ
て
お
り
、
源
流
の
情
報
を
下
流
に
届
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。

何
と
か
し
て
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大
切
さ
を
流

域
へ
届
け
た
い
と
思
案
し
た
結
果
、
流
域
の
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
に
こ
の
事
業
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
と
、
立
川
市
や
八
王
子
市
の
新
聞
社
を
訪
ね
歩
い
た
。

我
々
の
熱
意
が
新
聞
杜
に
伝
わ
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
欄
へ

の
紹
介
だ
け
で
は
な
く
、
多
摩
版
へ
「
源
流
の
森
を
守
ろ

う
」
と
い
う
見
出
し
の
報
道
記
事
も
載
っ
た
。

記
事
を
見
た
市
民
か
ら
の
反
響
は
大
き
く
、
私
た
ち
の

予
想
を
超
え
る
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
源
流
へ
集
ま
っ
て

く
れ
た
。
特
に
東
京
農
業
大
学
の
学
生
達
の
参
加
は
、
源
流

の
村
に
活
気
と
初
々
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
運
ん
で
き
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
小
菅
村
と
源
流
研
究
所
が
、
全

体
を
コ

l
デ
ィ
ネ
l
ト
し
、
東
京
農
業
大
学
の
専
門
家
が

森
林
診
断
と
処
方
筆
を
作
成
し
、
北
都
留
森
林
組
合
小
菅

支
部
に
よ
る
安
全
管
理
指
導
の
下
、
流
域
の
緑
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
間
伐
や
枝
打
ち
作
業
に
取
り
組
む
と
い
う
、
流

域
市
民
の
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く
り
・
流
域
管
理
シ
ス
テ

ム
の
基
盤
づ
く
り
に
も
貢
献
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

O
四
年
度
は
、
国
の
支
援
に
よ
る
「
森
林
再
生
・
モ
デ

指通量~'0
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ル
林
整
備
事
業
」

を
実
施
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
プ
ロ
に

よ
る
森
林
再
生
モ
デ
ル
林
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
取
り
組

み
は
、
事
業
開
始
以
来
三
年
間
で
、
間
伐
二
十
回
、
延
べ

千
六
百
五
十
人
人
が
参
加
し
、
間
伐
・
下
草
刈
り
個
所
は

十

一
カ
所
、
間
伐
面
積
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ん
だ
。

緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
市
民
の
体
験
談
は
、

新
鮮
な
感
動
を
源
流
に
吹
き
込
ん
で
く
れ
た
。

あ
る
参
加
者
は
「
昨
年
十
二
月
に
間
伐
を
実
施
し
た
民

有
林
に
今
回
も
入
り
、
明
る
い
日
差
し
が
林
床
に
差
し
込

ん
で
い
て
、
草
木
が
育
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
あ
の

時
か
っ
た
森
に
緑
が
育
っ
た
。
ヒ
ノ
キ
が
喜
ん
で
い
た
。

そ
れ
を
見
て
心
が
弾
ん
だ
」
と
感
想
を
寄
せ
た
。

別
の
参
加
者
は
「
気
力
・
地
力
・
体
力
を
す
べ
て
使
っ

て
、
し
か
も
楽
し
く
作
業
を
す
る
ス
タ
ン
ス
が
好
き
だ
。

今
ま
で
幾
つ
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
が
、
こ
ん

な
に
充
実
で
き
た
の
は
初
め
て
。
そ
の
理
由
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
目
的
・
背
景
・
将
来
性
が
明
確
だ
っ
た
か
ら

だ
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

こ
う
し
た
活
発
な
森
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
輪
が
広

が
り
、
ホ
ン
ダ
自
動
車
や
日
本
た
ば
こ
産
業
な
ど
の
企
業

が
O
五
年
か
ら
、
小
菅
村
で
地
元
住
民
と
協
力
し
、
植
林
、

下
草
刈
り
、
間
伐
な
ど
の
企
業
の
森
づ
く
り
・
森
林
保
全

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
京
電
力
は

O
五
年
、

多
摩
川
源
流
自
然
再
生
協
議
会
に
参
画
し
た
。

(
大
橋
式
林
内
路
網
を
構
築
ヘ

多
摩
川
源
流
に
は

一
九
O
一
年
か
ら
東
京
都
に
よ
る
水

源
林
の
経
営
が
開
始
さ
れ
、
豊
か
な
自
然
と
森
が
広
が
っ

て
い
る
。
こ
の
水
源
林
を
守
り
育
て
て
き
た
地
元
に
は
、

都
水
源
林
と
同
様
の
百
年
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
育
っ
て
い

る
が
、
木
材
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
深
い
眠

り
に
つ
い
て
い
た
。

こ
う
し
た
森
林
資
源
を
、
上
下
流
連
携
に
よ
っ
て
多
摩

川
流
域
で
利
用
し
、
木
材
資
源
の
循
環
を
図
っ
て
こ
そ
、

山
主
に
お
金
が
還
元
さ
れ
、
持
続
的
な
森
林
管
理
が
可
能

に
な
る
。

観光客が来てくれるのも嬉しい

こ
う
し
た
視
点
に
立
っ

て
、
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
成
果
を
受
け
継
ぎ
、

O
六
年
、
小
菅
村
、
源
流
研
究
所

と
源
流
自
然
再
生
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
東
京
電
力
環

境
部
の
協
力
に
よ
り
、
小
菅
村
を
対
象
に
し
た
源
流
百
年

の
森
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

百
年
の
森
づ
く
り
の
柱
の

一
つ
は
、
源
流
の
木
材
利
用

を
広
め
る
た
め

「産
地
直
送
・
源
流
の
木
で
家
を
造
る
」

活
動
だ
。
多
摩
川
の
河
口
・
大
田
区
で
「
源
流
の
木
で
家

を
造
る
」
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
実
現
す
れ
ば
、
「
源
流

の
木
で
家
を
造
る
」
運
動
の
第

一
号
に
な
る
。

も
う

一
つ
の
柱
が
、
森
林
再
生
事
業
の
基
盤
を
な
す
大

橋
式
林
内
路
網
の
整
備
だ
。
道
が
な
け
れ
ば
、
山
に
入
れ

な
い
。
山
の
手
入
れ
も
間
伐
材
の
搬
出
も
簡
単
に
は
で
き

な
い
。

財
政
上
の
制
約
か
ら
林
道
の
敷
設
は
困
難
に
な
っ
て
い

る
中
、
林
道
に
代
わ
っ
て
山
地
保
全
に
役
立
つ
大
橋
式
林

内
路
網
の
敷
設
が
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

源
流
域
は
、
標
高
が
高
く
傾
斜
が
き
つ
い
。
そ
う
し
た

地
形
・
地
質
を
考
慮
し
た
画
期
的
な
工
法
が
大
橋
式
林
内

路
網
(
大
阪
府
の
林
業
家
、
大
橋
慶
三
郎
氏
が
長
年
の
実

施
体
験
に
基
づ
き
体
系
化
し
た
高
密
作
業
道
方
式
)
だ
。

林
内
路
網
の
設
置
よ
り
山
の
崩
壊
を
回
避
で
き
る
ば
か

り
か
、
水
源
か
ん
養
機
能
、
山
地
保
全
機
能
の
向
上
に
も

役
に
立
つ
。

源
流
自
然
再
生
協
議
会
森
林
部
会
は
、
先
進
事
例
を
学

ぶ
た
め
、
奈
良
県
や
大
阪
府
に
出
か
け
、
大
橋
式
路
網
の

研
究
を
積
み
重
ね
る
と
共
に
、
大
橋
氏
を
小
菅
村
に
招
い

て
講
習
会
を
開
催
し
た
。

そ
し
て
O
七
年
、
大
橋
氏
の
直
接
指
導
を
受
け
て
、
地

形
条
件
の
厳
し
い
中
、
小
菅
村
の
村
有
地
に
大
橋
式
路
網

の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
。
こ
の
大
橋
式
林
内
路
網
設

置
事
業
は
、
源
流
域
で
の
森
林
再
生
事
業
の
今
後
の
成
否

を
占
う
も
の
と
な
ろ
う
。

持政事@

こ
の
事
業
は
「
森
林
再
生
の
基
盤
整
備
に
貢
献
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
国
土
保
全

・
山
地
保
全
と
い
う
公
共
性
を

兼
ね
備
え
た
重
要
な
事
業
」
と
認
識
し
、
国
に
も
積
極
的

に
働
き
か
け
、
多
摩
川
源
流
百
年
の
森
づ
く
り
活
動
の
最

大
の
課
題
と
位
置
付
け
、
積
極
的
に
取
り
組
む
計
画
だ
。
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森
林
セ
ラ
ビ
l

環
境
と
健

カ首

セ
ラ
ビ
l
実
行
委
員
会
事
務
局

山
里
の
強
み
で
あ
る
大
自
然
を
、
国
民
の
新
た
な
。
健
康
ニ

l
ズ
φ

に
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
都
市
住

宅
も
地
燭
住
宅
も
元
気
に
な
る
。
そ
れ
が
環
境
と
健
康
が
調
和
す
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
森
林
セ
ラ
ピ

l
だ
。

(
森
林
浴
か
ら
科
学
的
セ
ラ
ビ
l

ヘ

森
林
が
持
つ
快
適
性
増
進
・
癒
し
効
果
を
、
よ
り
積
極

的
に
活
用
し
て
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
こ

う
と
す
る
「
森
林
セ
ラ
ピ
l
」
の
取
り
組
み
が
、

二
O
O

四
年
に
林
野
庁
が
中
心
と
な
り
始
ま
っ
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
l
と
は
、
森
林
環
境
の
自
然
が
彩
な
す
風

景
や
香
り
、

音
色
や
肌
触
り
か
ら
生
命
力
を
五
感
で
味
わ

い
、
そ
の
森
林
の
立
地
・
地
形
、

気
候
な
ど
を
活
か
し
て

身
体
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
を
進
め

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
だ
。

か
つ
て
「
森
林
浴
」
が
ブ
I
ム
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
効
用
に
つ
い
て
明
白
な
科
学
的
解
明
を
図
る
こ
と
な

く
、
ま
た
心
身
の
健
康
づ
く
り
に
活
用
す
る
観
点
の
メ
ニ

ュ
ー
開
発
な
ど
が
な
さ
れ
る
段
階
に
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
と
関
連
団
体
が
、
森
林
環
境
が
有

す
る
快
適
性
増
進
・
癒
し
効
果
な
ど
を
科
学
的
に
解
明
す

る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
資

す
る
科
学
的
メ
ニ
ュ
ー
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
農
林
水
産
省
の

「農
林
水
産
研
究
高
度
化
事

業
」
(二
O
O
四
1
0
六
年
)
や
、
林
野
庁
や
厚
生
労
働

省
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
ま
た
複
数
の
企
業
と
大
学

医
学
部
、
森
林
総
合
研
究
所
が
参
画
し
た
「
森
林
セ
ラ
ピ

l
研
究
会
」

(O
四
年
設
立
)
に
よ
る
調
査
研
究
な
ど
を

経
て
、
森
林
が
有
す
る
健
康
維
持
・
増
進
効
果
の
医
学
的

解
明
が
進
展
し
た
。

今
や
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
森
林
セ
ラ
ピ
l
メ
ニ
ュ
ー

が
集
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
森
林
の

現
場
に
投
入
し
、

実
践
し
て
い
く
た
め
に
、
林
野
庁
な
ど

が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
し
て
「
森
林
セ
ラ
ピ
l
実
行
委

員
会
」
が
設
立
さ
れ
、

実
践
段
階
が
幕
開
け
し
た
。

森
林
セ
ラ
ピ
l
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
科
学
的
根
拠

に
基
づ
く
森
林
環
境
や
ロ

l
ド
の
整
備
に
加
え
て
、

一
定

の
質
を
保
持
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
受
け
入
れ
態
勢

の
整
備
が
不
可
欠
だ
。
こ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
継
続
性
と
発

展
性
の
あ
る
地
域
お
こ
し
・
地
域
づ
く
り
の
こ
と
だ
。

実
行
委
は
、
森
林
セ
ラ
ピ

1
を

一
つ
の
ツ
l
ル
と
し
て

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
い
う
意
欲
の
あ
る
団
体
を

募
集
し
た
。
さ
ら
に
、

生
理
・
心
理
・
物
理
実
験
を
通
し

た
森
林
環
境
が
有
す
る
効
果
の
検
証
と
、
地
域
の
自
然
・

社
会
条
件
な
ど
の
現
地
調
査
を
経
て
、
森
林
セ
ラ
ピ

l
推

20 

進
の
拠
点
と
な
る

「森
林
セ
ラ
ピ

l
基
地
」
(
森
林
医
学

上
の
効
果
が
実
証
さ
れ
、

一
定
の
施
設
な
ど
が
あ
る
)
、

「セ
ラ
ピ

l
ロ
l
ド
」
(
施
設
は
充
分
で
な
い
)
を
審
査

・

認
定
し
て
い
る
。

第

一
期
と
し
て

O
六
年
四
月
に
十
団
体
、

第
二
期
は

O

七
年
三
月
に
十
四
団
体
が

「森
林
セ
ラ
ピ

l
基
地
」「
セ

ラ
ピ
l
ロ
l
ド
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
第
三
期

は
十

一
団
体
が
基
地
候
補
と
し
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、
既

に
生
理
実
験
が
終
了
し
た
。
自
然
・
社
会
条
件
の
審
査
を

経
て
、

O
八
年
春
に
認
定
さ
れ
る
が
、
既
に

「森
林
セ
ラ

ピ
l
基
地
」
の
認
定
を
受
け
、
順
調
に
推
移
し
て
い
る
個

所
を
幾
つ
か
紹
介
す
る
。

2008・1月号昌也減;o

山
形
県
置
賜
郡
=

磐
梯
朝
日
国
立
公
国
内
に
あ
る
美

小

国

町

=

し
い
ブ
ナ
原
生
林
に
囲
ま
れ
た
渓

谷
沿
い
に
森
林
セ
ラ
ピ

l
基
地

「白
い
森
の
国
お
ぐ
に

ブ
ナ
の
森
温
身
平
」
が
あ
る
。
飯
豊

・
朝
日
連
峰
が
南

北
に
展
開
し
、
町
面
積
の
九
五
%
が
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る

落
葉
広
葉
樹
林
。
そ
の
ブ
ナ
の
樹
皮
が
白
い
こ
と
、
そ
し

て
雪
が
深
い
た
め

「白
い
森
の
国」

と
も
称
し
て
い
る
。

O
六
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
大
都
市
圏
の
大
企
業
O
L

を
主
対
象
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
l

「森
林
セ
ラ
ピ
l
実

践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

①
町
立
病
院
に
よ
る
グ
リ
ー

ン
ド
ッ
ク

(森
林
版
人
間
ド
ッ
ク
)
②
セ
ラ
ピ

l
ロ
l
ド

で
の
癒
し
効
果
を
引
き
出
す
森
林
ウ
オ
l
キ
ン
グ
や
セ
ル

フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
森
で
の
呼
吸
法
や
ス
ト
レ
ッ
チ
運

動
の
教
授
③
東
北
地
方
な
ら
で
は
の
マ
タ
ギ
に
よ
る
講
話

④
土
地
の
力
が
宿
る
旬
の
素
材
を
ベ

l
ス
に
し
つ
つ
、
解

毒
効
果
の
あ
る
野
菜
や
ハ

l
ブ
な
ど
を
使
っ
た
料
理
の
提

供
ー
ー
が
あ
り
、
地
域
文
化
を
組
み
込
ん
だ
独
自
性
あ
る



緑の再生と利活用特集

唱b

' 

1Ki中縄県
企国頭村

喝、

.flriψ 

森林セラピー基地

長野県

A上松町
A木島平村
A飯山市

4弘信濃町
ム南箕輪村
A佐久市
A小谷村

k
a
一

一
地
一

一
基

口

一

一
定
定
一

一
認
認
一

一
A
ム
一

A-
se 
J
 

森
林
セ
ラ
ピ

l
メ
ニ
ュ
ー
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。

O
七
年
度
に
開
催
し
た
ツ
ア
ー
は
い
ず
れ
も
定
員
い
っ

ぱ
い
で
好
評
を
得
て
お
り
、
「
森
林
セ
ラ
ピ

l
基
地
」
認

定
を
通
し
て
、
集
客
交
流
層
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

長

野

県

=

「
心
の
ふ
る
さ
と
信
州
い
い
や
ま

1
母
の

飯

山

市

=

森
神
の
森
1
」
は
、

①
鍋
倉
山
麓

一
帯
の

里
山
の
ブ
ナ
美
林
群
と
巨
木
群
を
有
す
る
天
然
林
地
帯

と
、
標
高
千
メ
ー
ト
ル
の
斑
尾
高
原
に
点
在
す
る
湿
原
や

湖
沼
を
結
ぶ
セ
ラ
ピ

l
ロ
l
ド
に
よ
る
「
母
の
森
」

②
平

安
末
期
に
修
験
の
場
で
あ
り
、
日
本
古
来
の
山
岳
信
仰
を

ベ
l
ス
と
し
た
伝
統
と
風
土
が
色
濃
く
残
る
小
菅
神
社
周

辺
の
巨
木
杉
並
木
や
、
北
竜
湖
畔
の
里
山
杉
林
を
含
む

「
神
の
森
」

l
|
の
二
タ
イ
プ
が
あ
り
、
利
用
者
の
体
力
、

趣
向
、
時
間
余
裕
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
。

ガ
イ
ド
や
宿
の
養
成
と
併
せ
、
保
健
士
や
栄
養
士
を
新

た
に
雇
用
し
、
地
元
の
飯
山
日
赤
病
院
と
の
連
携
を
通
じ

た
態
勢
整
備
が
図
ら
れ
る
中
で
、
特
色
あ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
も
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
。
O
六
年
度
に
は
実
質

二
カ
月
で
約
百
四
十
泊
を
受
け
入
れ
る
な
ど
好
評
を
博

し、

O
七
年
に
は
J
A
長
野
厚
生
連
と
連
携
し
た
P
E
T

検
診
と
森
林
セ
ラ
ピ

I
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
食
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

宿
泊
地
・
滞
在
期
間
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
自
由
に
選

択
し
て
組
み
合
わ
せ
、
自
分
だ
け
の
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
る
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

な
ど
、
新
た
な
健
康
志
向
の
集
客
交
流
を
促
進
さ
せ
る
独

創
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

長

野

県

上

水

内

郡

=

野
尻
湖
、
黒
姫
高
原
な
ど
信

信

濃

町

=

越
五
岳
に
固
ま
れ
た
「
信

州
・
信
濃
町
癒
し
の
森
1
森
林
メ
デ
ィ
カ
ル
ト
レ
ー
ナ

ー
と
歩
く
癒
し
の
森
1
」
は
全
国
で
も
、
い
ち
早
く
森
林

セ
ラ
ピ

l
基
地
に
取
り
組
ん
だ
地
域
だ
。

信
越
病
院
の
医
師
や
外
部
専
門
家
と
連
携
、
民
間
の
信

濃
町
森
林
療
法
研
究
会
「
ひ
と
と
き
の
会
」
の
自
主
的
・

主
体
的
な
取
り
組
み
を
軸
に
し
て
、
官
民
協
働
に
よ
る
専

門
性
の
高
い
メ
ニ
ュ
ー
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
的
な
取
り
組
み
は
、
町
独
自
で
「
森
林
メ
デ
ィ
カ

ル
ト
レ
ー
ナ
ー
」
百
五
人
を
認
定
し
て
い
る
点
だ
。
そ
の

担
い
手
た
ち
が
「
ひ
と
と
き
の
会
」
を
組
織
し
て
、
森
で

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
調
和
療
法
、
呼
吸
法
、
芳
香
療
法
、

植
物
療
法
、
作
業
療
法
、
体
験
療
法
、
水
療
法
な
ど
独
自

の
森
林
療
法
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
・
提
供
し
て
い
る
。

町
は

一
定
の
講
習
を
受
け
、
受
け
入
れ
態
勢
基
準
に
満

た
し
た
宿
を
「
癒
し
の
森
の
宿
」
と
し
て
認
定
し
て
い
る

(
現
在
三
十
五
軒
)
。
そ
う
し
た
宿
で
は
、
各
種
ア
ロ
マ
精

油
に
よ
る
芳
香
浴
や
ハ

l
フ
テ
ィ

1
・
薬
草
茶
の
提
供
に

始
ま
り
、
朝
採
れ
野
菜
、
山
菜
・
キ
ノ
コ
、
薬
草
な
ど
郷

土
食
材
を
活
か
し
た
食
事
が
提
供
さ
れ
る
。
ま
た
健
常
者

か
ら
欝
病
な
ど
の
疾
病
者
ま
で
幅
広
い
利
用
者
層
を
対
応

し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
備
え
て
い
る
。

O
七
年
に
は
複
数
の
企
業
や
健
康
保
険
組
合
と
保
養
協

定
の
締
結
が
始
ま
っ
た
。
「
森
林
セ
ラ
ピ

l
」
は
保
健
事

業
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。

(
い
ず
れ

森
林
セ
ラ
ピ

l
は
、
商
標
登
録
さ
れ
た
「
森
林
セ
ラ
ピ

l
R
基
地
」
「
セ
ラ
ピ

l
ロ
1
ド
R
」
と
し
て
審
査
・
認

定
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
主
体
性
・
独
占
性
を
保
護
し
、

か
つ
地
域
固
有
の
資
源
特
性
の
顕
在
化
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
全
国
的
な
見
地
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
化
、
商
品
化
を
目

指
す
取
り
組
み
で
も
あ
る
。

現
在
、
各
地
の
森
林
セ
ラ
ピ

l
基
地
で
は
、
医
学
的
実

験
を
通
し
た
認
定
に
よ
り
、
森
林
セ
ラ
ピ

l
事
業
の
展
開

に
必
要
不
可
欠
な
地
域
の
医
療
・
保
健
機
関
と
の
連
携
が

図
ら
れ
、
ま
た
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
さ
ら
な

る
効
能
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
「
心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
」
に
対
す
る
社
会

的
ニ

l
ズ
の
増
大
に
対
応
す
べ
く
、
休
養
、
運
動
、
栄
養

の
各
領
域
で
の
段
階
的
な
予
防
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と
集
積

を
図
る
こ
と
で
、
森
林
セ
ラ
ピ

l
基
地
、
セ
ラ
ピ

l
ロ
ー

ド
を
「
予
防
の
拠
点
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 「

予
防
の
拠
点
」

※より詳しくは「森林セラピーポータルJ(http://www.forest-therapy.jp)や、「森林セラピーへのいざないJ(国土緑化推進機構)を。

誌記減@2008・1月号21 
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長
野
県
上
松
町
(
セ
ラ
ビ
l
基
地
)I~ 

上
松
町
は
長
野
県
の
南
西
部
に
あ
り
、
人
口
は
約
五
千

七
百
。
町
面
積
の
九

O
%
以
上
が
森
林
だ
。
江
戸
時
代
の

森
林
保
護
政
策
に
よ
り
、
国
内
で
も
稀
有
な
「
天
然
の
木

曽
ひ
の
き
を
中
心
と
し
た
森
林
地
域
」
と
な
っ
た
。
そ
し

て
町
の
西
部
の
国
有
林
の
中
に
、
樹
齢
三
百
年
を
超
え
る

天
然
ヒ
ノ
キ
の
巨
樹
・
巨
木
が
林
立
す
る
「
赤
沢
自
然
休

養
林
」
が
あ
る
。
こ
こ
の
爽
快
感
の
高
い
芳
香
を
伴
う
天

然
ひ
の
き
林
は
、
環
境
省
「
か
お
り
風
景
百
選
」
に
も
認

定
さ
れ
て
い
る
。

赤
沢
は
自
然
休
養
林
と
し
て

一
九
七

O
年
に
開
国
後
、

人
二
年
に
は
森
林
浴
発
祥
の
地
と
な
り
、
森
林
浴
の
森
と

し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、

二
O
O
五
年
に
森
林

総
合
研
究
所
の
生
理
実
験
調
査
が
実
施
さ
れ
、
心
身
の
改

善
効
果
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
赤
沢
は
第

一
期
森
林
セ

ラ
ピ

l
基
地
に
認
定
さ
れ
た
。

赤
沢
の
渓
流
域
に
は
広
葉
樹
も
多
く
、
四
季
を
通
じ
て

草
花
や
紅
葉
な
ど
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
環
境
を
楽
し
め

る
。
そ
の
中
に
、
車
椅
子
で
も
入
る
こ
と
が
で
き
る
バ
リ

ア
フ
リ
l
の
ロ

l
ド
も
含
め
て
、
整
備
水
準
の
高
い
八
つ

の
コ

l
ス
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

町
は
森
林
セ
ラ
ピ

l
協
議
会
を
組
織
し
、
さ
ら
な
る
効

果
の
解
明
を
進
め
る
た
め
、

O
六
年
に
日
本
医
科
大
学
の

上
松
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

根
井
大
輔

• 

調を医 院セ 院唯の 寄あてセ る森の対を協
に楽師森のラ特長 一 推上せりのラここ林向象対力
合しに林協ピに)の進松ら、可ピれと滞上者象を
わむよセカ l森か拠に町れ今能 l らが在がのに得
せ ー るラなド林ら点当のて後性がの判のみ免滞て
た泊健ピしッセ積病た森いのを持実明効ら疫在
運 二 康 l にクラ極院つ林る展証つ験し果れ機型都
動日診ド開」ピ的でてセと開明予結たが、能特会
量 の断ツ始=:なあはラこにす防果 。持 ー に別で
・滞・クす受の協る、ピろもる医は 続カ約実働
運在指はるり提力県木 lだ期も療、 し月五験く
動型導、こお供を立曽事 。待のと森 て後六を
強メを初と医メ得木郡業 がでし林 いも%誘お

度ニ受日は者ニて曽一二二二二二ニー皿ー一一』一一ーーーー致疲
をユけ午でさユい病・・・・・園田恒国・E園田・・・・・しれ
処 ，{!zき企 lそ院置圃圃・聞置圏園田園・・圃たサ
方だ翌にな で (圃圃・園田・躍圃・圃E署曹司圃・・圃園田園| = 
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イ
ド
が
最
適
な
ベ

l
ス
メ
ー
カ
ー
と
し
て
同
行
す
る
。

健
康
診
断
の
メ
ニ
ュ
ー
も
、
血
圧
や
カ
ロ
リ
ー
を
基
に

し
た
健
康
相
談
か
ら
、
血
液
の
分
析
に
よ
る
肝
機
能
や
貧

血
診
断
、
尿
検
査
や
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
な
ど
、
コ
ー

ス
に
よ
っ
て
選
択
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
腹
部
断
面
の

C
T撮
影
も
あ
り
、

メ
タ
ボ
リ
ツ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
に
も
対
応
可
能

だ
。
現
在
は
、
得
ら
れ
た
経
験
や
反
省
を
踏
ま
え
、
来
年

度
に
向
け
た
メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

森
の
お
医
者
さ
ん
は
、
赤
沢
開
園
期
間
中
(
四
月
末
1

眉
4
・

…
十

一
月
初
)
の
毎
週
木
曜
日
午
後
三
時
か
ら

.
大
曲
木
曽
病
院
の
医
師
が
赤
沢
自
然
休
養
林
を
訪

-zL
山
れ
、
健
康
相
談
を
実
施
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
0

.
盟
園

山

基
地
認
定
直
後
か
ら
開
始
し
、

O
六
年
は

胃個

園

二

干
四
回
、
延
べ
百
人
の
利
用
が
あ
っ
た
0

・
圃
・

…
O
七
年
度
も
毎
週
木
曜
日
だ
が
、
医
師
の
い

-
E聞
手
な
い
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
地
元
の

-
E圃
散

…

-
圃
圃
耕

一
保
健
師
さ
ん
に
詰
め
て
も
ら
い
、
無
料
健
康

圃

圏

刊

一
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。
O
七
年
度
は
全
体

岡
山
匙
雌

…
で
約
二
百
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

---E沢
一

・
・
・
?
こ
れ
ら
の
森
林
の
改
善
効
果
は
、
町
の
住

民
に
も
恩
恵
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
松
町
は
、
平
日

も
上
松
駅
と
赤
沢
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
を
運
行

し
、
地
元
保
健
師
や
教
育
委
員
会
も
、
町
民
向
き
の
赤
沢

の
散
策
を
活
用
し
た
健
康
増
進
事
業
を
検
討
・
試
行
し
て

い
る
。

森
林
セ
ラ
ピ

l
の
基
地
認
定
や
森
林
滞
在
の
効
果
が
報

じ
ら
れ
森
林
浴
の
利
用
者
が
増
え
る
な
ど
、
経
済
的
効
果

も
徐
々
に
現
れ
始
め
て
い
る
。
上
松
町
は
今
後
も
森
林
セ

ラ
ピ

l
を
軸
に
し
た
地
域
振
興
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

2008・1月号~誕誕誕~



木材を活かしたデザインの岐阜県立森林文化アカデミーの校舎=p42 

信濃町のロードでノルデイ yク

ウオークをする女性=p20 

木造建築の基礎を学ぶことは重要だ=p42 



多摩川源流減で森林の手入れ
に汗を流すボランティアたち

= p17 

緑がないといわれる大阪府だが、

実はこんな立派な樹林がある

(三草山)= p10 

和泉葛城山のブナ林=p10 





キリンビールの植林活動
= p40 

口ーゾンが花の種とともに配布している=p38 

植樹祭は、どこで開催しでも多数の人々が集まる (07年6月、苫小牧市)= p8 

キリンビール福岡工場前の花園=p40 



赤沢の渓流沿いでは紅葉も楽しめる=p22 

都市部では、花と組み合わせた緑化がいい (三島市のみどりまつり)= p12 

上松町赤沢でのセラピーのメニューに組み込まれている医学アドバイス

= p22 



一面がセダムの屋上緑化。効果は?美しいかつ=p32 

世田谷区の住宅地にあ
る緑地「こもれびの庭j

= p14 

東京 ・世田谷区成城の「みつ;也緑地」の保全に取り組むボランティアたち=p14 

屋上緑化の研究で寺社と和風庭園を組み合わせてみた合成写真=p32 
(原図作成 ・田中健)



会場では「カニの甲羅積みj大会も
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北
海
道

網走市

流氷観光では、氷を割って進む流氷観光
砕氷船「おーろ らjが大人気。デッキに
立つと厳しい寒さやロマンを体験できる

夏でも本物の流氷が農示されー1Stの世界を
味わえる「オホーツク流氷鎗j

北方地域に暮らす

人々の文化をテー
マ別に展示した
「北方民族博物館j

北の大自然を満喫でき
1 海道網走市は世一B白ι阿悶可

産.農業資源に恵まれた街であると

ともに、網走固定公園の観光資源と文化財を

活用した観光都市だ。

春は、網走湖沿いにミズバショウの大群落

が広がり、ラムサール条約登録湿地に認定さ

れている濠沸湖畔にはヒオウギアヤメの群落

の中に馬が放牧されている。

夏は、オホーツク海沿岸の原生花園に可憐

な花々が咲き乱れる。澄みきっ た気候の中、

名勝・天都山展望台やオホーツク海に突き出

た能取岬からは、知床連山やオホーツケ海の

壮大な景色を一望できる。

秋の能取湖畔では、サンゴ草の大群落カf真

っ赤なじゅうたんのようにな

る。農村部ではヒマワリ、キ

ガラシが一面黄色の花で畑を

埋め尽くし、農村景観に彩り

を加えている。

冬は、白鳥の群れが飛来し、

水平線の彼方に白くきらめく

氷はやがて海岸にたど

りっき、一夜にしてオ

ホーツクの海を白銀の

氷原に変貌させる。

能取湖畔サンコ草郡落

~些溺~ 20凹 1月号 30 



城山公園の整備について

市内全域博物館の中に

大セントラルパークが
中村時広松山市長

松
山
市
は
愛
媛
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、
霊

峰
石
鎚
山
を
擁
す
る
四
国
山
地
を
背
景
に
瀬
戸

い
で

ゆ

内
海
を
臨
む
、
出
湯
と
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

都
市
で
あ
り
、
松
山
の
名
は
、

一
六
O
二

(慶

長
七
)
年
、
加
藤
嘉
明
が
築
城
し
た
「
松
山
城
」

に
由
来
し
て
い
ま
す
。

一
八
八
九
(
明
治
二
十
二
)
年
の
市
制
の
施

行
以
来
、
松
山
市
は
県
都
と
し
て
政
治
・
経
済

の
中
心
都
市
と
な
り
、
俳
人
正
岡
子
規
を
は
じ

め
多
く
の
文
人
を
排
出
す
る
な
ど
地
方
文
化
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
の
急
速
な
地
方
分
権
の
進
展
を
背
景

に
、
全
国
各
地
で
は
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
が

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
松
山
市
は
二
O
O五

年

一
月
に
近
隣
の
北
条
市
、
中
島
町
と
合
併
し
、

四
国
初
の
五
十
万
人
を
超
え
る
都
市
と
な
り
ま

し
た
。そ
の
よ
う
な
中
、
私
は
市
長
就
任
以
来
、
道

後
温
泉
や
坊
ち
ゃ
ん
の
み
な
ら
ず
青
年
期
に
出

逢
っ
た
司
馬
遼
太
郎
氏
の
魅
力
的
な
小
説

『坂

の
上
の
雲
』
を
「
な
ん
と
か
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
類
例
の
な
い
小
説
を
軸
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
「
「坂
の
上
の
雲
」

を
め
ざ
し
て
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
市

民

一
人
ひ
と
り
が
松
山
に
誇
り
を
持
ち
、
自
主

的
に
夢
や
目
標
を
抱
い
て
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
努
力
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
ん
な
市
民
が
住

む
ま
ち
は
、
ど
こ
よ
り
も
輝
き
を
持
っ
た
素
晴

ら
し
い
ま
ち
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
目
に
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
方

法
と
し
て
進
め
て
お
り
ま
す
の
が
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
構
想
で
あ
り
、
松
山
城
の
周

辺
市
街
地
を
エ
リ
ア
と
す
る
セ
ン
タ
ー
ゾ
l
ン

と
、
古
い
歴
史
を
持
つ
道
後
祖
泉
や
三
津
浜
な

ど
六
つ
の
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
ゾ
l
ン
を
結
び
、
小
説

ゆ
か
り
の
地
を
含
む
地
域
資
源
を
サ
テ
ラ
イ
ト

と
し
て
構
築
し
、
市
内
全
域
を
屋
根
の
な
い

一

つ
の
博
物
館
と
し
て
捉
え
た
、
物
語
性
の
あ
る

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

子
規
や
秋
山
好
古
(
陸
軍
大
将
)
、
真
之

(
海
軍
中
将
)
の
兄
弟
が
生
ま
れ
育
っ
た
松
山

に
は
、
松
山
城
を
は
じ
め
小
説
に
登
場
し
た
場

所
や
ゆ
か
り
の
場
所
が
今
も
数
多
く
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
、

一
つ
ひ
と
つ
が
ま
ち
の
財
産

で
あ
り
、
か
つ
展
示
物
と
考
え
れ
ば
、
ま
ち
全

体
を
博
物
館
と
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
市
内
各
地
に
残
る
小
説
に
ま
つ
わ
る
財
産

を
発
掘
し
、
再
評
価
し
て
、
公
共
交
通
を
使
っ

て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
行
け
ば
、
ま
ち
の
潜
在
的

魅
力
を
利
用
し
た
市
域
の
活
性
化
や
観
光
振
興

が
具
現
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

二
十

一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

の
セ
ン
タ
ー
ゾ
l
ン
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た

松
山
城
は
、
天
守
な
ど
二
十

一
棟
も
の
重
要
文

化
財
建
造
物
を
有
し
て
お
り
、
姫
路
城
と
な
ら

び
本
丸

・
二
之
丸
・

三
之
丸
が
ほ
ぼ
完
全
な
形

で
残
さ
れ
た
我
が
国
屈
指
の
連
立
式
平
山
城
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
雄
姿
を
誇
る
松
山
城

も、

一
夜
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
不
慮
の
焼
失
に
際
し
て
祖
先
達
が
熱
意
を

持
っ
て
立
ち
上
が
り
、
長
期
に
わ
た
る
復
興
事

業
を
成
し
遂
げ
、
現
在
、
近
世
城
郭
の
中
で
最

も
新
し
い
天
守
を
持
つ
城
と
し
て
、
そ
の
威
容

が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
松
山
市
戦
災
復
興
を

機
に
二
之
丸
や
三
之
丸
地
区
(
通
称
堀
之
内
)

に
つ
い
て
は
、
学
校
施
設
や

一
九
五
三
年
の
第

八
回
国
民
体
育
大
会
の
会
場
と
な
る
な
ど
運
動

や
文
化
施
設
が
設
置
さ
れ
、
市
民
の
総
合
公
園

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

施
設
の
移
転
や
解
体
撤
去
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
跡
地
に
は
松
山
固
有
の
景
観
を
醸
し
出
す

広
大
な
空
間
が
出
現
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
こ

れ
を
契
機
と
捉
え
、
城
下
町
と
し
て
発
展
し
て

き
た
松
山
城
跡
の
保
存

・
保
護
と
中
心
市
街
地

の
都
市
整
備
と
の
調
和
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
参
画
や
市
民
の
寄
附
に
よ
る
公
園
づ
く
り
を

進
め
な
が
ら
、
変
わ
ら
ぬ
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
緑
豊
か
で
広
大
な
歴
史
空
間
の
中
で
市

民
が
集
い
、
憩
え
る
こ
と
の
で
き
る
松
山
版
セ

ン
ト
ラ
ル
パ

l
ク
を
目
指
し
て
、
城
山
公
園
三

之
丸
地
区
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
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緑
の
再
生
と
利
活
用

[
屋
上
緑
化
]

32 2008・1月号

京
都
府
立
大
学
人
間
環
境
学
部
教
援

下
村

地主事~

い
。ヒ
そ l
のト
現ア
状イ
z フ
概ン
観ド
し現

課素
題策

員三
題手
点段
をと
明し
りて
ぞ期
い待
すを

き集
‘"" 主モ
ー』 ι、
よる
q屋
-上z緑
去化

言宗
ベ 聞
き 題
姿点
を も
探 d)

P五
れる

二
O
O
七
年
八
月
十
六
日
、
埼
玉
県
熊
谷
市
と
岐
阜
県

多
治
見
市
で
最
高
気
温
が
四

0
・
九
度
を
記
録
し
、
七
十

四
年
ぶ
り
に
観
測
記
録
を
塗
り
替
え
た
。
筆
者
の
住
む
京

都
市
内
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
蒸
し
暑
き
の
中
で
五
山

の
送
り
火
が
夜
空
を
彩
っ
た
。

地
球
温
暖
化
と
ヒ

l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
進
行
は
都

市
住
民
の
生
活
を
不
快
か
つ
困
難
に
陥
れ
、
そ
の
対
策
が

望
ま
れ
て
い
る
。
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
は
、
都
市
の
大

部
分
を
占
め
る
ビ
ル
や
道
路
な
ど
の
無
機
的
構
造
物
が
太

陽
熱
を
蓄
え
る
こ
と
が

一
要
因
と
さ
れ
て
お
り
、
緑
陰
に

よ
る
断
熱
や
蒸
散
作
用
の
潜
熱
消
費
に
よ
っ
て
温
熱
環
境

を
緩
和
で
き
る
都
市
緑
化
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
都
市
に
緑
を
持
ち
込
む
ス
ペ
ー
ス
は
残
さ
れ

て
い
な
い
。
蓄
熱
体
で
あ
る
ビ
ル
を
、
緑
で
直
接
覆
う
壁

面
緑
化
や
屋
上
緑
化
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
、
多
く
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
屋
上
緑
化
に
は
、

様
々
な
課
題
と
問
題
点
が
山
積
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

屋
上
緑
化
に
は
温
熱
環
境
の
緩
和
な
ど
環
境
調
節
の
他

に、

景
観
形
成
、

生
態
系
の
創
出
、
そ
し
て
安
ら
ぎ
ゃ
憩

い
の
空
間
の
創
出
な
ど
多
様
な
側
面
が
見
出
せ
る
。

屋
上
緑
化
に
最
も
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、

屋
上
を
覆

う
植
物
と
植
栽
基
盤
に
よ
っ
て
太
陽
の
熱
放
射
を
遮
断

し、

屋
上
床
面
か
ら
下
の
部
屋

へ
の
熱
伝
導
を
防
ぐ
、
い
わ

ゆ
る
断
熱
効
果
だ
。
さ
ら
に
、

屋
上
に
あ
る
植
物
が
作
る

緑
陰
が
太
陽
の
熱
放
射
を
遮
り
、
植
物
に
よ
る
蒸
散
と
植

栽
基
盤
か
ら
の
水
分
蒸
発
が
太
陽
熱
を
潜
熱
と
し
て
利
用

す
る
た
め
、

屋
上
の
熱
環
境
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

屋
上
緑
化
に
よ
る
断
熱
効
果
は
、

屋
上
直
下
の
室
内
で

の
冷
房
用
電
力
消
費
量
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

分
か
り
ゃ
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る

(梅
干
野、

一
九
九
八

年
。
左
ベ
l
ジ
図
1
参
照
)。

断
熱
材
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
古
い
タ
イ
プ
で
は
、

室

温
二
十
七
度
に
設
定
し
た
場
合
、

一
時
間
に
六
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
電
力
を
消
費
す
る
が
、

三
セ
ン
チ
厚
の
断
熱
材
を
施

し
た
屋
上

(外
断
熱
)
下
の
部
屋
で
は
、

二
キ
ロ
ワ

ッ
ト

弱
に
抑
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
屋
上
に
二
0
セ

ン
チ
厚
の
土
壌
に
芝
を
植
え
た
「
植
栽
基
盤
」
を
設
置
し

• 
孝

て
屋
上
緑
化
を
施
す
と
、
消
費
電
力
は

一
・
三
キ
ロ
ワ

ッ

ト
に
減
少
し
、
そ
の
値
は
外
断
熱
の
有
無
に
か
か
わ
ら
な

い
。
す
な
わ
ち
、
外
断
熱
の
施
さ
れ
て
い
な
い
古
い
タ
イ

プ
の
ピ
ル
で
も
、

屋
上
緑
化
が
効
果
を
発
揮
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

建
築
環
境
工
学
か
ら
の
鋭
い
指
摘

左
ベ
l
ジ
図
1
に
示
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

は、

屋
上
緑
化
と
し
て
二
0
セ
ン
チ
厚
の
基
醗
に
植
え
た

芝
を
前
提
と
し
て
い
る
。
外
断
熱
の
な
い
屋
上
に
設
置
す

る
と
三
セ
ン
チ
厚
の
外
断
熱
の
あ
る
屋
上
よ
り
も
省
エ
ネ

効
果
が
大
と
な
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

二
0

セ
ン
チ
の
土
壌
は

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
三
百
二
十

キ
ロ
の
大
き
な
重
力
負
荷
を
伴
う
。
一

般
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

ピ
ル
の
屋
上
に
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
積
載
荷
重
だ
。

ま
た
、
芝
を
生
育
さ
せ
る
た
め
に
は
継
続
的
な
瀧
水
や

刈
り
込
み
の
管
理
が
必
要
と
な
る
。
断
熱
効
果
の
み
を
想

定
し
た
場
合
、
果
た
し
て
緑
化
が
必
要
な
の
か
と
い
う
疑

問
が
生
じ
て
当
然
だ
。

少
し
古
い
こ
と
に
な
る
が
、

『最
新
建
築
環
境
工
学
」

の
著
者
と
し
て
名
高
い
東
海
大
学
の
田
中
俊
六
教
授

(当

時
、
現
名
誉
教
授
)
か
ら
、
建
築
学
の
見
地
に
立
っ
た
屋
上
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緑
化
に
対
す
る
疑
問
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
(
二
O
O
一
年
)
。

論
点
は
、
屋
上
緑
化
に
よ
る
断
熱
効
率
(
断
熱
性
能
・

コ
ス
ト
)
に
始
ま
り
、
過
酷
な
条
件
と
な
る
屋
上
で
の
植

物
の
維
持
管
理
技
術
と
費
用
、
植
物
の
根
に
よ
る
防
水
層

貫
通
や
積
載
荷
重
な
ど
緑
化
基
盤
の
構
造
上
の
問
題
、
緑

化
基
盤
へ
の
瀧
水
用
水
の
供
給
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
セ
ダ

ム
や
コ
ケ
に
よ
る
緑
化
で
の
景
観
や
、
外
来
種
導
入
の
問

題
な
ど
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

冷
暖
房
を
必
要
と
す
る
日
本
の
住
環
境
で
は
、
将
来
的

に
は
高
断
熱
・
高
気
密
の
省
エ
ネ
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る

と
の
視
点
か
ら
、
そ
の
時
点
で
の
屋
上
緑
化
の
課
題
・
問

題
点
を
的
確
に
突
い
て
お
り
、
当
然
の
指
摘
と
い
え
た
。

対
す
る
屋
上
緑
化
推
進
側
か
ら
も
、
和
歌
山
大
学
の
山

断熱処理の有無と屋上緑化の効果(梅干野の原図を改変)

O 
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図1

田
宏
之
助
教
授
(
現
、
准
教
授
)
が
反
論
に
立
っ
た
。
山

田
は
ま
ず
、
屋
上
緑
化
基
盤
の
断
熱
効
率
が
外
断
熱
や
酸

化
チ
タ
ン
な
ど
の
反
射
資
材
に
劣
る
こ
と
は
な
い
と
正
面

か
ら
反
論
す
る
と
と
も
に
、
屋
上
緑
化
の
効
用
の
多
面
性

に
も
言
及
し
、
屋
上
緑
化
の
意
義
を
押
し
出
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
記
述
に
そ
れ
が
見
え
る
。

「
屋
上
緑
化
が
単
な
る
断
熱
装
置
で
は
な
く
、
屋
上
が

・:
屋
根
と
違
う
の
は
、
人
の
利
用
を
想
定
し
て
い
る
点

に
あ
る
」
「
屋
上
緑
化
の
・
:
本
当
の
目
的
は
都
市
化
に

よ
り
失
わ
れ
た
自
然
地
表
面
の
再
生
で
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
屋
上
を
人
間
に
と
っ
て
快
適
な
利
用
空
間
に
変

え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
」
(
山
田
、

二
O
O
一
年
)
。

筆
者
も
、
緑
化
さ
れ
た
屋
上
が
、
単
な
る
断
熱
装
置
で

は
な
く
、
緑
の
少
な
い
都
市
に
創
出
さ
れ
た
緑
の
空
間
と

し
て
利
活
用
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
の
屋
上
緑
化
推

進
の
原
動
力
に
な
り
得
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
山
田
の
反
論
は
抽
象
論
に
留
ま
っ
て
い
た
た

め
、
論
争
の
結
末
は
そ
の
後
の
流
れ
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

水
を
含
ん
だ
土
の
重
さ
は

こ
の
論
争
に
先
立
つ

O
一
年
三
月
、
東
京
都
が
「
東
京

に
お
け
る
自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
」
に
屋
上

緑
化
義
務
化
を
盛
り
込
ん
で
改
正
施
行
し
た
。
論
争
の
き

っ
か
け
に
な
っ
た
田
中
の
論
考
は
九
月
に
出
さ
れ
、
山
田

の
反
論
は
十
月
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
兵
庫
県
、
仙
台
市
が
続
き
、

O
六
年
に
は
熱

帯
夜
日
数
減
少
を
掲
げ
て
大
阪
府
が
、

O
七
年
に
は
京
都

府
が
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
屋
上
緑
化

の
義
務
化
に
踏
み
切
っ
た
。
O
四
年
の
浜
松
花
博
や

O
五

年
の
愛
知
万
博
で
も
、
屋
上
緑
化
を
施
し
た
パ
ピ
リ
オ
ン

が
人
々
の
目
を
引
い
た
。
年
月
を
経
て
、
屋
上
緑
化
へ
の

人
々
の
関
心
は
依
然
と
し
て
高
く
、
新
た
に
施
行
さ
れ
る

屋
上
緑
化
施
行
面
積
は
急
速
に
増
加
を
続
け
て
い
る
。

そ
の
中
で
、

屋
上
緑
化
を
め
ぐ
る
情
勢
に
も
幾
つ
か
の

目
立
っ
た
変
化
が
見
え
る
。
田
中
が
指
摘
し
た
項
目
の
中

か
ら
主
要
な
論
点
に
絞
っ
て
以
下
に
整
理
し
て
み
る
。

屋
上
の
積
載
荷
重
…

建
築
基
準
法
は
、
建
築
物
の
敷

と
栽
培
シ
ス
テ
ム
…

地
、
設
備
、
構
造
、
用
途
に
つ

い
て
最
低
基
準
を
定
め
た
法
律
だ
。
近
年
の
構
造
計
算
書

偽
装
問
題
を
契
機
に
改
正
さ
れ

O
七
年
に
施
行
さ
れ
た
。

建
築
基
準
法
の
運
用
を
具
体
的
に
定
め
た
省
令
に
建
築
基

準
法
施
行
令
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
ビ
ル
の
床
が
耐
え
る
べ

き
荷
重
(
積
載
荷
重
)
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

屋
上
の
床
の
積
載
荷
重
は
建
築
物
の
床
の
構
造
(
部
位
)

に
よ
り
異
な
り
、
床
計
算
用
、
大
梁
柱
計
算
用
な
ど
の
数

値
が
あ
っ
て
、
地
震
力
計
算
用
に
は
最
も
小
さ
な
数
値
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
値
は
ビ
ル
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

一
般
的

な
事
務
所
ビ
ル
で
は
、
地
震
力
計
算
用
の
積
載
荷
重
は

一

平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
六
十
キ
ロ
以
上
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、

一
般
的
な
事
務
所
ピ
ル
建
設
に
当
た
っ
て

は
概
ね
、
こ
の
基
準
を
ク
リ
ア
ー
す
る
最
低
の
基
準
で
施

工
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、

屋
上
全
面
に
荷
重
を
か
け

る
場
合
は
、
六
十
キ
ロ
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
よ
う
な
既
存
ビ
ル
の
屋
上
を
緑
化
し
て
、
太
陽
熱
の
遮

断
を
目
的
と
す
る
場
合
、
緑
化
面
積
を
広
く
取
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
、
六
十
キ
ロ
は
大
き
な
制
限
要
因
と
な
る
。

で
は
、

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
六

0
キ
ロ
と
は
ど
ん

な
数
字
な
の
だ
ろ
う
か
。
緑
化
を
前
提
に
考
え
て
み
る
。

植
物
を
植
栽
す
る
土
壌
は
、
植
物
が
生
育
で
き
る
最
低

限
の
水
分
を
含
ん
だ
状
態
で
、
比
重
が

一
・
六
前
後
の
値

を
示
す
。
植
物
が
生
育
で
き
る
土
壌
は
芝
の
よ
う
な
根
の

迎劫~ω2008・1月号33 
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細
く
短
い
植
物
で
も
厚
さ
五
セ
ン
チ
以
上
は
必
要
だ
。
こ

の
よ
う
な
土
壌
で
も
、

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
荷
重

は
八
十
キ
ロ
と
な
り
、
既
に
屋
上
の
地
震
荷
重
を
二
十
キ

ロ
超
過
し
て
し
ま
う
。
も
と
も
と
、

一
般
的
な
ピ
ル
の
屋

上
は
、
緑
化
基
盤
な
ど
の
大
き
な
荷
重
を
加
え
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
積
載
荷
重
ギ
リ
ギ

リ
で
設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
万
全
の
屋

上
緑
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
当
初
か
ら
十
分
な
積
載

荷
重
に
耐
え
る
設
計
を
施
す
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
耐
震
偽
装
事

件
は
、
ビ
ル
建
築
に
係
る
耐
震
の
た
め
の
コ
ス
ト
を
軽
減

し
た
い
と
す
る
施
主
の
思
い
に
「
つ
け
込
ん
だ
」
設
計
・

ー司砂・ セダム主体

--{壬ーその他
革本主体

--1ト低木主体

ーく〉ー芝生主体

~ー コケ主体

ー<>・複合

-団 ・・ 不明

植栽の種類変化(国交省提供データから作成)
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施
工
側
の
対
応
だ
っ
た
。
「
屋
上
を
緑
化
し
な
け
れ
ば
:
・

し
た
い
」
と
い
う
施
主
に
と
っ
て
、
構
造
上
の
コ
ス
ト
は

大
き
な
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
既
存
の
ビ
ル
に
屋
上
緑
化

を
導
入
し
た
い
と
い
う
ピ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
も
積

載
荷
重
は
大
き
な
障
害
だ
。

地
震
計
算
用
の
積
載
荷
重
が
六
十
キ
ロ
の
屋
上
で
は
、

単
位
当
た
り
の
床
材
全
面
に
か
か
る
荷
重
百
八
十
キ
ロ
と

大
梁
や
柱
に
周
辺
の
床
材
か
ら
か
か
る
荷
重
と
し
て
百
二

十
キ
ロ
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
屋
上

を
例
に
と
る
と
、
ト
ー
タ
ル
六
千
キ
ロ
の
積
載
荷
重
が
上

限
だ
が
、
い
ず
れ
の
部
位
も
六
十
キ
ロ
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
荷
重
の
低
い
部
分
を
設
け

て
六
千
キ
ロ
内
で
融
通
を
図
れ
ば
、
局
在
的
に
は
百
人
十

キ
ロ
の
荷
重
が
許
さ
れ
る
。

し
か
し
、
東
京
都
の
義
務
化
以
降
、
屋
上
緑
化
に
関
わ

っ
て
き
た
人
た
ち
の
問
で
は
、
こ
の
事
実
が
充
分
に
理
解

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
乾

燥
に
強
い
植
物
と
し
て
セ
ダ
ム
や
コ
ケ
を
用
い
、

一
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
重
量
を
六
十
キ
ロ
以
下
に
抑
え
た
屋

上
緑
化
シ
ス
テ
ム
が
脚
光
を
浴
び
た
側
面
が
あ
る
。

セ
ダ
ム
、
コ
ケ
…

セ
ダ
ム
は
ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
科
の
セ
ダ

緑
化
の
意
味
…

ム
属
の
植
物
に
対
す
る
総
称
だ
。
多

汁
質
の
多
肉
植
物
で
あ
り
、
乾
燥
に
強
い
た
め
、
屋
上
緑
化

先
進
国
の
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
こ
数
十
年
ほ
ど
の
聞
に
、
無

管
理
の
屋
根
緑
化
材
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
。

わ
が
国
に
も
自
生
種
が
あ
る
が
、
技
術
と
共
に
輸
入
さ
れ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
の
も
の
が
屋
上
緑
化
で
は
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
多
様
な
形
状
と
色
彩
に
、
田
中
が
日
本
人
の
好

み
に
合
う
の
か
と
疑
問
を
呈
し
た
の
は
自
然
な
こ
と
だ
。

こ
の
セ
ダ
ム
類
は
、
乾
燥
に
耐
え
る
た
め
の
特
殊
な
シ

ス
テ
ム
を
内
蔵
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
中
は
気
孔
を
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閉
じ
て
水
分
の
流
出
を
防
ぎ
、
夜
に
な
る
と
気
孔
を
開
け

て
光
合
成
に
必
要
な

C
0
2を
取
り
込
み
有
機
酸
に
合
成

し
て
蓄
え
、
昼
間
に
分
解
し
て
細
胞
内
に
放
出
し
て
光
合

成
の
材
料
と
し
て
利
用
す
る
。

こ
の
方
法
は
、
蓄
え
ら
れ
る
有
機
酸
の
英
名
略
号
か
ら

C
A
M
型
の
光
合
成
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
セ
ダ
ム
類
が
、
少
な
く
と
も
気
温
が
二
十
五
度
を
超

え
る
乾
燥
し
た
日
中
に
は
気
孔
を
閉
じ
る
こ
と
は

一
九
七

0
年
代
の
半
ば
過
ぎ
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
セ
ダ

ム
類
を
用
い
た
屋
上
緑
化
が
流
行
す
る
前
後
か
ら
、
研
究

者
の
問
で
、
こ
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
学
界
に

も
セ
ダ
ム
利
用
を
推
奨
す
る
動
き
が
あ
り
、
歯
止
め
は
掛

か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

O
四
年
七
月
五
日
付
の
読
売

新
聞
関
西
版
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
た
「
ヒ

l
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

対
策
屋
上
緑
化
人
気
の
植
物

『セ
ダ
ム
」
効
果
薄
い
」

と
い
う
記
事
が
動
き
を
止
め
た
。

東
京
都
環
境
科
学
研
究
所
が
セ
ダ
ム
の
蒸
散
量
が
芝
に

比
べ
て
も
極
端
に
劣
る
こ
と
を
報
じ
、
さ
ら
に
屋
上
緑
化

に
は
セ
ダ
ム
以
外
の
植
物
を
使
う
よ
う
指
導
す
る
と
の
東

京
都
緑
化
担
当
者
の
発
言
も
伝
え
ら
れ
た
。

一
時
の
セ
ダ
ム
万
能
の
風
潮
は
収
ま
っ
た
か
に
見
え
る

が
、
施
行
面
積
は
漸
増
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
(
上
図
2

参
照
)
。
そ
し
て
セ
ダ
ム
に
代
わ
っ
て
、
乾
燥
に
強
い
が

日
中
に
蒸
散
も
行
う
軽
量
緑
化
用
の
植
物
と
し
て
、
コ
ケ

を
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
流
行
の
機
運
を
見
せ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
適
材
適
所
で
あ
り
、
屋
上
の
厳
し
い
環
境

条
件
下
で
緑
化
を
実
現
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
や
技
術
の

開
発
は
多
面
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
セ
ダ
ム
を
必

要
と
す
る
緑
化
現
場
も
あ
り
、
コ
ケ
の
利
用
が
有
効
な
場

合
も
あ
る
の
で
、
全
否
定
す
る
必
要
は
な
い
が
、
セ
ダ
ム
、

コ
ケ
が

一
面
を
覆
う
屋
上
空
間
に
は
不
自
然
さ
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
素
直
な
思
い
だ
。

2008・1月号~誠誕拠。
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花
と
の
組
み
合
わ
せ
で

と
こ
ろ
で
、
上
に
見
た
山
田
の
反
論
の
中
に
あ
る
「
屋

上
緑
化
の
・
:
本
当
の
目
的
は
都
市
化
に
よ
り
失
わ
れ
た
自

然
地
表
面
の
再
生
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
屋
上
を
人
間

に
と
っ
て
快
適
な
利
用
空
間
に
変
え
る
こ
と
な
の
で
あ

る
」
を
活
か
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
の
た
め

に
は
、
や
は
り
多
様
な
花
と
緑
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
緑

の
空
間
を
作
り
出
す
こ
と
に
優
る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
。

既
に
屋
上
緑
化
の
景
観
評
価
や
心
理
評
価
の
実
験
に
よ

り
、
緑
化
さ
れ
た
屋
上
の
緑
は
、
視
界
に
占
め
る
面
積
が

多
い
と
安
ら
ぎ
ゃ
快
適
性
を
向
上
さ
せ
、
植
物
の
種
類
が

多
い
多
様
な
植
栽
ほ
ど
評
価
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
(
阿
部
ら
、

O
一
年
。
長
岡
ら
、

O
三
年
)。

「
好
ま
し
い
」
「
安
ら
ぎ
が
あ
る
」
「
居
心
地
が
よ
い
」
な

ど
の
評
価
で
は
、
セ
ダ
ム

一
面
の
屋
上
は
植
栽
の
無
い
屋

上
よ
り
劣
る
と
い
う
実
験
結
果
も
あ
る

(長
岡
ら
、

O
三

年
)
。
自
然
の
失
わ
れ
た
都
市
の
中
に
あ
っ
て
、

「空
中
」

に
憩
い
と
安
ら
ぎ
の
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
こ

そ
、
建
築
環
境
工
学
か
ら
の
疑
問
に
応
え
て
、

屋
上
緑
化

の
真
価
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
周
囲
と
の
調
和
」
を
大
切
に

都
市
の
夏
は
地
上
の
み
な
ら
ず
、

屋
上
も
酷
暑
の
空
間

と
す
る
。
芝
や
セ
ダ
ム
あ
る
い
は
多
様
な
植
栽
が
施
さ
れ

て
い
て
も
、

真
昼
の
屋
上
は
地
上
以
上
に
敬
遠
す
べ
き
空

間
だ
。
緑
陰
を
提
供
で
き
る
高
木
の
植
栽
は
、
上
に
見
た

積
載
荷
重
の
制
限
や
風
に
よ
る
倒
伏
の
危
険
性
か
ら
困
難

大阪球場の跡地みなみ「なんばパークJの屋上緑化

パーゴラが設けられた屋上 (京都市の特別養護老人ホーム紫野)

な
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
緑
陰
が
提
供
で
き
れ
ば
、
見

晴
ら
し
が
良
く
風
の
通
る
屋
上
は
過
ご
し
ゃ
す
い
緑
の
空

間
に

一
転
す
る
は
ず
だ
。

私
達
の
研
究
室
で
は
、

屋
上
に
あ
る
フ
ジ
と
キ
l
ウ
イ

で
覆
わ
れ
た
パ

l
ゴ
ラ
と
芝
の
広
場
、
そ
し
て
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
舗
装
地
で
、
温
熱
環
境
要
素

(
温
度
、
湿
度
、
日

射
量
な
ど
)
の
測
定
や
被
験
者
に
よ
る
温
冷
感
や
熱
的
快

適
感
の
申
告
実
験
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
パ

l
ゴ
ラ
の
下
で
は
、

夏
季
に
太
陽
の
日

射
が
遮
ら
れ
、

気
温
や
体
感
温
度
に
近
い
値
を
示
す
グ
ロ

ー
ブ
温
度
が
他
の
二
地
点
よ
り
低
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

夏
季
で
も
不
快
を
訴
え
る
申
告
は
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
ず
、

快
適
な
空
間
と
な
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た

(村
上
・
下
村
、

O
七
年
)
。

京
都
府
が
屋
上
緑
化
義
務
化
に
向
け
て
動
き
出
し
た

頃
、
私
達
の
研
究
室
で
は
、
古
い
町
並
み
の
残
る
京
都
で
、

ど
の
よ
う
な
屋
上
緑
化
が
望
ま
し
い
の
か
を
考
え
て
み

た
。
そ
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
芝
、
和
風
植
栽
、

洋
風

植
栽
の
四
通
り
の
屋
上
緑
化
の
背
景
に
、
町
中
の
風
景
、

鴨
川
を
挟
む
東
山
、
西
陣
の
町
家
、

寺
社
の
境
内
な
ど
を

置
い
て
被
験
者
実
験
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の

景
観
を
背
景
と
し
て
も
、
和
風
植
栽
を
施
し
た
屋
上
が
最

も
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
(
田
中

・

下
村
、
未
発
表
)
。
京
都
の
大
学
生
を
被
験
者
に
し
た
こ

と
が
影
響
し
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
、

今
後
詳
細
な

検
討
が
必
要
だ
が
、
こ
の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
屋
上
緑

化
の
在
り
方
へ
の
重
要
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

屋
上
緑
化
は
、

単
な
る
断
熱
装
置
と
し
て
で
は
な
く
、

そ
の
都
市
に
住
ま
う
人
々
が
背
負
う、

歴
史
や
文
化
そ
し

て
風
土
さ
ら
に
は
景
観
な
ど
も
考
慮
し
て
設
計
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(

文
中
、
敬
称
略
)
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岡
国
間
問
問

長
野
県
飯
田
市
(
学
校
付
属
林
)

『
学
習
の

.... 
と
し

τ確
保

飯
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

-
城
下
一
弘

里
山
は
、
人
が
入
る
こ
と
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
き
た
。
だ
か
ら
雑
木
の
経
済
的
価
値
が
殆
ど
な
く
な
り
、
人
が

入
る
こ
と
が
少
な
く
な
れ
ば
、
荒
廃
す
る
一
方
に
な
る
。
し
か
し
、
里
山
は
人
と
自
然
の
共
生
が
実
践
さ
れ
て
き

た
場
で
あ
り
、
多
様
な
生
態
系
が
形
成
さ
れ
て
い
る
点
で
も
貴
重
だ
。
そ
こ
で
自
治
体
が
長
期
契
約
で
借
り
上
げ

る
な
ど
し
て
、
学
校
の
学
友
林
(
付
属
林
)
と
し
て
整
備
、
総
合
学
習
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
の
が
飯
田
市
だ
。

(
環
境
教
育
に
は
絶
好
の
場

飯
田
市
は
、
総
面
積
の
お
よ
そ
八
割
が
森
林
で
、
豊
か

な
自
然
と
優
れ
た
景
観
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、
里
山
の
荒

廃
は
食
い
止
め
ら
れ
ず
に
き
た
。
深
山
の
自
然
は
法
に
よ

り
厚
い
保
護
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
里
山
は
比

学友林での総合的な学習の時間

較
的
規
制
が
少
な
い
。
従
っ
て
開
発
を
受
け
や
す
い
場
所

で
あ
り
、
容
易
に
工
場
、
住
宅
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
し
ま
う
。

森
林
面
積
八
割
の
市
で
も
、
昔
な
が
ら
の
里
山
は
僅
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
里
山
は
動
植
物
の
種
類
が
非
常
に
多
い
。
古

来
、
人
々
が
特
に
意
識
し
な
く
て
も
日
常
的
に
緑
と
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
だ
っ
た
。
失
わ
れ
て
い
く
里
山

を
保
全
す
る
必
要
が
盛
ん
に
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
自
然
の
流
れ
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
環
境
問
題
と
い
う
大
事
が
あ
る
。
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
環
境
保
全
に
対
す
る
関
心
を
芽
生
え
さ

せ
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な

い
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
上
で
重
要
な
課
題
だ
。

地
域
特
有
の
自
然
を
環
境
教
育
の
素
材
と
し
て
活
か
し

感
受
性
豊
か
な
児
童
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
環
境
教
育
は
教
室
の
勉
強
も
重
要
だ
が
、
自
ら
の
手

で
触
れ
、
目
で
見
て
、
耳
で
聞
く
と
い
っ
た
体
験
学
習
が
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も
っ
と
も
有
効
だ
。
里
山
は
、
そ
の
た
め
の
絶
好
の
場
だ
。
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(
長
期
契
約
で
借
り
上
げ
る
な
ど
し
て

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
昔
な
が
ら
の
里
山
を
将
来
に

わ
た
っ
て
安
定
し
て
管
理
・
保
全
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
た
ち
の
環
境
教
育
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
内
の
小
学
校
に
学
友
林
を
設
置
す
る
「
学
友
林
整
備
事

業
」
が

一
九
九
六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
。

飯
田
市
は
当
時
、
第
四
次
基
本
構
想
基
本
計
画
で
「
環

境
文
化
都
市
」
を
目
指
す
方
針
を
掲
げ
て
い
た
。
環
境
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
環
境
に
配
慮
す
る
重
点
事
業
を
設
定
し

取
り
組
み
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
学
友
林
事
業
」

も
そ
の

一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

整
備
は
翌
九
七
年
度
か
ら
五

1
六
年
を
め
ど
と
し
、
学

校
側
の
希
望
に
応
じ
て
年
に
数
校
ず
つ
進
め
て
い
っ
た
。

基
本
的
に
は
、
学
校
近
く
の
里
山
の
雑
木
林
を
市
が
買

い
上
げ
る
か
、
長
期
契
約
で
借
り
上
げ
る
。
学
友
林
と
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
、
下
草
刈
り
な
ど
を
行
っ
て
か
ら
学

校
に
提
供
す
る
。
九
七
年
度
五
校
、
九
八
年
度
二
校
、
九

九
年
度
三
校、

二
0
0
0
年
度
二
校、

O
一
年
度

一
校、

O
三
年
度
に

一
校
に
提
供
し
た
。

O
五
年
度
に
隣
接
す
る
上
村
、
南
信
濃
村
と
の
合
併
が

あ
っ
た
の
で
、
現
在
市
内
に
は
十
九
の
小
学
校
が
あ
る
が
、

う
ち
十
四
校
が
学
友
林
を
持
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

泊凪~ω

(
学
校
ご
と
に
工
夫
が

実
際
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
「
雑
木
林
(
森
)
を
雑
木

林
(
森
)
と
し
て
残
す
」
こ
と
だ
け
を
条
件
に
学
校
に

一

任
し
て
い
る
。

立
地
条
件
、
植
物
相
、
校
風
な
ど
に
よ
り
利
用
期
間
、



学校
整備年度 面(m積勺 活 周 状 i兄No. 

未整備 旧市街地

2 未整備 旧市街地

3 未整備 旧市街地

木の実やつるを採取して総合学習の材料に使う。落ち葉
4 97年度 2，000 を集めてのしおり作り。理科の授業で虫の観察。手作り

遊具で遊ぶ。

総合:芽吹きを迎えた樹木の観察、秋の樹木観察、木の

5 99年度 11，736 実拾い
生活科学友林たんけん(地域を知る)七夕の笹取り

6 97年度 3，898 
きのことりヤマボウシの施肥保育園年長組さんとの父
流準備(秋の材料集め，探検等)、交流活動

0椎茸の収穫O児童会主催のウオークラリー 0学友
7 97年度 2，764 林PTA作業 O学友林の竹を使った工作 O椎茸の駒

薗打ち O学友林内での遊び

8 97年度 1，353 
野鳥の巣箱かけ森探険腐葉土集めリースの材料集め
どんぐり拾い落ち葉拾い

9 97年度 1，418 
OJ里科、生活科季節ごとの動植物観察
0総合 r1呆育園との交流J 0放課後の遊び

10 03年度 3，785 春さがし水生植物園(学友林内の池)の水路の清掃小)11の
中に住んでいる昆虫を探す植物の見学小)11での水遊び

11 99年度 2，300 学友林の整備

春さがし・里山を知るギフチョウやノスリの観察林の

12 99年度 2，300 
整備(間伐・木の片付け)秋さがし (秋の草木・きのこ・ど
んぐり・栗拾い) 間伐材でのベンチ作り・小枝での工作
基地作り看板作り 看板の設置

0森の散策・探検、ゲーム・遊び

13 98年度 1，298 0生活(春・秋探し、植物の観察・採集)0図工(植物採集)
0理科(動植物の観察)0クラブ活動(リース材料集め)

14 00年度 5，815 
春探し、夏探し、秋探し学級レク学友林の水質調査学友
林に生息する植物調査虫探し

15 98年度 3，000 
季節をみつける自然体験オリエンテーリング生き物探
し学友林散策収穫祭周薪拾い

16 01年度 1，826 自然観察活動 (学芸員による講義) 自然観察活動や、
遊びについて校内への情報発信活動

17 00年度 5，269 清掃・環境整備 自然観察・遊び木の実集め

18 未整備 05年合併地域

19 未整備 05年合併地域
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利
用
回
数
な
ど
は
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
個
性

豊
か
に
運
営
さ
れ
て
き
て
い
る
。

一
般
的
に
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
、
生
活
科
、

理
科
の
時
間
の
利
用
が
多
い
。

す
ぐ
そ
ば
に
学
友
林
が
あ
る
学
校
で
は
、
授
業
だ
け
で

な
く
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
よ
う
に
休
み
時
間
の
遊

び
場
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

遊
具
は
な
く
と
も
、
夏
は
カ
ブ
ト
ム
シ
捕
り
、
秋
は
ド

ン
グ
リ
拾
い
、
冬
は
ソ
リ
遊
び
な
ど
、
そ
こ
に
自
然
に
存
在

す
る
も
の
に
触
れ
る
こ
と
自
体
が
遊
び
で
あ
り
、
環
境
学

習
に
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
か
ら
徒
歩
十
分
程
か
か
る
場
所
に
学
友
林

が
あ
る
学
校
で
は
、
休
み
時
間
や
放
課
後
の
利
用
は
難
し

学友林活用状況一覧

緑の再生と利活用特集

い
が
、
授
業
の
中
で
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
。

斜
面
と
平
地
が
連
続
し
て
続
い
て
い
る
よ
う
な
地
形
だ

と
、
木
の
種
類
も
多
く
変
化
に
富
む
。
季
節
ご
と
に
「
春

さ
が
し
」
「
夏
さ
が
し
」
な
ど
鑑
賞
会
が
実
施
さ
れ
て
い

る
ま
た
学
友
林
の
中
に
田
畑
の
跡
地
が
あ
る
学
校
は
、
そ

こ
に
改
め
て
水
を
入
れ
自
然
観
察
の
池
を
つ
く
り
、
水
生

生
物
の
観
察
会
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
の
夏
、
学
友
林
の
中
に
マ
ム
シ
が
生
息

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
児
童
の
安
全
を
考
え
、
学
友

林
の
利
用
を
控
え
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
保
護
者
に
よ
る
年
二
回
の
草
刈
り
作
業
は
継

続
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
夏
場
の
体
験
学
習
や
、
総

合
学
習
で
積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
た
だ
け
に
、
地
域
か

ら
は
「
早
く
復
活
を
」
「
も
っ
と
活
用
を
」
と
い
っ
た
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

(
市
の

「
適
切
な
支
援
」

が
検
討
課
題

-・E習害事国
今
後
さ
ら
に
利
用
の
範
囲
を
広
げ
よ
う
と
考
え
て
い
る

学
校
も
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ン
コ
や
タ

l
ザ
ン
ロ

l
プ

の
設
置
、
あ
る
い
は
東
屋
を
建
て
る
な
ど
の
案
が
あ
っ
て

も
、
予
算
的
に
厳
し
い
。

ま
た
、
管
理
面
で
も

P
T
A
の
作
業
で
は
で
き
な
い
よ

う
な
こ
と
、
専
門
的
な
こ
と
と
な
る
と
、
学
校
だ
け
で
は

簡
単
に
行
え
な
い
。
「
す
べ
て
を
学
校
に
任
せ
る
」
に
は

限
界
が
あ
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
行
政
と
し
て

適
切
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

学
友
林
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
近
い
ほ

ど
良
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
は
都
合
良
く
見
つ
か
る
も
の

で
は
な
い
。
中
に
は
学
友
林
ま
で
徒
歩
で
往
復
三
十
分
以

上
か
か
る
学
校
も
あ
る
。
利
用
機
会
、
活
用
の
幅
を
広
げ

る
た
め
に
も
、
も
っ
と
学
校
の
近
く
の
里
山
を
確
保
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
。
し
か
し
、
市
街
地
に
あ

る
学
校
の
近
く
に
は
森
林
自
体
が
な
い
。
全
校
に
学
友
林

と
な
っ
た
ら
、
里
山
探
し
が
大
変
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
幾
つ
か
課
題
の
あ
る
学
校
も
あ
る
が
、

各
校
と
も
現
在
の
条
件
の
中
で
、
さ
ら
な
る
活
用
方
法
を

そ
れ
ぞ
れ
模
索
し
て
い
る
。
学
友
林
の
有
効
性
に
つ
い
て

は
、
ど
の
学
校
も
認
識
し
て
い
る
。

毎
年
の
学
友
林
活
用
状
況
調
査
で
も
、
今
後
も
継
続
し

て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
い
う
意
見
が
す
べ
て
の
学
校
か

ら
出
て
い
る
。
市
と
し
て
も
子
ど
も
た
ち
、
学
校
、
地
域

の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
事
業
を
支
え
て
い
き
た
い
。

迫感~'02008・1月号37 
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緑
の
再
生
と
利
活
用

口
EE--

ソ
ン
(
企
業
の
取
り
組
み
)

加
し
て

株
式
会
社
口

l
ソ
ン

人
聞
に
と
っ
て
の
便
利
さ
が
、
自
然
環
境
の
負
荷
に
な
る
仕
組
み
は
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。
し
か
し
、
負

荷
を
極
力
減
少
さ
せ
、
自
ら
環
境
保
全
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
環
境
保
全
の
動
き
を
支
援
し
て
い
る
企
業
も
あ

る
。
そ
う
し
た
企
業
の
一
つ
で
あ
る
口

l
ソ
ン
に
、
そ
の
哲
学
と
活
動
内
容
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。

(
m
M
年
か
ら
全
底
舗
に
募
金
箱

こ
れ
ま
で
ロ

l
ソ
ン
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
し

て
顧
客
の
便
利
な
生
活
を
支
え
る
た
め
、

二
十
四
時
間
営

業
や
弁
当
・
惣
菜
な
ど
の
商
品
の
提
供
、
さ
ら
に
公
共
料

金
の
収
納
代
行
や
チ
ケ
ッ
ト
、
宅
配
便
の
取
り
扱
い
な
ど
、

新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
て
き
た
。
し
か
し
、

全
国
各
地
に
庖
舗
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
や
環

境
に
様
々
な
影
響
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
。

ロ
l
ソ
ン
は
、
健
全
な
環
境
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
本
業
の
部
分
で
レ
ジ
袋
の
削
減
や
容
器
の
軽
量
化口一ソンの庖内にある「緑の募金箱J

な
ど
に
よ
り
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
余
剰
食
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
庖
舗
空
調
機
器
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
環
境
負
荷
を
減
ら
す
よ

う
努
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
業
以
外
の
部
分
で
環
境
保
全
の
た
め
に
力

を
入
れ
て
い
る
の
が
、
ロ

l
ソ
ン
「
緑
の
募
金
」
と
、
そ

れ
を
活
用
し
た
森
林
整
備
活
動
だ
。

ロ
l
ソ
ン
「
緑
の
募
金
」
は
、

一
九
九
二
年
九
月
、
わ

が
。
マ
チ
ψ

の
緑
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
ロ

l

ソ
ン
緑
の
街
基
金
」
を
設
立
し
、
全
庖
舗
に
募
金
箱
を
設

置
し
た
の
が
始
ま
り
だ
。
他
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
協
力

を
得
て
、
全
国
各
地
の
公
園
や
学
校
な
ど
で
植
樹
を
実
施

し
て
き
た
。
一

九
九
七
年
、
対
象
を
よ
り
広
く
す
る
た
め

ロ
l
ソ
ン
「
緑
の
募
金
」
と
改
称
し
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。十

六
年
目
を
迎
え
、
全
国
の
庖
舗
に
寄
せ
ら
れ
た
善
意

に
、
本
部
の
寄
付
金
を
加
え
た
累
計
は
二
十
二

・
九
億
円

(O
七
年
二
月
末
現
在
)
に
の
ぼ
り
、
国
土
緑
化
推
進
機

構
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
国
内
外

の
様
々
な
森
林
整
備
活
動
を
支
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
支
援
し
て
き
た
森
林
整
備
活
動
は
国
内
外
千

五
百
二
十
人
カ
所
、
面
積
は
四
千
五
百
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

及
び
、
植
樹
や
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
を
し
た
木
の
本
数
は

千
百
二
十
七
万
本
を
超
え
た
と
み
て
い
る
も

(
社
会
人
と
し
て
の
教
育
に
も
な
る

ロ
l
ソ
ン
「
緑
の
募
金
」
活
動
で
特
徴
的
な
の
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
森
林
整
備
活
動
に
、

加
盟
庖
オ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
庖
長
や
パ

l
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
、
本
部
社
員
な
ど
の
ロ

l
ソ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
参
加
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

一
緒
に
作
業
し
て
い
る
こ
と
だ
。

九
四
年
五
月
に
福
岡
県
で
参
加
し
た
の
が
始
ま
り
で
、

O
七
年
十

一
月
末
ま
で
に
国
内
外
四
百
五
十
二
カ
所
で
行

わ
れ
た
森
林
整
備
活
動
に
、
ロ

l
ソ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
参

加
し
て
植
樹
や
間
伐
な
ど
の
作
業
に
従
事
し
た
。

活
動
は
晴
天
の
日
、
平
地
と
は
限
ら
な
い
。
大
雨
や
雪

の
中
、
酷
暑
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
の
作
業
も
あ
る
。
急
斜

面
で
足
場
に
苦
労
し
な
が
ら
の
植
樹
や
、
群
生
す
る
植
物

の
ト
ゲ
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
下
草
刈
り
も
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
現
場
で
作
業
を
す
る
と
、
「
植
樹
で

き
わ
や
か
な
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
た
」
「
緑
を
守
る
こ

と
の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か
っ
た
」
「
い
つ
も
庖
の
中
ば
か

り
だ
が
、
年
に

一
度
は
外
に
出
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を

す
る
の
は
い
い
こ
と
」
と
い
う
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
る
人

が
少
し
ず
つ
だ
が
増
え
て
い
る
。

ロ
l
ソ
ン
の
庖
舗
は
、
全
国
各
地
の
加
盟
庖
オ
ー
ナ
ー

や
底
長
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
本
部
社
員

一
人
ひ
と

り
が
支
え
て
い
る
。

「
緑
の
募
金
」
を
継
続
し
て
い
く
に
も
、
ロ

l
ソ
ン
フ

ァ
ミ
リ
ー
の

一
人
ひ
と
り
が
森
林
整
備
活
動
へ
の
参
加
を

38 2008・1月号誼嵐憾勉
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通
じ
て
「
緑
の
募
金
」
の
意
義
を
理
解
し
、
協
力
し
て
も

ら
う
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
道
に
森
林
整

備
活
動
へ
の
参
加
を
続
け
て
き
た
。

新
入
社
員
の
入
社
時
研
修
で
も
、
こ
の
活
動
の
意
義
を

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
、
植
樹
を
行
っ
て
い
る
。

半
日
と
い
う
短
い
時
間
だ
が
、
彼
ら
が
社
会
人
と
し
て
生

活
を
送
る
上
で
糧
と
な
る
こ
と
と
信
じ
て
い
る
。

で
き
た
」
「
学
校
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
環
境
整

備
が
、
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
可
能
に
な
り
、
あ
り
が
た

い
」
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

マ
チ
の
お
役
に
立
ち
、
環
境
教
育
に
つ
な
が
る
学
校
で

の
緑
化
活
動
は
、
今
後
さ
ら
に
積
極
的
に
実
施
し
て
い
く

計
画
だ
。

(
健
や
か
な
成
長
の
一
助
に
|
学
校
支
援

(
花
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
意
味

O
六
年
か
ら
は
新
た
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
学
校
で
の
緑
化
活
動

だ
。

O
一
年
か
ら
、
毎
年
五
月
の
第
三
日
曜
日
を
「
ロ

l
ソ

ン
花
と
緑
の
日
」
と
定
め
た
。
「
緑
の
募
金
」
と
そ
の
森

林
整
備
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
花
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

日
頃
の
森
林
整
備
活
動
で
は
、
活
動
を
主
催
す
る

N
P

全
国
各
地
の
学
校
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
森
や
中
庭
、

ビ
オ
ト
l
プ
づ
く
り

な
ど
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
学
校

に
緑
豊
か
な
環
境
を

整
備
し
て
子
ど
も
た

ち
が
自
然
に
触
れ
る

機
会
を
増
や
し
、
健

や
か
な
成
長
の

一
助

と
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。活

動
は

O
七
年
十

一
月
末
ま
で
で
七
十

九
校
。
緑
化
を
支
援

し
た
学
校
か
ら
は

「
お
か
げ
で
子
ど
も

た
ち
の
憩
い
の
場
が

(上)口ーソンが支援した小学校の花壇 (下)富士山での植樹活動を終えて

O
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
活
動
内
容
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
善
意
を
寄
せ
て
く
れ
た
顧
客
に

対
し
て
は
告
知
す
る
機
会
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
花
の
種

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、
お
礼
の
気
持
ち
を
表
現
す

る
と
と
も
に
、
活
動
の
意
義
や
実
態
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
顧
客
が
花
を
育
て
て
マ
チ
に

花
を
増
や
す
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
森
林
整

備
活
動
に
広
が
り
を
も
た
せ
る
こ
と
も
狙
い
の

一
つ
だ
。

「ロ

l
ソ
ン
花
と
緑
の
日
」
で
も
う

一
つ
行
っ
て
い
る

活
動
が
、
森
林
整
備
活
動
の
集
大
成
と
し
て
の
日
本
の
シ

ン
ボ
ル
富
士
山
で
の
森
づ
く
り
だ
。
九
六
年
の
台
風
口
号

で
被
害
を
受
け
た
富
士
山

一
角
で
「
富
士
山
ロ

l
ソ
ン
の

森
」
と
し
て
毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
と
も
に
加
盟

庖
オ
ー
ナ
ー
や
底
長
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
本
部
社

員
が
参
加
し
、
植
樹
な
ど
の
森
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
富
士
山
の
森
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
ロ

l
ソ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
数
は
延
べ
千
九
百

人
。
最
初
に
植
え
た
ヒ
ノ
キ
は
二
メ
ー
ト
ル
近
く
に
成
長

し
た
。

八
〉

C
0
2
の
吸
収
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
や
洪
水
・
土

砂
災
害
な
ど
の
防
止
、
水
の
保
全
な
ど
か
ら
、
近
年
、
森

林
の
機
能
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
。
森
林
整
備
活
動
に

取
り
組
む
企
業
も
増
え
て
き
て
い
る
。

「
緑
の
募
金
」
と
、
森
林
整
備
活
動
は
地
味
な
活
動
だ

が
、
途
切
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
地
道
に
続
け
、

一
本
の
木

を
森
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
環
境
保
全
と
い
う
責
任
を
果

た
す
上
で
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。

い
ま
日
本
各
地
で
整
備
し
て
い
る
林
が
百
年
後
に
は
緑

豊
か
な
森
と
な
る
よ
う
、
息
長
く
続
け
て
い
き
た
い
。

迫~ω2008・1月号39 
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キ
リ
ン
ビ
ー
ル

(
工
場
緑
化
)

2 
工

本
誌
編
集
部

造
成
地
に
工
場
を
建
て
た
ら
、
区
画
沿
い
に
、
あ
る
い
は
建
物
周
辺
の
一
定
面
積
を
植
樹
す
る
|
|
法
律
上
当

然
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
以
上
は
増
や
さ
な
い
。
そ
の
後
も
育
樹
に
精
を
出
し
、
さ
ら
に
地
域
に
出
掛
け
て
い
っ
て

緑
化
に
努
め
る
よ
う
な
工
場
は
、
そ
う
は
多
く
な
い
。

二
O
O七
年
度
の
工
場
緑
化
推
進
大
会
で
、
ニ
つ
の
工
場
が
経
済
産
業
大
臣
賞
を
得
た
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
慨
は
、

ど
ん
な
動
機
で
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

(
全
社
員
参
加
の
取
り
組
み
を
持
続

「
地
球
環
境
へ
の
配
慮
」
は
、

一
企
業
グ
-ル
l
プ
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。
し
か
し
、
麦
芽
、
ホ
ッ
プ
、
水
と
い

っ
た
自
然
の
恵
み
を
原
料
と
し
て
、
発
酵
な
ど
の
自
然
の

働
き
を
応
用
し
て
ビ

l
ル
を
製
造
し
て
い
る
企
業
に
と
っ

て
、
環
境
問
題
は
重
要
だ
。
と
り
わ
け
水
に
関
心
が
行
く
。

良
質
な
水
と
な
れ
ば
、
そ
れ
を
育
む
森
林
に
目
を
向
け
ざ

る
を
得
な
い
ー
ー
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

同
社
(
社
員
三
千
五
百
人
)
は

一
九
九

一
年
七
月
に

「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
地
球
環
境
問
題
の
取
り
組
み
の
基
本
方

針
」
を
定
め
て
以
来
、
「
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
事
業
活

動
」
を
重
要
な
経
営
課
題
の

一
つ
と
位
置
付
け
、
様
々
な

環
境
保
全
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

同
社
は
今
年
で
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
を
機
に
、

顧
客
と
水
の
恵
み
に
改
め
て
感
謝
す
る
気
持
ち
を
込
め

て、

全
国
の
社
員
参
加
型
で
地
域
と
協
働
で
実
施
す
る
水

資
源
保
全
の
取
り
組
み
「
チ

1
ム
・
エ
コ
ジ
ロ

l
活
動
」

を
推
進
し
て
い
る
。「
チ
l
ム
・
エ
コ
ジ
ロ

l
活
動
」
と

は
、
同
社
の
環
境
活
動
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
エ
コ

ジ
ロ

l
」
に
ち
な
ん
だ
名
称
だ
。

日
本
全
国
の
貴
重
な
水
資
源
を
守
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

に
同
社
が
植
林
し
た
森
林
で
の
持
続
的
な
「
水
源
の
森
づ

く
り
」
活
動
に
加
え
て
、

①
環
境
保
全
の
た
め
の
様
々
な

活
動
に
積
極
的
な
参
加
す
る
②
長
期
的
な
視
点
で
の
森
林

保
全
活
動
の
展
開
す
る
|
1
こ
と
が
重
点
目
標
で
、
全
国

で
十
三
カ
所
、
合
計
す
る
と
約

一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林

づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

(
操
業
当
初
か
ら
「
人
に
や
さ
し
く
」
で

そ
う
し
た
中
で
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
北
陸
工
場
と
福
岡
工

場
が
そ
ろ
っ
て
、

O
七
年
度
の
第
二
十
六
回
工
場
緑
化
推

進
全
国
大
会
(
主
催
・
側
日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
)
で
「
緑

化
優
良
工
場
等
経
済
産
業
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
た
。

40 

こ
の
賞
は、

工
場
緑
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
工
場
内
外
の
環
境
向
上
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
工

場
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
企
業
に
と
っ
て
は
大
変
に
名
誉

あ
る
も
の
だ
。

北
陸
工
場
は

(
社
員
百
二
十
三
人
)、

一
九
九
三
年
五

月
に
石
川
県
松
任
市
(
現
白
山
市
)
で
操
業
を
開
始
し
た
。

操
業
開
始
当
初
か
ら
「
人
に
や
さ
し
い
工
場
」
「
地
域
密

着
型
工
場
」

を
目
指
し
て
様
々
な
工
夫
を
し
て
き
た
。

例
え
ば
、
フ
ェ
ン
ス
や
擁
壁
を
造
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り

に
築
山
状
の
植
樹
帯
を
設
け
て
、
周
辺
の
自
然
環
境
と
の

調
和
に
配
慮
し
た
緑
化
を
進
め
て
き
た
。

さ
ら
に
、
庭
園
は
広
く

一
般
に
開
放
し
た
。
地
域
の

人
々
や
工
場
見
学
者
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
公
園
と
し
て

2008・1月号t甑誕闘。

工場緑化に関する北陸工場受賞の歩み

受賞年 戸JえZ 賞 名

1994年 (財)し、しかわ緑のまち基金「いしかわ緑のまち賞j

1998年 緑化優良工場 (財)日本緑化センタ一会長奨励賞

1999年 (財)都市緑化基金第19回「緑の都市賞」審査員長賞

ij 松任市「緑と花のまちなみ賞J事業所の部奨励賞

2001年 緑化優良工場 (財)日本緑化センタ一会長賞

イ少 松任市「緑と花のまちなみ賞j事業所の部優秀賞

2004年 緑化優良工場等中部経済産業局長表彰

2006年 白山市「緑と花のまちなみ賞j事業所の部優秀賞

2007年 緑化優良工場等経済産業大臣賞
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小
学
校
や
幼
稚
園
の
遠
足
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

北
陸
工
場
の
緑
化
は
、
操
業
を
開
始
し
た
九
三
年
に
地

域
住
民
を
中
心
に
約
千
二
百
人
が
参
加
し
て
、
「
ふ
る
さ

と
の
森
」
づ
く
り
と
し
て
構
内
に
シ
イ
、
タ
ブ
、
カ
シ
な

ど
の
郷
土
樹
種
約
七
万
本
を
植
樹
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

花
の
植
替
え
も
季
節
ご
と
に
行
い
、
植
樹
さ
れ
た
落
葉

高
木
と
合
わ
せ
、
花
や
木
々
の
色
で
見
る
人
に
季
節
感
を

充
分
に
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
在
で
は
、
敷
地
面
積
約
十
四
・
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
、
緑
地
面
積
が
約
三

・
九
万
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約

二
六
・
五
%
)
を
占
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
成
長
し
た
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
か

ら
採
取
し
た
ド
ン
グ
リ
の
実
を
育
成
し
、

工
場
見
学
者
に

苗
木
を
無
料
で
配
布
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
「
ふ
る

さ
と
の
森
」
の
第
二
世
代
が
育
成
さ
れ
、
緑
化
が
ま
す
ま

す
広
が
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
い
る
。

(
目
指
す
は

北
陸
工
場
は
九
七
年
に
I
S
0
1
4
0
0
1
を
取
得
す

る
な
ど
、
早
く
か
ら
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
重
要
な

活
動
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
。

そ
の

一
環
と
し
て
、

①
工
場
周
辺
で
の
環
境
美
化
活
動

「
森
の
ビ
l
ル
工
場
」(上)植林活動のあとの記念撮影。この後のビールは最高

(下)福岡工場前の「キリン花園j

(
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
)
②
海
岸
清
掃
活
動
③
リ
ユ

l
ス
や
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
た
フ
リ
l
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
開
催
ー
ー
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
フ
リ
l
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
開
催
も
、
側
面
か
ら
の
環
境
活
動
と
考
え
て
い
る
。

二
O
O
六
年
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
(
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
)
に
関
す
る
功
績
が
顕
著
な
工
場
に
贈
ら
れ
る

中
部
経
済
産
業
局
長
表
彰
(
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
優
良
工
場
)

を
受
賞
し
た
。
北
陸
工
場
は
、
考
え
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
環

境
保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
な
が
ら
「
森
の
ビ
ー

ル
工
場
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

(
工
場
前
は
遠
足
の
適
地
|
福
岡

同
じ
く
経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
け
た
福
岡
工
場
(
福
岡

県
朝
倉
市
、
社
員
二
百
四
十
九
人
)
は
、
六
六
年
三
月
に

操
業
を
開
始
し
、
現
在
は
「
二
十

一
世
紀
型
グ
リ
ー
ン
フ

ァ
ク
ト
リ
l
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
工
場
緑
化
、

地
域
の
緑
化
へ
の
取
り
組
み
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
こ
の
工

場
の
特
色
は
工
場
前
に
あ
る
「
キ
リ
ン
花
園
」
だ
。

こ
こ
は
、
地
域
の
人
々
に
四
季
折
々
に
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
梅
、
桜
、
ツ
ツ
ジ
、
ボ
ピ

l
、
紫
陽
花
、
向

日
葵
、
コ
ス
モ
ス
な
ど
を
植
栽
し
て
い
る
。

今
で
は
初
夏
は
ポ
ピ

l
、
秋
は
コ
ス
モ
ス
の
名
所
と
な

り
、
遠
方
か
ら
の
来
場
者
も
多
い
。
三
千
六
百
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
大
な
芝
生
も
備
え
て
い
る
か
ら
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
九

O
年
か
ら

O
六
年
ま
で
の
聞
に
、

水
の
総
使
用
量
を
四
六
%
減
ら
し
た
。
そ
し
て
今
後
も
全

工
場
で
緑
化
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「水
の
恵
み
を

守
る
活
動
」
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
環
境
保
全
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
。
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新
山
林
業
]

(
特
別
論
文
)

四
十
年
前
、
中
欧
の
林
業
は
日
本
と
同
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
や
知
識
集
約
型
産
業
に
な
っ
た
中
欧
の

林
業
は
日
本
に
も
集
成
材
を
輸
出
し
て
く
る
。
片
や
日
本
の
林
業
は
《
向
衰
退
型
》
と
も
い
う
べ
き
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
正
す
べ
き
な
の
か
。

(
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
に

二
O
O
一
年
四
月
に
長
良
川
中
流
の
美
濃
市
に
開
学
し

た
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
は
「
地
方
自
治
型
自

由
学
校
」
を
標
梼
す
る
。
「
地
域
が
当
面
す
る
問
題
の
解

決
を
主
眼
と
し
て
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
既
存
の
枠

組
み
に
囚
わ
れ
な
い
自
由
な
高
等
教
育
(
研
究
・
教
育
・

社
会
サ
ー
ビ
ス
)
を
行
う
」
学
校
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
だ
。

就
学
年
限
二
年
の
専
修
学
校
で
、
毎
年
の
入
学
者
は
高

卒
、
大
卒
各
二
十
人
程
度
。
分
野
別
で
は
①
林
業
を
軸
に

し
た
森
の
コ

l
ス
②
木
造
建
築
を
軸
に
し
た
木
の
コ

l
ス

③
環
境
教
育
を
軸
に
し
た
環
境
の
コ

l
ス
ー
ー
が
あ
る
。

い
ず
れ
の
コ

l
ス
も
フ
ィ
ー
ル
ド
重
視
の
実
践
的
な
教

育
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
学
教
育
は
座
学

が
中
心
で
、
そ
の
内
容
も
特
定
分
野
に
偏
っ
た
、
ひ
ど
く

専
門
的
な
講
義
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
断
片
的
な
知

識
を
い
く
ら
寄
せ
集
め
て
も
、
森
林
や
木
材
産
業
に
つ
い

て
の
全
体
像
に
は
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
実

習
の
中
で
、
関
連
す
る
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

教
育
を
行
っ
て
い
る
。
小
さ
な
学
校
の
利
点
は
、
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
の
実
習
中
心
の
授
業
が
で
き
る
こ
と
と
、
林
業
、

建
築
、
環
境
教
育
の
聞
を
相
互
に
行
き
来
で
き
る
よ
う
な

教
育
が
で
き
る
こ
と
だ
。

(
地
域
の
人
々
と
自
然
に
学
ぶ

開
校
か
ら
約
七
年
、
こ
れ
ま
で
に
二
百
四
十
人
ほ
ど
の

新
入
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
の
五
十
人
近
く

は
県
内
の
高
校
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
、
文
字
通
り

新
卒
の
パ
リ
パ
リ
だ
が
、
残
り
の
入
学
者
の
年
齢
や
経
歴

は
様
々
だ
。
会
社
勤
め
や
学
校
の
教
師
を
辞
め
て
来
る
人

た
ち
も
結
構
多
い
。
「
荒
れ
た
森
林
を
何
と
か
し
た
い
」
「
自

然
の
中
で
仕
事
を
し
た
い
」
「
木
を
扱
っ
て
み
た
い
」
|
|

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
し
て
、
都
会
か
ら
や
っ
て
く
る
。
す

ぐ
に
は
山
や
木
の
仕
事
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、

一
度
ア
カ
デ
ミ
ー
で
勉
強
し
て
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
学
長

熊
崎
• 

し
か
し
、

僅
か
二
年
間
の
専
修
教
育
で
再
出
発
し
、
自

立
し
て
い
く
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
卒
業
生
た
ち

の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
ど
う

し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
幸
い
入
学
者
は
全
国
か
ら

集
ま
る
が
、
卒
業
生
の
か
な
り
の
部
分
は
比
較
的
近
い
と

こ
ろ
で
職
を
見
つ
け
、
地
元
の
企
業
や
自
治
体
の
協
力
を

得
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
。

そ
れ
が
で
き
る
の
も
在
学
中
か
ら
地
域
と
の
連
携
を
深

め
て
い
る
か
ら
だ
。
学
生
た
ち
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業

と
並
ん
で
、
地
域
の
人
々
に
学
び
、
地
域
の
自
然
に
学
ん

で
い
る
。
地
方
自
治
型
自
由
学
校
の
理
想
は
、
地
域
と
の

連
携
で
卒
業
生
が
自
立
を
果
た
し
、
そ
の
環
が
広
が
っ
て

地
域
の
自
立
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
。

(
知
識
集
約
産
業
ヘ
|
世
界
の
流
れ

わ
が
国
で
林
業
後
継
者
の
不
足
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。

後
継
者
が
育
っ
て
い
な
い
の
は
教
育
の
責
任
で
も
あ
る
。

わ
が
国
の
林
学
教
育
は
現
場
教
育
が
軽
視
さ
れ
、
高
校
で

も
大
学
で
も
実
習
時
間
は
ほ
ん
の
申
し
訳
程
度
し
か
な

い
。
こ
の
十
年
か
二
十
年
の
問
に
、
こ
う
し
た
傾
向
が

一

層
顕
著
に
な
っ
た
。
林
学
コ

l
ス
を
修
了
し
た
と
い
っ
て
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も
、
山
の
現
場
に
入
っ
た
ら
何
も
で
き
な
い
。

山
の
管
理
を
放
棄
し
た
所
有
者
を
な
じ
り
、
山
仕
事
を

担
っ
て
き
た
農
民
た
ち
の
高
齢
化
を
嘆
く
ば
か
り
で
、
こ

の
人
た
ち
が
営
々
と
続
け
て
き
た
仕
事
を
何

一
つ
引
き
継

ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
現
場
軽
視
の
教
育
が
も
た
ら

し
た
当
然
の
帰
結
だ
ろ
う
。

囲
内
林
業
の
沈
滞
で
魅
力
を
な
く
し
た
の
も
大
き
い
。

世
界
的
な
流
れ
か
ら
い
う
と
、
森
林
の
諸
作
業
は
単
純
な

筋
肉
労
働
か
ら
知
識
集
約
型
の
労
働
に
変
っ
て
い
る
。

例
え
ば
北
欧
な
ど
で

一
般
的
な
の
は
、
高
性
能
機
械
を

軸
に
し
て
数
人
で
チ
l
ム
を
つ
く
り
、

I
T
機
器
を
駆
使

し
な
が
ら
、

一
つ
の
現
場
か
ら
次
の
現
場
へ
移
動
し
、
仕

事
を
こ
な
し
て
い
く
タ
イ
プ
だ
。
生
産
能
率
が
高
い
か
ら

稼
ぎ
も
多
い
。
若
者
た
ち
も
林
業
へ
の
就
労
を
希
望
す
る
。

こ
れ
に
応
え
る
べ
く
教
育
面
で
も
現
場
重
視
の
姿
勢
が
貫山に入り地域林業の実務を学ぶ

か
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
こ
れ
が
逆
向
き
の
悪
循
環
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

林
業
へ
の
就
業
が
少
な
い
か
ら
、

学
校
で
は
実
習
を
軽

視
す
る
。
実
習
が
な
い
か
ら
、
ま
と
も
な
技
術
者
が
育
た

な
い
。
優
秀
な
技
術
者
が
い
な
い
か
ら
、
林
業
は
時
代
の

流
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
ー
ー
と
い
う
悪
循
環
が
そ
れ
だ
。

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
も
人
材
育
成
だ
け
で
は
充
分

で
は
な
い
。
森
や
木
と
の
関
わ
り
を
目
指
し
て
都
会
か
ら

や
っ
て
き
た
人
達
が
、
希
望
を
持
っ
て
働
け
る
よ
う
な
職

場
を
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

(
林
業
部
門
の
社
会
的
起
業
家
を

岐
阜
県
は
「
木
の
国
」
「
山
の
国
」
と
い
わ
れ
る
。
第

二
次
大
戦
後
に
植
え
ら
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
も
だ
ん
だ
ん

大
き
く
な
り
、
森
林
の
林
木
蓄
積
量
は
目
に
見
え
て
増
加

し
て
い
る
。
し
か
し
、
木
材
生
産
は

一
向
に
増
加
す
る
気

配
が
な
い
。
森
林
所
有
者
の
多
く
は
林
業
へ
の
関
心
を
失

い
、
管
理
放
棄
の
森
林
が
年
々
広
が
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
木
材
生
産
は
さ
ら
に
縮

小
す
る
だ
ろ
う
。
地
元
の
製
材
工
場
は
経
営
が
立
ち
行
か

な
く
な
っ
て
、
次
々
と
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
決
し
て
林
業
の
宿
命
で
は
な
い
。
早
い
話
、
ド

イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
状
況
を
見
れ
ば
、
よ
く
分
か
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
部
は
林
学
の
発
祥
地
と
い
わ
れ
、
日
本

と
同
様
に
早
く
か
ら
育
成
林
業
が
発
達
し
て
き
た
。
そ
れ

も
中
小
規
模
の
私
有
林
が
優
秀
で
、
木
材
の
多
く
は
そ
う

し
た
人
工
林
か
ら
出
て
い
る
。

今
か
ら
三
十
年
か
四
十
年
前
に
は
零
細
な
製
材
工
場
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
木
の
伐
り
出
し
方
も
製
材
の
仕
方
も

日
本
と
あ
ま
り
違
っ
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
木
材
関
連
産
業
の
近
代
化
が
進

み
、
日
本
と
は
逆
に
木
材
の
生
産
量
を
着
実
に
増
や
し
て

い
る
。
地
域
で
生
産
さ
れ
た
材
を
地
域
で
加
工

・
利
用
す

る
新
し
い
体
制
が
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。
林
業
は
今
日

で
も
地
域
経
済
を
支
え
る
重
要
な
柱
で
あ
り
、
そ
の
生
産

物
は
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ッ
ド
の
集
成
材
の
よ
う
な
形
で
日
本
に

ま
で
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

岐
阜
県
で
も
木
材
関
連
産
業
の
抜
本
的
な
革
新
が
重
要

な
課
題
と
な
り
、

二
O
O七
年
か
ら
本
格
的
な

「森
林
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
地
域
を
単

位
と
し
た
組
織
的
な
間
伐
、
高
性
能
機
械
の
導
入
、
木
材

関
連
産
業
の
集
約
化
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
る
が
、
問
題

は
そ
れ
を
誰
が
担
う
か
だ
。

地
元
の
経
済
は
沈
滞
し
、

元
気
な
若
者
も
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
間
伐
作
業
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
す
る

都
市
住
民
は
増
え
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
広
大
な
森
林

を
守
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

森
林
は
利
用
さ
れ
て
こ
そ
持
続
的
に
管
理
さ
れ
る
。
地

域
を
よ
く
す
る
、
森
林
を
元
気
に
す
る
と
い
う
社
会
的
な

使
命
感
と
と
も
に
、
森
林
に
か
か
わ
る
諸
事
業
を
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
展
開
で
き
る
才
覚
が
望
ま
れ
る
。
い
ま
林
業
分

野
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
の
「
社

会
的
起
業
家
」

だ
と
思
う
。

誌記減;0

ア
メ
リ
カ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
が
地
域

の
住
民
や
企
業
と

一
体
に
な
っ
て
地
域
経
済
を
盛
り
立
て

て
い
る
よ
う
に
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
よ
う
な
地
方

の
教
育
機
関
が
、
社
会
的
起
業
家
を
育
て
、
そ
の
活
躍
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
地
域
振
興
の
重

要
な
拠
点
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
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岐
車
シ
テ
ィ
・
タ
ワ
l
ω
ー
ー
岐
車
市

『
ま
ち
抜
か
』

岐
車
市
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
・
ま
ち
な
か
居
住
推
進
の
核
に
位
置
付
け
て
き
た
岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ
ワ
l
却
が
完

成
し
た
。
分
譲
住
宅
は
既
に
二
年
半
前
に
即
日
完
売
し
て
い
た
が
、
実
際
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
周
辺
の
同
種

再
開
発
は
い
っ
そ
う
勇
気
付
け
ら
れ
て
い
る
。

(ω
年
の
半
数
に
な
っ
た
中
心
部
〉

岐
阜
市
は
、
岐
阜
県
の
南
西
部
、
名
古
屋
市
か
ら
北
西

へ
約
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
人
口
四
十
二
万
の

中
核
市
だ
。
斎
藤
道
三
や
織
田
信
長
と
い
っ
た
戦
国
武
将

ゆ
か
り
の
岐
車
城
を
頂
く
緑
豊
か
な
金
華
山
、
千
三
百
年

の
歴
史
を
誇
る
鵜
飼
で
名
高
い
清
流
長
良
川
な
ど
を
有
し

歴
史
や
文
化、

自
然
に
恵
ま
れ
た
県
都
と
い
え
る
。

し
か
し
、
岐
阜
市
最
大
の
繁
華
街
だ
っ
た
柳
ケ
瀬
は
、

か
つ
て
は
買
い
物
・
娯
楽
な
ど
の
中
心
地
だ
っ
た
が
、
近

年
、
そ
の
勢
い
も
影
を
潜
め
、
衰
退
の

一
途
を
辿
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
岐
阜
市
の
中
心
市
街
地
衰
退
の
象
徴
と
も
い

え
る
。
柳
ケ
瀬
を
含
む
市
街
地
中
心
部
の
人
口
は
、

一
九

六
O
年
の
約
十
五
万
人
を
ピ

l
ク
に
、
現
在
は
約
半
分
の

約
七
万
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、

二
O
O
三
年
七
月
に
岐
阜
駅
北

地
域
約
二
十

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
柳
ケ
瀬
通
周
辺
地
域
約
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
計
約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
が
、
都
市

再
生
特
別
措
龍
法
に
基
づ
く
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
に

指
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に

O
七
年
五
月
に
は
、
こ
れ
ら
二
地
域
を
含
む
約

百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
に
つ
い
て
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
内
閣
総
理
大
臣
認
定
を
受
け
た
。

岐
阜
市
は
、
名
古
屋
か
ら

J
R東
海
道
本
線
で
約
十
七

分
と
い
う
地
の
利
を
活
か
し
た
商
業
・
業
務
施
設
や
、
イ

ン
フ
ラ
の
充
実
し
た
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

「
ま
ち
な
か
居
住
」
の
住
宅
な
ど
を
核
と
し
た
市
街
地
再

開
発
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

都
市
再
生
に
向
け
た
起
爆
剤
の
役
割
を
担
う
の
が
、

O

七
年
十
月
十
三
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
岐
阜
シ
テ

ィ
・
タ
ワ

I
必
だ
。

(
完
売
ま
で
2
年
の
見
通
し
だ
っ
た
が
)

岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ
ワ

l
必
(
岐
阜
駅
西
地
区
第

一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
)
は
、
岐
阜
市
も
組
合
員
の

一
員
と
な

り
推
進
し
て
き
た
再
開
発
事
業
だ
。
地
下

一
階
、
地
上
四

十
三
階
建
て
、
高
さ
約
百
六
十
三
メ
ー
ト
ル
。
住
宅
を
伴

う
複
合
タ
ワ
ー
と
し
て
は
、
中
部
圏
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
高

さ
だ
。

タ
ワ

l
必
の
地
下

一
階
は
駐
車
場
(
六
十
六
台
収
容
)

だ
が
、
こ
れ
は
南
側
に
隣
接
す
る
岐
阜
市
駅
西
駐
車
場

(
六
百
二
十
三
台
収
容
)
と
地
下
で
連
結
し
、

一
体
利
用

さ
れ
る
公
共
駐
車
場
だ
。

一
1
二
階
は
飲
食
・
物
販
庖
舗
が
入
る
商
業
施
設
と
事

岐
阜
市
都
市
建
設
部
市
街
地
再
開
発
室
長

(人)
200，000 

160，000 

120，000 

岐阜市の人口推移
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16，000・
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務
所
で
、
庖
舗
数
は
三
十
五
。

三
階
は
福
祉
・
医
療
な
ど

の
施
設
。
四
階
は
地
元
放
送
局
の
本
社
。
五
階
は
分
譲
住

宅
へ
の
入
り
口
や
事
務
所
な
ど
。

六

1
十
四
階
は
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
(
百
八

戸
)
、
十
五

1
四
十
二
階
は
分
譲
住
宅
(
二
百
四
十
三
戸
)

と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
四
十
三
階
は
岐
阜
市
が
所
有
す
る
ス
カ
イ
ラ

ウ
ン
ジ
で
、
入
場
無
料
の
展
望
室
と
、
酒
落
た
ス
カ
イ
レ

ス
ト
ラ
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
分
譲
住
宅
は
、
幅
広
い
世
帯
構
成
に
対
応
す

る
た
め
、

2
L
D
K
(専
有
面
積
約
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)

か
ら

4
L
D
K
(専
有
面
積
約
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
)

ま
で
多
様
な
間
取
り
が
あ
り
、
平
均
販
売
価
格
は
約
三
千

/
 

四
百
万
円
。

住
宅
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ

l
は
当
初
、
完
売
ま
で
に
は
二
年

間
か
か
る
と
見
て
い
た
が
、
最
初
の
広
告
宣
伝
で
六
百
件

を
超
え
る
申
し
込
み
が
殺
到
し
た
。
こ
の
た
め
急
き
ょ
、

着
工
間
も
な
い

O
五
年
五
月
(
竣
工
の
約
二
年
半
前
)
に

抽
選
会
を
実
施
し
、
即
日
完
売
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
人
気
の
要
因
と
し
て
は
、

①
高
さ
約
百
六
十
三
メ

ー
ト
ル
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
性
②
岐
車
の
駅
前
と
い
う
恵
ま

れ
た
立
地
環
境
③
行
政
が
関
与
す
る
市
街
地
再
開
発
事
業

と
い
う
信
頼
性
ー
ー
な
ど
が
総
合
さ
れ
た
ス
テ
ー
タ
ス
性

と
考
え
て
い
る
。

(
年
中
無
休
の
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
付
き
〉

ムハ
1
十
四
階
の
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
は
、
岐
阜

県
の
「
い
き
い
き
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
施
策
の

一
環
と

し
て
、
岐
阜
県
住
宅
供
給
公
社
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る
。

超
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
施
策
だ
。

専
有
面
積
は
約
四
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
。
バ
リ
ア
フ
リ

ー
・
オ
l
ル
電
化
で
、
最
大
の
特
徴
は
三
階
に
常
駐
す
る

生
活
援
助
員

(
L
S
A
)
に
よ
る
二
十
四
時
間
三
百
六
十

五
日
対
応
の
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
だ
。

身
体
の
異
常
時
に
寝
室
・
風
呂
・
便
所
に
設
置
し
て
あ

る
緊
急
通
報
ボ
タ
ン
を
押
す
と
生
活
援
助
員
が
駆
け
付
け

る
。
ま
た
、
在
宅
中
に
水
が
長
時
間
使
わ
れ
な
い
時
や
、

流
し
っ
ぱ
な
し
の
時
に
安
否
確
認
を
行
う
な
ど
、
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

家
賃
が
九
万
五
千
円
か
ら
十
三
万
五
千
円
と
比
較
的
高

額
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
ち
ら
も
百
人
戸
に
対
し

て
二
百
件
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

三
階
に
は
、
診
療
所
・
調
剤
薬
局
・
歯
科
・
託
児
所
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
有
料
老
人
ホ
l
ム
な
ど
の
福

祉
・
医
療
施
設
を
は
じ
め
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。

さ
ら
に
美
容
室
、
音
楽
教
室
な
ど
、
都
心
居
住
者
へ
の

生
活
支
援
施
設
を
併
設
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ

て
い
る
。

(
5
年
で
人
口
幻
%
増
見
込
む
〉

岐
阜
シ
テ
ィ
・
タ
ワ

l
必
の
分
譲
住
宅
の
即
日
完
売

は
、
近
隣
の
再
開
発
事
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
特

に
タ
ワ

l
必
の
北
側
で
計
画
さ
れ
る
問
屋
町
西
部
南
街
区

市
街
地
再
開
発
事
業

(O
九
年
着
工
予
定
)
も
高
層
部
を

分
譲
住
宅
、
低
層
部
を
商
業
・
業
務
施
設
と
し
て
計
画
し

て
い
た
が
、
当
初
の
二
十
五
階
建
て
構
想
を
、
住
宅
デ
イ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、

三
十
七
階
建

て
(
住
戸
数
約
二
百
戸
)
に
変
更
し
た
。

ま
た
、
柳
ケ
瀬
通
北
地
区
や
高
島
屋
南
地
区
の
再
開
発

も
、
ま
ち
な
か
居
住
を
目
指
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
上
層
階
を

住
宅
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

岐
阜
駅
周
辺
で
は
駅
前
広
場
の
整
備
や
再
開
発
事
業
な

ど
に
よ
り
、
岐
阜
駅
前
北
口
周
辺
の
地
価
は
、
下
降
か
ら

横
ば
い
に
、

一
部
の
地
域
は
十
五
年
ぶ
り
に
上
昇
に
転
じ

て
い
る
。

岐
阜
市
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
中
で
、

五
年
以
内
に
中
心
市
街
地
の
居
住
人
口
を
二
三
%
ア
ッ

プ
、
小
売
業
年
間
商
品
販
売
額
を
二
二
%
ア
ッ
プ
、
空
き

庖
舗
数
三
五
%
減
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

民
間
投
資
を
促
し
、
市
民
と
行
政
が

一
体
と
な
り
、
魅

力
・
活
力
・
賑
わ
い
溢
れ
る
「
日
本

一
元
気
な
県
都
づ
く

り
」
に
努
め
て
い
き
た
い
。
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全
な
防
犯
住
宅
ヘ
ー
ー
埼
玉
県
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埼
玉
県
は
二
O
O
三
年
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
住

宅
対
象
侵
入
盗
犯
罪
の
認
知
件
数
が
過
去
最
多
を
記
録
し

た
。
十
年
前
の
約
二
倍
に
当
た
る
数
値
で
、
治
安
の
悪
化

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
犯
罪
が
起
こ
り

に
く
い
地
域
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

O

四
年
に
「
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
を
制
定
、

O
五
年
に
は
「
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
を
策

定
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
県
住
宅
謀
は
、
県
民
の
生
活
の
本
拠

埼
玉
県
都
市
整
備
部
住
宅
課
主
幹

大
森
• 

各種イベン卜を利用して住宅防犯診断のPR

で
あ
る
住
ま
い
の
防
犯
性
を
高
め
る
こ
と
で
犯
罪
か
ら
県

民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
、
埼
玉
県
を
日
本

一
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
防
犯
先
進
県
に
す
る
た
め
「
住
ま

い
の
安
心
・
安
全
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
を
O

四
年
度
か
ら
四
カ
年
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

初
年
度
は
、
住
民
が
自
ら
行
う
「
簡
易
診
断
」
と
、
住

宅
防
犯
の
専
門
家
の
手
に
よ
る
「
専
門
診
断
」
の
二
段
階

の
防
犯
診
断
と
、
防
犯
対
策
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
仕
組
み

を
構
築
し
た
。

「
簡
易
診
断
」
と
は
、
玄
関
、
窓
な
ど
住
宅
の
部
位
ご

と
の
性
能
の
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
り
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
リ
ス
ト

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
配
布
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
県
の
ホ
I
ム
ベ

l
ジ
[
埼
玉
県
↓
暮
ら

し
・
環
境
↓
防
犯
・
安
心
・
安
全
↓
あ
な
た
の
住
ま

い
の
防
犯
診
断
]
に
も
あ
り
、
住
宅
の
防
犯
性
に
不
安
を

持
つ
人
は
埼
玉
県
民
に
限
ら
ず
利
用
で
き
る
。

一
戸
建
て
の
場
合
な
ら
十
五
項
目
の
設
問
に
「
は
い
」

「
い
い
え
」
で
答
え
る
と
、
「
油
断
大
敵
」
「
注
意
」
「
危
険
」
の

三
段
階
で
診
断
結
果
と
「
自
分
で
で
き
る
防
犯
対
策
」
が

示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
専
門
診
断
」
の
案
内
が
示
さ
れ
る
。

「
専
門
診
断
」
は
、
住
宅
防
犯
の
専
門
家
で
あ
る
「
住

ま
い
の
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
、
県
民
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
、
そ
の
家
に
赴
き
、
周
辺
環
境
や
立
地
、
構
造
を 享

含
め
て
防
犯
性
能
を
診
断
し
、
具
体
的
な
対
策
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
。
有
料
で
、

二
戸
建
て
住
宅
の
場
合
は
二
1
三

万
円
程
度
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
建
築
士
、
防
犯
設
備
士
な
ど
の
有

資
格
者
を
対
象
に
講
習
を
行
い
、
修
了
者
を
埼
玉
県
住
ま

い
づ
く
り
協
議
会
が
登
録
し
て
、
そ
の
情
報
も
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
で
県
民
に
提
供
し
て
い
る
。

O
七
年
十

一
月
現
在
、
六
百
七
十

一
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

(
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
)

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
専
門
診
断
を
行
う
際
は
「
埼
玉
県
住

宅
防
犯
診
断
基
準
」
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
こ
の
制
度
の
構
築
に
当
た
り
埼
玉
県
が
独
自
に
作
成

し
た
。

46 2008・1月号誌記議事。

診
断
基
準
は
「
通
則
」
「
住
宅
防
犯
診
断
に
関
す
る
基

本
指
針
」
「
共
同
住
宅
の
防
犯
診
断
に
関
す
る
基
準
」
「
一

戸
建
て
住
宅
の
防
犯
診
断
に
関
す
る
基
準
」
「
安
全
で
安

心
な
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
」
の
五
つ
の
大
項
目
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
特
に

二
戸
建
て
住
宅
の
基
準
に
つ
い
て

は
先
例
が
な
く
、
埼
玉
県
が

一
か
ら
取
り
組
み
作
成
し
た
。

制
度
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

習
会
の
開
催
、
登
録
制
度
の
運
営
な
ど
の
面
で
、
埼
玉
県

住
ま
い
づ
く
り
協
議
会
(
県
や
公
的
団
体
と
民
間
住
宅
関

連
事
業
者
な
ど
で
組
織
)
と
連
携
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
た
運
営
を
心
掛
け
て
い
る
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
無
料
住

宅
防
犯
相
談
会
を
開
催
し
、
防
犯
診
断
や
対
策
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
気
軽
に
体
験
し
て
も
ら
う
な
ど
、
県
民
に
直
接
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
制
度
の
活
用
促
進
に
努
め
て
い
る
。
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こ
だ
わ
り
あ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」

に
触
れ

内
海
ゼ
ミ

神
奈
川
県
厚
木
市

戸
井
田
基
樹

• 

内
海
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
O
七
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
内
海
麻
利
駒
津
大
学
准
教
授
の
指
導
の
下
、
先
駆
的

に
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
福
岡
、
佐
賀
両
県
の
各
所
を
訪
問
し
、
肌
で
ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
に
触
れ
た
。

{
九
州
国
立
博
物
館
}

展
示
だ
け
で

な
く
、
体
感
し
交
流
し
憩
え
る
空
間
を
創

出
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
広
場
「
あ
じ
っ

ぱ
」
で
遊
ぶ
な
ど
、
博
物
館
な
の
に
開
放

感
が
あ
ふ
れ
、
活
気
が
あ
っ
た
。

館
内
で
は
、
展
示
解
説
や
館
内
案
内
な

ど
の
業
務
を
二
百
五
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

太宰府市にある九州国立博物館で内海先生を囲んで

ア
が
行
っ
て
い
る
。
「
素
晴
ら
し
い
博
物

館
に
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ

て
き
た
。

来
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
任
期
が
切
れ

て
し
ま
う
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
体
制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

{
吉
野
ケ
皇
歴
史
公
園
}
弥
生
本
来

に
こ
だ
わ
っ
た
「
弥
生
な
り
き
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
展
開
し
、
「
弥
生
人
の
声
が
聞

こ
え
る
」
を
基
本
テ
l
マ
に
四
季
折
々
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
約
百
人
も
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
参
加
し
て
い
る
。

貰
頭
衣
を
身
に
ま
と
っ
た
現
代
版
弥
生

人
た
ち
が
木
船
を
彫
っ
た
り
、
機
織
を
し

た
り
、
弥
生
人
の
声
を
感
じ
て
い
た
。

歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
存
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
緑
地
保
存
と
し
て
の
生
態
移
植

工
法
に
よ
る
公
園
内
の
景
観
修
景
な
ど
の

工
夫
が
見
ら
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
広
大
で

一
部
し
か
見
学
で
き
な
か
っ
た
が
、
特
に

主
祭
殿
は
、
弥
生
の
景
観
を
想
像
さ
せ
て

く
れ
た
。

【
か
ら
つ
夢
パ
ン
ク
}

旧
唐
津
銀
行

本
庖
の
建
物
が
唐
津
市
に
委
譲
さ
れ
、
そ

の
利
活
用
を
考
え
る
会
と
し
て
発
足
し
た

「
か
ら
つ
夢
パ
ン
ク
」
。

人
と
人
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
す
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
発
足
か
ら
十
年
で
、

そ
の
活
範
囲
動
は
熊
本
、
大
分
と
広
が
っ

て
い
っ
た
。

代
表
の
小
川
起
代
世
さ
ん
か
ら
、
行
政

と
の
係
わ
り
ゃ
苦
労
話
を
聞
い
た
。
笑
顔

に
「
唐
津
が
好
き
」
書
い
て
あ
る
よ
う
で

地
域
を
と
て
も
大
事
に
し
て
い
る
と
感
じ

た
。そ
の
人
柄
に
人
が
集
ま
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。
地
域
に
こ
だ

わ
り
、
楽
し
く
実
践
し
て
い
る
人
の
話
は

と
て
も
温
か
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
楽
し
さ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
気
が
し
た
。

ほ
う
と
う

{
宝
当
神
社
}

急
激
に
進
む
島
の
過

疎
化
、
低
迷
す
る
水
産
産
業
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
、
唐
津
市
高
島
に
あ
る
地

域
資
源
を
有
効
活
用
し
、
島
の
活
性
化
に

成
功
し
た
事
例
だ
。

今
で
は
、
宝
く
じ
と
言
え
ば
高
島
の
宝

当
神
社
と
名
が
出
る
ほ
ど
観
光
客
誘
致
に

成
功
し
て
い
る
。

島
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
野
崎
隆
史

氏
の
熱
い
思
い
と

一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が

島
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、
住
民
の
利
便

性
の
向
上
と
経
済
振
興
を
呼
び
起
こ
し
た

の
だ
と
思
う
。

ま
ち
の
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
は
ど
こ
に
で

も
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

【
佐
賀
城
下
再
生
百
年
構
想
}
佐
賀

城
下
で
二
度
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
が

持
ち
上
が
り
景
観
や
居
住
環
境
へ
の
影
響

が
問
題
と
な
り
、
景
観
形
成
に
関
す
る
住

民
の
意
識
が
高
ま
っ
た
。

こ
の
百
年
構
想
は
、
生
活
の

一
部
と
な

っ
て
い
る
佐
賀
城
下
の
歴
史
的
景
観
と
水

と
緑
の
良
好
な
景
観
を
守
る
た
め
に
県
・

市
・
住
民
が

一
体
と
な
り
築
き
上
げ
た
も

の
と
感
じ
た
。

今
後
、
強
制
力
の
あ
る
地
区
計
画
を
整

備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
も
住
民
の

理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
孫
の
世
代
ま
で
美
し
い
景
観
を
継
承

し
て
欲
し
い
。

ゼ
ミ
生

一
同
、
地
元
で
何
が
で
き
る
か

を
考
え
、
残
り
の
研
修
を
受
講
し
て
い
く

こ
と
を
誓
っ
た
。

泌~02008・1月号47 
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ダ徳良県、

神山町

N
P
O
法
人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
を
主
体
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
招
き
、

数
年
前
に
は
考
え
も
さ
れ
な
か
っ
た
手

法
や
地
域
資
源
を
活
用
し
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
特
性
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
用
い

た
ソ
フ
ト
事
業
に
関
し
て
、
広
域
連
携
、

商
庖
街
、
地
域
資
源
の
三
つ
の
分
野
で
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
モ
デ

ル
的
な
事
業
に
助
成
し
て
い
る
。
以
下
は
、

二
O
O
六
年
度
に
助
成
し
た
徳
島
県
神
山

町
の
「
神
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
事
業
」
だ
。

国
際
文
化
村
構
想
を
契
機
に

神
山
町
は
徳
島
市
の
西
に
位
置
す
る
。

吉
野
川
の
支
流
鮎
喰
川
の
上
中
流
域
を
中

心
に
、
面
積
は
百
七
十
三
平
方
キ
ロ
。
う

ち
約
八
三
%
は
急
傾
斜
地
の
山
林
で
、
耕

地
は
三

・
五
%
。
標
高
千
四
百
九
十
六
メ

ー
ト
ル
の
雲
早
山
を
最
高
峰
と
し
て

一
千

①広域連携推進助成事業(複数の

市区町村が共同して、または広域

行政機構が主体となって地域の特

性を活かして行う地域連携や交流

を目的としたソフト事業への助

成)②活力ある商庖街づくり助成

事業(地域の特性を活かして自主

的・主体的に実施される商庖街の

活性化を目的としたソフト事業へ

の助成)③地域資源活用助成事業

(地域の特性を活かして自主的・

主体的に実施される商庖街の活性

化を目的としたソフト事業への助

成)ーーから構成される。

500万円を上限に助成率50%
市区町村、広域連合、一部事務組合

2006年度40団体
2007年度47団体(予定)
業務第2課

TEL (03) 5202-6137 

活力ある地域づくり支援事業

助成概要

助成金額

助成対象

交付団体数

問い合わせ

48 

副
次
効
果
は
大
KAIR 
事業

2008・1月号

メ
ー
ト
ル
級
の
剣
山
山
系
が
重
畳
し
て
い

る
。
人
口
は
七
千
弱
だ
が
、
「
せ
か
い
の

か
み
や
ま
」
を
住
民
が
標
梼
す
る
元
気
な

町
だ
。神
山
町
は

一
九
九
八
年
に
、
日
本
で
最

初
の
ア
ド
プ
ト
事
業
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

神
山
」
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
先
進
的
な

取
り
組
み
に
熱
心
な
町
だ
。
そ
の
中
心
的

な
メ
ン
バ
ー
が
二
O
O
五
年
、

N
P
O法

人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。
ア

ド
プ
ト
事
業
、
森
づ
く
り
な
ど
多
彩
な
活

動
の
中
の

一
つ
に
「
神
山
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

事
業
」
が
あ
る
。

(
K
A
I
R
)
 

K
A
I
R
と
は
「
神
山
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
」
の
略
称
だ
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
地
域
に
招
聴
し
、
創

作
活
動
の
拠
点
と
し
て
も
ら
い
、
地
元
の

芸
術
文
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と

も
に
、
創
作
現
場
や
作
品
の
鑑
賞
者
を
引

き
込
む
こ
と
で
地
域
を
活
性
化
す
る
狙
い

が
あ
る
。
神
山
町
で
は
、

一
九
九
九
年
に

徳
島
県
国
際
文
化
村
構
想
を
契
機
に
始
ま

誌記誕地

っ
た
。

当
初
は
応
募
者
が
少
な
か
っ
た
が
、

三

年
目
に
は
二
百
人
近
い
応
募
が
あ
っ
た
。

毎
年
、
選
考
委
員
会
で
日
本
人

一
人
、
外

国
人
二
人
が
選
抜
さ
れ
る
。
選
抜
さ
れ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
、
交
通
費
、
生
活
費
、

宿
泊
先
、
制
作
資
材
、
そ
れ
に
数
々
の

ク
お
も
て
な
し
。
が
提
供
さ
れ
る
。

ク
お
も
て
な
し
。
の
成
果
か
ら
か
、
毎

年
選
考
か
ら
洩
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
自

費
で
参
加
す
る
例
も
あ
る
。
こ
う
し
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
も

ク
お
も
て
な
し
。
の
他
に

宿
舎
や
町
内
を
移
動
す
る
際
の
手
助
け
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る
。

当
初
は
学
校
の
空
き
教
室
を
中
心
に
創

作
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
地
元
で
の

認
知
度
が
グ
ン
グ
ン
上
が
り
、
町
全
域
で

創
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

地
元
生
徒
と
の
問
で
始
ま
っ
た
交
流
の

輪
も
、
地
域
住
民
全
体
へ
と
広
が
っ
て
い

る
。
選
抜
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は

「
あ
れ
食
べ
、
こ
れ
食
べ
」
と
差
し
入
れ

が
続
く
。
こ
の
事
業
の
大
き
な
目
的
の

一



地域活性化センターの助成事業

つ
で
あ
る
地
域
住
民
と
の
交
流
も
、
自
然

に
深
ま
っ
て
い
く
。

展
示
場
所
も
新
発
想
で

作
品
の
展
示
場
所
に
は
神
社
も
あ
る
。

埋
も
れ
て
い
た
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ

し
て
活
用
す
る
例
も
あ
る
。
大
正
末
期
か

ら
昭
和
初
期
の
町
の
賑
わ
い
を
象
徴
す
る

劇
場
「
寄
井
座
」
も
そ
の

一
つ
だ
。
昭
和

初
期
に
閉
鎖
さ
れ
、
し
ば
ら
く
は
縫
製
工

場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
何

十
年
か
は
木
戸
が
聞
け
ら
れ
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。

そ
こ
が
今
年
か
ら
、
創
作
場
所
で
あ
り
、

か
つ
展
示
場
と
し
て
見
事
に
再
生
さ
れ
て

い
る
。
個
人
の
所
有
だ
そ
う
だ
が
、
こ
れ

も
K
A
I
R
の
成
果
の

一
つ
だ
ろ
う
。
気

前
良
く
提
供
し
て
く

れ
た
そ
う
だ
。

O
六
年
度
の
助
成

事
業
実
施
の
際
、
柱

と
な
っ
て
い
た
の
が

神
山
温
泉
、
道
の
駅

と
い
っ
た
町
内
外
の

人
が
集
ま
る
と
こ
ろ

に
近
い
大
栗
山
の
整

備
だ
。
か
つ
て
は
他

の
地
域
と
同
様
に
荒

廃
し
た
里
山
に
な
っ

て
い
た
が
、
間
伐
、

枝
打
ち
、
下
草
刈
り
な
ど
を
行
い
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
創
作
意
欲
を
掻
き
立
て
る
場

所
、
展
示
場
所
と
し
て
蘇
っ
て
い
る
。

単
に
芸
術
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、
森
林
再
生
と
い
う
環
境
保
全

活
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
て
い
る
。

林
道
も
整
備
さ
れ
、
山
頂
付
近
は
過
去

の
作
品
展
示
場
も
含
め
て
、
快
適
な
里
山

空
間
と
な
っ
て
い
る
。

交
流
は
自
然
に
深
ま
り

過
去
の
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
に

は
、
海
外
か
ら
毎
年
自
費
で
神
山
町
を
訪

れ
る
人
、
参
加
の
翌
年
か
ら
神
山
町
に
制

作
拠
点
を
移
し
た
人
、
翌
年
も
自
費
で
参

加
す
る
人
な
ど
も
い
る
。
取
材
に
行
っ
た

山の中にある町、神山町

時
も
、
首
都
圏
の
大
学
生
が
研
究
の
た
め

町
に
滞
在
し
て
い
た
。

(下)神社に展示された作品

地
域
の
活
動
と
交
流
が
留
ま
る
こ
と
な

く
拡
が
っ
て
い
る
。

神
山
町
に
は
江
戸
末
か
ら
明
治
初
に
か

け
て
、
豪
商
、
庄
屋
が
絵
師
を
招
き
、
地

域
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
襖
絵
を
描

い
て
も
ら
う
風
習
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
ん
な
気
風
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
の

か
、
こ
こ
で
は
創
作
資
材

一
つ
を
依
頼
す

る
だ
け
で
、
お
茶
が
出
て
、
話
が
続
く
。

行
政
主
導
の
活
性
化
計
画
で
は
な
く

「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
み
ん
で
」
の

N
P
Oだ
。
有
形
無
形
の
地
域
資
源
の
有

効
活
用
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と
だ
ろ

、つ
も

2008・1月号 越滅。

(上)創作現場を訪れたツアー客

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

鵜
篭
博
紀
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世
界
遺
産
に
な
る
前
か
ら

熊
野
古
道
の
保
全
を
通
じ
て
地
域
の
和
づ
く
り

世
界
遺
産
の
熊
野
古
道
は
、
平
安
時
代

に
都
の
人
々
が
聖
地
熊
野
三
山

(本
宮
、

新
宮
、
那
智
)
を
目
指
し
て
歩
い
た
信
仰

の
道
だ
。
数
あ
る
ル

l
ト
の
中
で
も
、
和

歌
山
県
田
辺
市
か
ら
南
下
し
、
那
智
の
浜

の
宮
ま
で
紀
伊
半
島
を
海
岸
沿
い
に
至
る

お

お

へ

ち

約
九
十
二
キ
ロ
の
大
辺
路
は
、
俳
人
や
歌

人
に
親
し
ま
れ
た

「文
人
墨
客
の
道
」
|
|

距
離
が
長
い
の
に
旅
人
を
泊
め
る
宿
が
少

な
い
が
、
そ
の
分
、
他
の
古
道
よ
り
も
自

然
林
が
多
く
、
眺
め
が
い
い
。
後
白
河
上

皇
も
梁
塵
秘
抄
の
中
で
愛
で
た
道
だ
。

こ
の
道
、
さ
ら
に
は
道
に
ま
つ
わ
る
伝

承
の
保
全
活
動
を
通
じ
て
、
地
元
白
浜
町

の
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

大
辺
路
富
田
坂
ク
ラ
ブ
だ
。

鉄
道
と
総

喫

開
通
し
て

と
ん
だ

大
辺
路
の
中
で
も
富
田
坂
(
白
浜
町
)

は、

J
R
紀
勢
線
や
国
道
必
号
線
が
で
き

る
ま
で
は
、
地
元
の
生
活
道
路
と
し
て
も

重
要
で
、
賑
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
鉄
道
と

国
道
が
開
通
し
て
か
ら
は
、
古
道
の
多
く

が
土
に
埋
も
れ
、
倒
木
が
塞
ぎ
、
次
第
に
荒

れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
古
道
を
通

じ
た
地
域
の
人
々
の
結
び
付
き
も
薄
れ
、

古
道
へ
の
愛
着
心
も
風
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

「
危
機
感
が
会
を
立
ち
上
げ
た
」
と
ク

ラ
ブ
代
表
の
脇
本
敏
功
さ
ん
は
語
る
。

「私
ら
の
小
さ
い
頃
は
、
地
元
の
古
老

か
ら
大
辺
路
の
話
を
よ
く
聞
か
さ
れ
た
。

焚
き
火
の
周
り
に
地
域
の
人
々
が
自
然
に

集
ま
り
、
大
辺
路
古
道
の
言
い
伝
え
な
ど

色
々
な
話
:・
」

一
九
九
九
年
に
開
催
さ
れ
た
南
紀
熊
野

体
験
博
で
、
熊
野
古
道
ブ
l
ム
に
火
が
つ

き、

幸
い
観
光
地
と
し
て
の
活
気
は
取
り

団体プロフィール 女

設立年=2003年3月

設立・運営主体=自主的組織

代表者=脇本敏功

会員=35人

<事務局連絡先>

干649-2325

和歌山県白浜町富田1735

(電話)0739-45-0721 

世k

戻
し
つ
つ
あ
っ
た
。
後
は
、
地
元
の
人
の

思
い
を
道
に
戻
す
だ
け
。

古
道
に
人
々
の
目
を
も
う

一
度
向
け
て

み
よ
う
。
そ
し
て
自
分
た
ち
が
教
え
て
も

ら
っ
た
地
域
の
昔
話
や
人
々
の
和
と
い
っ

た
か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
、
古
道
と
と

も
に
次
世
代
に
受
け
継
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
:
・
そ
ん
な
思
い
で
二
O
O
三
年
に
会

を
立
ち
上
げ
た
。

会
の
活
動
と
し
て
は
①
古
道
そ
の
も
の

の
保
全
②
古
道
に
ま
つ
わ
る
民
話
や
昔
話

な
ど
の
次
世
代
へ
の
伝
承
③
古
道
を
通
じ

た
地
域
お
こ
し
ー
ー
な
ど
。

会
の
発
足
後
、
脇
本
さ
ん
は
、
ま
ず
地

元
の
人
に
古
道
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
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古
道
の
写
真
展
を
開
催
し
た
ほ
か
、
地
域

住
民
を
対
象
に
し
た
古
道
ウ
オ
l
キ
ン
グ

や
古
道
勉
強
会
を
手
が
け
た
。
「
ま
ず
は

関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
」
「
地
元
の

人
が
ま
ず
は
古
道
を
知
ら
な
け
れ
ば
」
と

の
思
い
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

と
り
わ
け
古
道
ウ
オ
l
キ
ン
グ
に
脇
本

さ
ん
は
地
元
宿
泊
施
設
の
オ
ー
ナ
ー
ら
に

参
加
を
呼
び
掛
け
た
。「
町
の
人
、
旅
館

の
人
が
古
道
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
せ
っ

か
く
白
浜
町
を
訪
れ
た
観
光
客
の
方
を
も

て
な
せ
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」。

客
は
増
-⑫

ゴ
ミ
は
出
な
い

「
発
足
以
来
、
欠
か
す
こ
と
な
く
や
っ

て
い
ま
す
」
と
脇
本
さ
ん
が
誇
ら
し
げ
に

語
る
の
は
、
会
の
中
心
的
な
活
動
で
あ
る

「
古
道
の
点
検
」
だ
。

会
で
は
毎
月
二
、
三
人
が
倒
木
や
落
石

の
有
無
を
確
認
す
る
古
道
点
検
を
し
て
い

る
。
始
め
た
頃
は
、
古
道
が
ゴ
ミ
の
山
だ

っ
た
。
点
検
の
た
め
に
古
道
へ
入
っ
た
会

員
は
皆
、
袋

一
杯
の
ゴ
ミ
を
両
手
に
抱
え

て
戻
っ
て
き
た
。

2008・1月号指域毒物

代表の脇本敏功さん

「
こ
の
ま
ま
で
は
古
道
は
ゴ
ミ
に
埋
も

れ
て
し
ま
う
」
。
脇
本
さ
ん
ら
は
地
道
に

ゴ
ミ
拾
い
を
繰
り
返
し
た
。

O
四
年
七
月
、
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
、
参
詣
道
の

一
つ
で
あ
る
大
辺
路
に
も
多
く
の
観
光
客



.地域づくり団体探訪

が
本
格
的
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

再
び
ゴ
ミ
が
増
え
な
い
か
|
|
会
の
懸

念
は
妃
憂
に
終
わ
っ
た
。
「
人
々
の
意
識

が
向
上
し
た
。
最
近
の
来
訪
者
は
マ
ナ
ー

が
と
て
も
良
い
」
「
や
は
り

一
つ
の
ゴ
ミ

が
、
他
の
ゴ
ミ
を
呼
ぶ
。
だ
か
ら
全
く
ゴ

ミ
の
な
い
場
所
を
作
り
上
げ
れ
ば
、
人
は

ゴ
ミ
を
捨
て
づ
ら
く
な
る
」。

今
や
古
道

に
は
ゴ
ミ

一
つ
な
い
。

会
は
遺
産
の
保
存
と
次
世
代
へ
の
継
承

を
さ
ら
に
強
く
意
識
し
て
い
っ
た
。

地
域
の
古
老
か
ら
伝
承
さ
れ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
ま
と
め
て
み
た

り
、
ま
だ
多
く
が
草
む
ら
に
埋
も
れ
て
い

る
古
道
の
発
掘
を
和
歌
山
県
の
担
当
者
と

調
査
し
た
り
と
、
加
速
度
的
に
会
の
活
動

は
広
が
り
を
見
せ
た
。

と
り
わ
け
会
で
は
、
古
道
の
隠
れ
た
名

所
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
古
道
沿
い
に

う
ま
ん
た
に
じ
よ
う

あ
る
馬
谷
城
の
発
掘
と
、
そ
の
城
跡
に
い

た
る
登
山
道
の
整
備
に

O
五
年
か
ら
着
手

し
た
。
「
古
道
だ
け
を
見
て
も
ら
い
た
く

な
い
。
古
道
沿
い
に
は
幾
つ
も
名
所
が
あ

る
。
今
回
は
そ
の
突
破
口
」
と
、
会
員
は

険
し
い
山
肌
を
チ
ェ
ー
ン
ソ

l
や
草
刈
機

を
持
ち
込
み
作
業
し
、
急
な
斜
面
に
は
木

な
ど
で
手
す
り
や
階
段
を
つ
け
な
が
ら
進

め
た
。

ん
で
「
城
山
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。
会

の
人
た
ち
は
、
思
い
思
い
に
地
域
の
人
々

と
酒
を
酌
み
交
わ
し
楽
し
ん
だ
。

亙
回

J
部
室
，
E
r
b

Z--t自
d
w
}1t

「
私
が
小
学
生
の
頃
、
遠
足
と
い
え
ば

大
辺
路
富
田
坂
を
歩
い
て
い
た
が
、
世
界

遺
産
の
話
が
持
ち
上
が
る
頃
ま
で
は
途
絶

え
て
い
た
。
今
で
は
地
元
小
学
校
の
遠
足

場
所
に
富
田
坂
が
復
活
し
、
遠
足
に
会
員

が
付
い
て
い
く
。
子
ど
も
に
説
明
す
る
機

会
、
と
も
に
歩
け
る
機
会
が
で
き
て
あ
り

が
た
い
」
。
脇
本
さ
ん
は
目
を
細
め
な
が

ら
語
っ
て
く
れ
た
。

世
界
遺
産
登
録
後
は
、
週
末
に
な
る
と

遠
方
か
ら
観
光
パ
ス
で
大
勢
の
客
が
来

る
。
そ
ん
な
時
は
、
語
り
部
と
し
て
同
行

を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
会
の
発
足

時
に
古
道
ウ
オ
l
キ
ン
グ
を
呼
び
掛
け
し

た
白
浜
町
内
の
旅
館
オ
ー
ナ
ー
ら
の
後
取

り
息
子
ら
が
先
日
、

「脇
本
さ
ん
、
古
道

を
案
内
し
て
よ
」
と
呼
び
掛
け
て
く
れ
た

こ
と
。
脇
本
さ
ん
ら
の
地
道
な
古
道
活
動

は
着
実
に
地
域
の
人
々
に
根
差
し
て
い

る
。

起ユ
三台ネ

SF21 
そ主 術劇
ので 聡曇 J;

護主豆
、W J.ハ
人崩点
々才L (ー
はや LZ
参倒壬
詣木 J 

道がて

の
傷
跡
を
修
復
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
守
っ

て
き
た
。
私
は
歩
く
こ
と
が
最
大
の
保
全

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
参
詣
道
は
大
辺

路
古
道
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
参
詣
道
を

つ
な
げ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
遺
産
の
道
は

さ
ら
に
活
き
て
く
る
」
と
脇
本
さ
ん
は
熱

い
思
い
を
語
る
。

世
界
遺
産
を
認
定
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
憲

章
は
「
自
国
の
文
化
や
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の

文
化
を
知
り
、
世
界
の
宝
に
す
る
こ
と
で

平
和
な
社
会
を
目
指
す
こ
と
」
と
宣
言
し

て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
理
念
と
は
裏
腹
に
、
今

の
日
本
社
会
は
、
世
界
遺
産
を
地
域
振
興

ゃ
、
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
見
過
ぎ
て
い

な
い
か
。
登
録
の
意
義
は
、
社
会
が
近
代

化
し
変
容
す
る
中
で
見
失
っ
て
き
た
近
代

以
前
の
人
々
の
営
み
を
見
直
す
こ
と
。
そ

こ
か
ら
、
多
様
な
精
神
文
化
の
価
値
を
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

脇
本
さ
ん
の
活
動
は
、
地
域
の
紳
を
深

め
、
忘
れ
か
け
て
い
た
人
々
の
心
を
呼
び

戻
し
て
い
る
。

道
を
繋
げ
る
。
地
域
を
繋
げ
る
。
そ
し

て
人
々
の
心
を
繋
げ
る
|
l
脇
本
さ
ん
の

歩
い
た
後
ろ
に
は
今
日
も
道
が
で
き
あ
が

っ
て
い
く
。

誌記語~02008・1月号

刷
州地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

編
集
委
員

・

中
島
芳
彦
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. センターホームページには、[地蟻活性化]検索で・

全園地域リーダー養成塾

全園地域リーダー養成塾は、様々忽分野で既存の枠にと5われない発想、のできる地域の
リーダーの養成を目的として、 1989年度か5閑語しています。これまでに576名の感性
豊かな賭す力のある地域のリーダーを養成し、その成果は各界かう高く評価されています。

2008年度も、熱意ある皆さんの積極的な参加をお待ちしています。

語研修期間

2008年5月から08年1月末

湯研修内容

① 一般研修(年間7回、各3~4 日間)

聞募集人員

40人程度

際経費

①現地視察 (7月の第3回一般研修[合宿研修]で)

①修了者との合同研修 (8月の第4回一般研修で)

①研修中の宿泊費

(朝食含む)、教

材費などは地域

活性化センター

で負担

④先駆的地域づくり現地調査 ( 1 0月中旬~ 1 1 月中旬にか

けて2泊3日、 5コース)

⑤海外研修(8月頃10日闘を予定 ※希望者のみ)

圃塾長・主任講師

①塾 長大森輔氏(東京大学名誉教授)

②主任講師山下 茂氏(明治大学大学院教授)

後藤春彦氏(早稲田大学教授)

小田切徳美氏(明治大学教授)

内海麻利氏(駒蓮大学准教授)

②研修地までの往

復の交通費、滞

在中の昼食代-夕食代、海外研修に参加される場合の参

加費用については、塾生負担または派遣元負担

圃応募方法

大杉 覚氏(首都大学東京大学院教授)

募集案内の詳細および応募用紙は市区町村担当課にありま

す。地域づくり団体の皆さんは、各市区町村担当課にお問い

合わせください。

量応募資格 ・応募期限

①地方公共団体等の職員

②地域づくり団体のメンバーで市区町村長の推薦のある者

③農協、商工会、第三セクターなどの職員で、市区町村長

都道府県担当課(または市町村担当課)へ 2008年1月18日(金)

(財)地域活性化センターへ 2008年1月25日(金)

研修交流課担当:宮本
TEL 03-5202-6134 FAX 03-5202-0755 の推薦のある者

トスポプシ拠点火D艇事業l
1月の承認スポーツ大会
開催のお知Sせ

お近くの方はぜひ会場へ l

小中高校生の熱戦をと観戦ください。

開催日 2008年1月26日

大会名 JOCジ、ユ二アオリンピック力
ッブ全国工アロピック選手権
大会 In袋井

会場 静岡スタジアムエコパアリーナ

(静岡県袋井市)

全国工?ロピック選手権大番
2007 

TOPPAN 

※スポーツ拠点づくり推進事業に関する聞い

合わせは下記へ。

情報サービス課 TEL03-5202-6135 
FAX 03-5202-0755 

2m年度地域再生実践フォーラム|
(地方自治法施行60周年記念事業)

① 日時

2008年3月3日 (月)
1 4 : OO~ 1 7 : 1 5 

①会場

東京国際フォーラム 85ホール
(東京都千代田区丸の内)

① 内容

各地で地域再生に向けた様々

な試みが行われています。各地

域の取り組みは、方向性も具体

的な手法も多様ではあります

が、共通する成功のポイントが

あります。そこで、成功のポイ

ン卜を見出し、今後、他の地域

が取り組みを始めていく上での

決め手を探ります。

④ 対象

行政関係者、まちづくり関係

団体、商工団体、事業者など地

域再生に関心がある人

(定員 :400人)

⑤ プログラム

1 4 : 1 O~ 1 5 : 00 基調講演

秋池玲子氏 (ボストンコンサル

テインググループパートナ一&

マネージングディレクター)

15: 15~17 ・ 15 分科会

全国かう実践者を招き、パネル

ディス力ッションを行います。

第 1分科会 町の中心部に人を

集める方策を探る

コーディネーター ー藻苔浩介氏

(日本政策投資銀行地域振興部

参事役)

第2分科会 地域再生の「顔j
づくり

コーディネーター :田中章雄氏

(ブランド総合研究所代表取締

役社長)

*同会場13:00より、第12回ふ

るさとイベント大賞表彰式が開

催されますo

業務第2課 TEL03-5202-6137 
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1月 2月

予定 E CORNER 

c*は仮題)

女日本橋プラザピルイベントスペース

・2月 20日~21 日
米沢市(山形県)

女ふるさと情報プラザ

・2月 4 日~ 8 日
北九州市(福岡県)
北九州「食Jの新ブランド発表 |
~あなたがつける星はいくつつ

・2月 12日~ 13日
静岡県
pure， safe， and warm. ~静岡

からの発信~

・2月 14日~ 1 5日
菊川市(静岡県)
もおいしい、は菊JIIかう

・2月 19日~21 日
埼玉県本庄地方拠点都市地域整
備推進協議会
本庄広域圏の観光物産展*

・2月 25日~ 2月26日
君津市(千葉県)
おいでよ11きみつ 観光キャンベ

ーン

(写真)
3 岡山・ 倉敷の旬を味 わう~お取 り寄せはこ れで
決ま り!- (12/3-5) 
4 みくにあわ らの温泉で、ひと つぷろ浴びてカ二食

ベて!! (12/6-7) 

く以上ふるさと情報プラザ>

EVENT 

*日本橋プラザピルイベントスペース

・ 1 月 10日 ~ 11 日
川旧町(新潟県)

・ 1 月 17日~ 18日
富士川町(静岡県)・1月25日
小田原市(神奈川県)

・ 1 月 29日~31 日
埼玉県東部特産品等販売促進協
議会

(*は仮題)

*ふるさと情報プラザ

・ 1 月 7 日~ 11 日
盛岡市(岩手県)
冬銀河盛岡広域スキー・ 地酒・
温泉観光ポスター展

・ 1 月 15日~ 18日
倉敷市(岡山県)
寒い冬には、 気候もおもてなし
も温かい倉敷へ

・ 1 月 21 日~23日
福井県

福井県のあったか繊維と食

・ 1 月 24日~25日
結城市(茨城県)

紬のふる里 結城をあじわう

・ 1 月 28日~2月 1 日
福岡市(福岡県)
博多発祥 I! グルメ都市福岡

(写真)
可おながわ豊漁まつり (11/1-2)

2 やとちぎ暮らし。フェア (11/8-9)

<以上日本橋プラザビルイベントスペース>

だばてのつ中 r-:;;::-，..!II 一一一一一-J- 「 い コ ばあ道もが 事 す問地ち本 l!illさv間I~司晶E置画面画面膏〆， 、 i於 一
、いだた華 作為盛函園・圃・・・・.:r:'f'. 。丁ししるのな付勤をるを側こ社設はあ

I{I戸方彊冨圃・・・・・・:ム 満隣るが 。料 klL'滞園田園 晶 も i 人目かばは起いい務し 。造がちはだ、る
町か、徳理 l迦遍置園田・¥j 稲日まし稲ず点ぞた地たビり特歩銀 」 近 宗 合
のの前川応 ~~薗圃圃園田 ' ~-j塑目で、何だだ 」 こがこル、別い座と代教 本
ょょに家の i帰・・圃圃 引 ドー、七が 。。 だと日との古にてに間的空 橋
うう植康僅凶園田園'咽 l I 7~ :t裏目あ老旅つは本が施い高時あいな耳 か

山路富田園輔 佐31出211i?iui21G
な座つ、問珂園田園田圃 躍 で く飯汚い全か、つ 、のなやれが ー ら

( の・て於に 1"3・・・・・・・・ 圃 老 ま時 。をし日て 細まの稲であ附 「
編に築、満、 l署 ・ 舗つなに 老祈、本暫 心まに荷銀るに日
集、地わの横川・圃・圃・園 田 のたく日 舗る日橋く の収、の座 。地本
長随とざ方を咽・-・.~ 園 料け捜本 の地本にし 注めピ多・小蔵の
会分日とを向曙 '1理見し J陥 商蔵橋はた 意らル空築 生 や都
谷と本人記い |姐 ，1犀 付歩 一 庖がは地頃 をれのド地の稲会
ー帥目った |彊..  圃圃園田 ，.- とけい丁 にた日歳、 払て-h 出荷の
わけて社圃笹 覗聞置 ・・N・ 、たた目 はく本もふ つい附事限向が不
さ もい避いが E~.注之と=話 幽 . 高のがか 、さの稲と てたにどを元あ思
のえけるあ~ -.- =.. 級がなら しん街荷気 工り空%あのる議

{
2
月
号
予
告
】

特
集

H
情
報
化
に
よ
る
地
援
活
性
化

地域づくり 1月号
2008年l月1日発行 編集-発行=財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザピル13階屯話03-5202-6131(代) http://www.chiiki.dukuri.hyakka.or.jp/ 印刷l製本/株式会社丸井工文社

法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します



宝
く
じ
の
当
せ
ん
金
の
支
払
い
は
、
支
払
い
開
始
日
よ
り
1
年
間
で
す
。

買
っ
た
ら
、
早
め
に
調
べ
て
し
っ
か
り
換
金
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
づ
く
り
一
月
号
(
通
巻
2
2
3
号
)
二

O
O八
年
一
月
一
日
側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

宝くじの収益金は、 ~\\\/J/J 

身近な街づくりに役立っています3qrLM 

き夢gR日本宝〈じ協会
( 当せんはしっかり鋼ベて、しっかり換金

http・/グwww.takarakuji.nipporトnet.ne.jp.外国発行の宝くじを、日本国内において賄入することは、法律で禁止されていま主


	m1-04889
	m1-04890
	m1-04891
	m1-04892
	m1-04893
	m1-04894
	m1-04895
	m1-04896
	m1-04897
	m1-04898
	m1-04899
	m1-04900
	m1-04901
	m1-04902
	m1-04903
	m1-04904
	m1-04905
	m1-04906
	m1-04907
	m1-04908
	m1-04909
	m1-04910
	m1-04911
	m1-04912
	m1-04913
	m1-04914
	m1-04915
	m1-04916
	m1-04917
	m1-04918
	m1-04919
	m1-04920
	m1-04921
	m1-04922
	m1-04923
	m1-04924
	m1-04925
	m1-04926
	m1-04927
	m1-04928
	m1-04929
	m1-04930
	m1-04931
	m1-04932
	m1-04933
	m1-04934
	m1-04935
	m1-04936
	m1-04937
	m1-04938
	m1-04939
	m1-04940
	m1-04941
	m1-04942
	m1-04943
	m1-04944

